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　カタカタカタ――静かにタイピングする音が室内に響く。

　指がキーボードの上を滑なめらかに踊る。

　パソコンの画面に現れたのは、背景が黒いサイトだった。

　蔓つる薔ば薇らを優ゆう雅がに象かたどった、白い門もん扉ぴが描かれている。

　――苦しみぬいたあなたへ――

　そんな言葉で始まるこのサイト、『左手の道』にようやくたどり着いた。

　自分の願いが叶かなえられるかもしれない――そんな一いち縷るの望みにすがってここまで来た。

　だが、これからテストがあるのだ。この画面に映る白い門扉を開けるための、つまりサイトの中に入るための選別が。

　白い門扉にカーソルを合わせる。

『あなたにこの門をくぐる資格があるか問う』

　クリックすると、そんな文字が現れた。

　逸はやる心を抑え、質問が現れるのを待った。

『あなたは魔術を信じますか？』

　この問いの答えは知っている。

　ＹＥＳを選ぶと、再び問いが現れた。

『あなたは死にかけたことがありますか？』

　ＹＥＳ。

『いつ、どこで、どのように死にかけたのか詳しく書いてください』

　カタカタとキーを打つ。生死の境をさまよった時のあの鮮せん烈れつな経験は、年月がたっても忘れられるものではない。

　よどみなく文章を打つと、誤ご字じ脱だつ字じがないかチェックし、『送信』をクリックする。

　数秒、数十秒、そして数分がたった。

　ぎぃっと軋きしむ音がして、画面の中の白い門が開いていく。

　真夜中の自室で、歓かん声せいを上げるのを堪こらえた。
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「よし！」

　白しら石いし櫂かいは、鏡かがみに映った自分に向かって頷うなずいた。

　ぱりっとした白いカッターシャツ。乱れのない清せい潔けつな髪かみ。涼しげな目元。

　右、左と顔を横に向け、あらゆる角度からチェックする。

　どこから見ても、理想的な爽さわやか男子高校生そのもの。

　櫂は颯さつ爽そうとマンションを出て、学校に向かった。

　中学時代と違い、足取りは軽い。それは学校生活が楽しいからだ。

　九月上旬。朝の日差しは優しいが、昼になるとまだ蒸むし暑あつい。だが、発汗対策も完かん璧ぺきだ。制汗スプレーに汗取りシートを常備している。

　しばらくすると、最寄り駅の駅えき舎しやが見えてきた。櫂が大きく足を踏み出そうとしたとき、ふと背後に気配を感じた。

「おはよう、白石くん」

　声をかけてきたのは、やわらかそうな茶色の髪にカチューシャをつけた少女だ。

　クラスメイトの吉よし岡おか美み雪ゆきが笑顔で隣に並んできた。

　櫂は一瞬顔が歪ゆがみそうになるのを堪こらえ、笑顔を返した。

　とっておきの爽やかな仮面――。

「おはよう、吉岡さん。今日は早いんだね」

「今日、日直なの」

「そうなんだ。お疲れ様」

　櫂は愛あい想そよく答えながら、早く彼女と離れられないかと思し案あんした。だが、向かう先は同じ。

　櫂は仕方なく歩ほ幅はばを合わせる。別に美雪が悪いわけではない。

　彼女とは同じ中学校出身で、唯ゆい一いつ地元から二時間もかかる都内の新設私立高校に進学した仲間というだけだ。

　そして、そこが問題だった。

　中学時代を知る人間がいない環かん境きようを求めて、こんな遠い学校を選んだというのに。

　進学校とはいえ、まだ歴史は浅いし、進学実績も御ご三さん家けには遠く及ばない。

　彼女がなぜこんな遠方の学校をわざわざ選んだのか理解に苦しむ。

　しかも、クラスまで同じ。

　自然とため息が出る。

　だが、例の『ノート』に書くほどではない。さすがに気の毒だ。

　美雪はそんな櫂の心など知るよしもない。にこにこと一緒にホームに入った。

　混んでいるラッシュ時の電車は、入学して半年たった今も慣れない。

　扉から雪な崩だれ込こんできた一群に押され、よろけた美雪を櫂はさっとかばった。

「大丈夫？」

「ありがとう」

　美雪がホッとしたように櫂に笑いかける。

　ようやく長い苦く行ぎようが終わり、櫂たちは電車から吐き出されるようにホームに出た。

　ホームに足をつけた瞬しゆん間かん、背後から肩を押された。

「おっと」

　櫂はよろけたが、何とかたたらを踏んで転ばずに済んだ。

「大丈夫、白石くん？」

　隣にいた美雪が心配そうに見てくる。

「ああ、平気。急いでたんだろうね」

　櫂はにこやかに言った。

　視線は少し先を足早に歩くスーツ姿の男に向けられている。人を障しよう害がい物ぶつのように押しのけて、目も向けず歩き去る男に。

　ぶつかった肩はずきずき痛む。だが、櫂は笑顔のままだった。

「あ、ごめん。ちょっとトイレに寄っていくわ。吉岡さんは先に行ってて」

「大丈夫？」

　心配そうに見る美雪に手を振り、櫂は男子トイレに向かった。

　ちょうど空あいていた個室に素早く入る。

「ふう……」

　櫂は鞄かばんから文庫サイズのノートを手早く取り出した。

　真っ黒の革かわ表びよう紙し。鍵かぎつきだ。

　首につるした鍵で開ける。

　通称『ギルティ有罪・ノート』。

　櫂は呼吸を整えた。こみ上げる苛いら立だちが頭を沸ふつ騰とうさせている。

　櫂はボールペンを手に荒々しく書き出した。




九月四日　晴れ




●被ひ告こく人にん

　朝の扇おうぎ町まち駅にて。三十代のサラリーマン。中ちゆう肉にく中ちゆう背ぜい。グレイのスーツ。眼鏡めがね。ホームベース型。やや浅黒い。

●罪ざい状じよう

　後ろから思い切りぶつかられた。謝りもしない最低野郎。生きている資格なし。

●判はん決けつ

　痴ち漢かんと間違えられて訴うつたえられろ。会社をクビになって離り婚こんされろ。無神経野郎に似合いの結末だ。




　一気に書き終えるとノートを閉じる。すっと心が晴れるのを感じた。

　櫂は爽やかな笑みを浮かべた。




　　　　　＊




　ノートを使って怒りを発散させることを始めたのは、高校入学直前の春休みだ。

　中学のときは歯に衣きぬを着せない毒どく舌ぜつと、ズバズバ言う性格が災わざわいして、男女問わず嫌われていた。

　冷ややかな視線を浴びながらの孤こ独どくな学生生活。

　あんな思いはもうごめんだ。俺おれは快かい適てきに暮らす。

　そのため、思ったことをノートに書き付けることによって昇しよう華かさせる方法を身につけた。

　優しくて頼りになる人間に思われるよう、社交的な仮面を外さない。

　もともと頭は悪くない。傾けい向こうと対策さえわかれば対処できる。

　そして、こざっぱりしたルックスに柔にゆう和わな笑み。清潔さにも気をつけている。

　成績はトップクラスだが、それを鼻にかけることもない。ほどよく面めん倒どう見みがよく、煩わずらわしい事も引き受ける。

　今や俺は憧あこがれの人気者。中学の時、喉のどから手が出るほどほしかった地位を手に入れた！

　櫂は自然と笑みがこぼれるのを感じた。

「おはよう、白石！」

「白石くん、おはよう」

　通学路でも笑顔で声をかけられる。

　もちろん、櫂も笑顔で応こたえる。

「白石、委員会かわってくれてサンキュ」

「白石くん、昨日はありがとう！」

　次々感謝の言葉をかけられながら、櫂は校門をくぐった。

　校内に入っても周囲からの好意的な視線に囲まれる。気分のいい瞬間だ。蔑さげすみの視線や無視とは大違い。

　そう、俺は完璧爽やかエリート！

　夢にまで見た理想の高校生活を俺は手に入れた！

「おはよう、白石くん」

　地理の内ない藤とう先生が笑顔ですれ違う。

「おはようございます」

　内藤先生は地味な女教師で馬ば鹿かにされがちだが、廊ろう下かでプリントを落として困っているところを櫂が助けてから仲良くなった。

　とっておきの笑顔を見せ、恩に着せることなくさっさと立ち去る俺は、今思い出してもかっこよかった。

　誰だれにでも分わけ隔へだてなく優しく接する俺の評判はうなぎのぼり。

　爽やかなエリートとして認知されるために、これくらいの努力は容易たやすいものだ。

　教室に入ると、一人の女子生徒がすっと近づいてくる。

「おはよう、白石くん」

「おはよう、委員長」

　つい名前でなく役職で呼んでしまうほど、深ふか見み香きよう子こは『委員長』らしかった。

　ピンと伸びた背筋、一目で頭がいいとわかる聡そう明めいな瞳ひとみ。整った長いストレートヘア。黒縁の眼鏡。

「今朝も綺き麗れいだね」

　あながちお世せ辞じでもなく櫂は言った。

　実際、香子は立ち姿が美しい。あまり愛想のいい子ではないが、しっかりしているので皆から慕したわれている。

「もう……相変わらずね、白石くん」

　ませた弟を見るように、香子がため息をついた。

　だが、その目は優しい。俺の好感度の高さを物語っている。

　そのとき、クラスメイトの三み谷たに健けん吾ごが櫂に気付いた。無類のゲーム好きで、日課のようにゲーセンに通っている。

「白石、おはよう」

「三谷、昨日はどこまで進んだ？」

「それがさー、霧きりの谷たにで詰まってるんだよな。どうしても脱出できなくて。昨日は二時間くらいずっとそこで止まっててさー。脱出できた？」

　三谷が今夢中のＲＰＧ『スカイ・ゲート』の話だ。櫂は特にゲーム好きではないが、クラスメイトと仲良くなるため、人気のゲームはやり込み、攻略情報を頭にたたき込んでいる。

「侯こう爵しやくの屋や敷しきの暖だん炉ろを調べた？」

「えっ？　もしかしてそこから脱出できるの？」

「チェックするといいよ」

「うおおおおお！　サンキュ！　やっぱりおまえは頼りになるわ」

　惜しみない賞しよう賛さんの言葉に、櫂はニヤケそうになるのを堪えた。

　努力が報むくわれる瞬間は、何度味わっても飽あきない。

「白石～、数学の予習やってる？」

　別の男子生徒に声をかけられ、櫂は笑顔でノートを出した。

「ああ、どの問題？」

「問２なんだけどさー」

「あ、私は問３がわかんなくってー」

　今度は女子生徒が声をかけてくる。

　いつの間にか、櫂の周りに人だかりができていた。

　感じがよくて、物知り。高校生とは思えない落ち着き。人じん望ぼうもバッチリ。

　中学時代の俺しか知らない奴やつらが見たらびっくりするだろうな。

　中学時代の自分は反面教師だ。あのときの逆の行動を取ればいい。

　自分を取とり繕つくろうのは思ったより簡単だった。

　自分以外の誰かを演じるのが面おも白しろいというのもあるし、何より周囲から好意や尊敬を向けられるのが心地いい。

　片道二時間の通学が何だというのだ――たとえ『ギルティ・ノート』のページが増えていったとしても。この生活にはそれ以上の価値がある。




　　　　　＊




　授業が終わり、誰もいないマンションに帰る。

　扉をしめると、櫂はホッと息をついた。ようやく一人になれた。

　櫂はネクタイをむしりとり、どかどかと足音を立ててリビングに向かった。

　体を投げ出すように、どっかりとソファに座る。

「あああああ―――――、つっかれた―――――」

　誰に憚はばかることなく、大声で愚ぐ痴ちをこぼす。やはり自分の家はいい……。

　櫂はさっそく『ギルティ・ノート』を取り出した。

　日につ課かというか、帰宅したときの儀ぎ式しきのようになっている。

　素すの自分に戻るための儀式だ。




九月四日




●被告人

　河かわ田だ義よし人と、阿あ部べ理り彩さ子こ

●罪状

　毎回、人の予習ノートを当てにしてんじゃねえよ。当たり前のように頼りやがって。

●判決

　世渡り上手のつもりか？　要よう領りようがいいとでも？　自分で考えることも努力することも放ほう棄きしている人間に成長も未来もねえよ。蔑まれ嘲あざ笑わらわれながら、生きていけ。おまえたちは人と認識されない。改かい札さつや自動ドアに挟まれるだろう。




「ふう……」

　ノートを閉じると、櫂はとっておきのモカをいれた。

　ちょっと高価なメーカーの粉だが、一人っ子の櫂に父は甘い。

「よし、良い香りだ」

　お気に入りのノリタケのカップにモカを注そそぎ、芳ほう醇じゆんな香りを楽しみつつ自室に向かう。

　櫂の唯一の趣しゆ味みである『ボトルシップ』を作るために。

　自室に入ろうとした瞬間、玄げん関かんのドアが開く音がした。

「父さん？」

　櫂は驚おどろいて玄関に向かった。まだ六時過ぎ。いつも帰りは終電だというのに。

　父がドアを開けて入ってくる。

「今日はえらく早い……」

　言いかけて櫂は絶ぜつ句くした。

　父の背後から、女性が現れたのだ。

　年齢は父より少し下の三十代後半だろうか。彫ほりの深い美び貌ぼうの女性だ。

　くっきりしたアーモンド型の瞳は、紅茶のような薄い琥こ珀はく色。同色の髪は艶つややかで、綺麗にウエーブがかかっている。

　年齢を感じさせないすらりとした体に水色のワンピースがよく似合っている。

「櫂、こちらは加か賀が美みエリカさんだ」

「櫂くん、初めまして！」

　父が紹介すると、エリカは華やかな笑顔で挨あい拶さつをしてきた。

　櫂は反射的に笑顔を返した。

「初めまして、櫂です。父がお世話になっております」

　誰だろう？

　誰にしても父が連れてきたのだから、この挨拶で間違っていないはずだ。

　だが、最大の衝しよう撃げきはその後訪れた。

　エリカの後ろから、おずおずと中に入ってきた少女を見て、櫂は息を飲んだ。

「……！」

　ゆるく波打つ長い黄おう金ごん色の髪。驚くほど整った顔立ち。宝石のように輝く薄うす紫むらさきの瞳。

　上品なモーブピンクと黒のワンピースに包まれたすらっとした体。

　どこから見ても絵本から飛び出したお姫様そのものだ。

「エリカさんの娘のリアさんだ。おまえと同じ高校一年生だよ」

「……」

　目を奪われ、意識のすべてを持っていかれた櫂は返事もできなかった。

　あまりに現実感のない美少女の登場に、櫂は父につつかれてようやく我に返った。

「ああ、どうも初めまして……」

「リアです。初めまして」

　リアがぺこりと頭を下げた。

　さらりと揺れる黄金色の髪は金の波のようだ。どこまでも続く輝く黄金の海うな原ばら――そんな幻想的な風景さえ浮かんだ。

　見た目は外国人の少女だが、その口から出る日本語は流りゆう暢ちようだ。

「じゃあ、二人とも上がって」

　父の言葉にエリカとリアが頷く。

　状況が飲み込めていないのは俺だけか？

「あの……どういうお客さんなの？」

　櫂は父におずおずと尋たずねた。

「おまえの新しいお母さんと妹」

「えっ」

「――に、なるかもしれないな。おまえさえよければ」

　父が屈くつ託たくなく笑う。

　櫂は呆ぼう然ぜんと父と二人の女性を見つめた。

　えっ……再婚!?　その顔合わせ？

　櫂は父に顔を近づけ、こそっと囁ささやいた。

「な、なんであらかじめ言ってくれないんだよ！」

「いや、急に二人のスケジュールが空いたから、タイミングがいいかと思って……」

　父が能天気に笑う。

「俺のスケジュールは？　心の準備とかさ……」

　父とこそこそ話していると、リアが近づいてきた。

「……？」

　リアの唇くちびるが開く――だが、唇から言葉がこぼれる前に、リアは棒のようにまっすぐ床に向かって倒れた。

　倒れゆくリアを、櫂はただ呆然と見つめた。すべてがスローモーションのようだ。

　バタ―――ン！

　何が起こったのか、櫂は一瞬理解できなかった。

　廊下に大の字に倒れているリアを三秒くらい凝ぎよう視しして、ようやく事態に気づいた。

「だ、大丈夫!?」

　櫂は咄とつ嗟さに跪ひざまずいた。

　そっとリアの体を抱きかかえるようにして起こす。

　長い金色の髪が波のようにうねって、リアの白い顔があらわになった。

　伏ふせられたまぶたがぴくりと動く。一緒に長いまつげが震ふるえた。

　こんなときなのに、思わず見とれてしまう自分がいた。

　眠り姫が目覚めるときのような、厳おごそかな瞬間。

　ゆっくり目が開いた。

　紫水晶アメジストと見まごう透き通った薄紫色の瞳がこちらを見た。

　その淡いピンク色の唇が動くのを、櫂はただ呆然と見つめた。

「お……」

　お……？

　櫂はリアの言葉を聞き取ろうと耳を澄ませた。

「お……なか……すい……た」

　え？

　耳を澄ませなければ聞こえないような、か細い声。

　今、『お腹すいた』って言ったのか？

　同時にリアのお腹の辺りから、ぐううううううっと獣のようなうなり声が聞こえた。




　　　　　＊




「ごめんなさい。急に倒れてびっくりしたでしょう？」

　エリカが申し訳なさそうに言う。

「いや、空腹からくる貧ひん血けつで安心しました。急病だったら大変です。よかったら、食べてください。気に入ってもらえるといいけど」

　内心の動どう揺ようを押し隠し、櫂はにこやかに皿に入れた焼やき菓が子しをリアに勧めた。

　来客が倒れるという突発事態に動揺するも、何とか表面に出さずに笑顔をキープ。

「ありがとう……」

　リアが焼き菓子に手を伸ばす。

　もぐもぐもぐもぐ。

　リアが手にした焼き菓子が、一瞬で消える。

「よかったら、全部どうぞ」
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　見た感じ、全然足りてなさそうだ。細いが、かなり大食いの部類なのかもしれない。

　あっという間に皿いっぱいの焼き菓子がなくなるのを、櫂は呆然と見つめた。

「いやー、すごい健けん啖たんっぷりだねー」

　父が感心したように言う。

「そうなの。中学に上がった頃から体質が変わっちゃったみたいで、食しよく欲よく旺おう盛せいなのよ～」

　エリカが微笑ほほえむ。

「それまで健康優良児だったのに急に体調を崩くずすようになって、でもこれだけ食欲があるから大丈夫かなって」

　いや、あまり大丈夫ではないんでは……。あんたら呑のん気きすぎ。

　櫂はツッコミたくなるのをぐっと堪えた。

「よかったら、お茶のお代わりを――」

「あっ！」

　櫂が言いかけた瞬間、リアがティーカップを倒し、中身の紅茶がテーブルに広がった。

「あわわわわわ」

　リアが慌あわててティーカップを起こそうとして、また取り落とす。

　ガッシャン！

「わあ！」

　ぎゃあウエッジウッドが！

　櫂は急いでさっとカップを持ち上げた。幸い、割れても欠けてもいない。

「ごめんなさい！」

　リアがふきんをひっつかんでこぼれた紅茶をふこうとし、勢い余ってテーブルの上のものをなぎ倒す。

「ああああああ」

　紅茶のポット、ミルク入れ、砂糖入れが次々倒れていくのを、櫂は呆然と見つめた。

　吹っ飛んで床に落ちたカップとソーサーが割れる音が響ひびく。

「ご、ごめんなさ……！　す、すいませ……！」

　リアが顔を真っ青にして、テーブルの下にかがむ。

「いった――――い！」

　リアが割れた破片を放り投げる。

「だ、大丈夫？　危ないから、俺が片付けるよ」

「ありがとう。本当にごめんなさい……」

　リアが済まなそうに言う。

　潤うるんだ紫水晶アメジストの瞳。揺れる黄金の髪。見た目は高貴なお姫様みたいなんだがな。

　櫂は惨さん憺たんたる有様のテーブルをちらっと見た。

　見た目と中身のギャップがものすごいな……。

「なんだか仲良くなってるな。雨降って地固まるってやつか」

「ほんと」

　父とエリカがニコニコとこちらを見ている。

　何言ってるんだよ！　全然、地固まってないから！

　仲良くなるつもりもないし、お膳ぜん立だてしようとしたって無む駄だだから！

　母を亡くしてから、ずっと父と二人で暮らしてきた。寂しいときもあったが、誰にも気き兼がねしなくて済む生活は快適だった。

　外では完璧な優等生の仮面を被かぶっているので、家の中では素の自分に戻ってくつろぎたい。

　それが他人の女二人と同どう居きよなんてことになったら、俺はどこでリラックスすればいいんだよ！

　気を抜くと歪みそうになる顔を必死で堪え、櫂は平静を装よそおった。

　俺のプライドにかけて、完璧な爽やか少年を演じきってやる！

「じゃあ、まずは紹介からだね」

　父がニコニコと櫂を見た。

「改めて、こちらが加賀美エリカさん。ドイツ系アメリカ人と日本人のハーフでアメリカ出身だけど、今は日本に住んでいるし、日本語もぺらぺらだよ」

「へえ……」

「僕と同い年の四十二歳。プロのヘアメイクを生なり業わいにしている」

　目の前のエリカは若々しくてとても四十代には見えない。美容のプロということもあるだろうが、もともと素そ地じがいいのだろう。

「そして、こちらが娘のリアさん。櫂と同学年だが、彼女は三月生まれだから、一年くらい違うことになるな。妹ができるって嬉うれしくないか？」

　妹ねえ……。

　櫂は父に引きつった笑顔を返した。

　もう再婚気分だな。先走りすぎだよ。

「彼女の外見に櫂も驚いたと思うが、お父さんが生きつ粋すいのドイツ系アメリカ人で、日本人の血は四分の一なんだ」

「へえ……」

　日本人の血が入っているせいか、彫りの深い顔立ちだが、親しみやすさがある。

　バリバリ働いている美貌のキャリア・ウーマンと西洋の人形のような美少女。

　再婚には断固反対だが――櫂は一瞬妄もう想そうしてしまった。

　母親はバリキャリみたいだから、経済的な負担は増えるどころか減るだろう。家事も楽になるかもしれない。それに、どこに出しても恥ずかしくない美人だし、目立つ。

　そして、義理の妹。

　こんなに目立つ美少女は見たことがない。家族になったら自じ慢まんできそうだ。

　だが、やっかまれたりするのも面倒だし、何より、家に他人がいるのが我が慢まんできない。

　唯一、素の自分に戻れる、楽に呼吸ができる場所を失うわけにはいかない。

　父さんには悪いけど――。

「櫂には急な話だっただろうけど、できれば四人で家族になりたいと思っている。前向きに考えてくれたら嬉しい」

「そ、そうだね……」

　櫂はにこやかに微笑んだ。

「家族が多いほうが楽しいし……」

　ついうっかり、リップ・サービスをしてしまう。

　あああああ微み塵じんも思っていないことを、良い子ぶって言ってしまったあああああ!!

　父やエリカの顔がパッと輝くのを見て、櫂は凄すさまじい後こう悔かいに囚とらわれた。

「あ、おい、そろそろ時間だな」

　父がハッとしたように時計を見る。

「ほんと、そうね」

　エリカも頷く。

「え？　時間って？」

　顔を見合わせている父とエリカに尋ねると、二人は満面の笑みを浮かべた。

「これから、二人でピアノ・コンサートに行くことになっているんだ」

「その後、ディナーを予約してるの。だから帰りは遅くなるわ」

　父が櫂を見た。

「櫂はリアちゃんを家に送ってやってくれ。彼女たちの家が扇町なんだ。毎日通ってるだろ？」

「えっ、扇町なんですか」

　櫂は驚いた。通っている扇おうぎヶ原はら高校のある駅なのだ。

「聞いたときはすごい偶然だなってびっくりしたわ」

　エリカが優ゆう雅がな笑みを浮かべる。

「でも、ここから扇町まで二時間くらいかかるから大変でしょ」

「いえ、大丈夫ですよ。女の子を一人で帰らせるわけにはいきません」

　櫂は反射的ににっこり笑って答えていた。

　うわー、快かい諾だくしちゃったよ、俺！

　なんでまた扇町に行かなきゃならないんだよ～。

　確かに模も範はん的てきな爽やか少年であれば、女の子を送っていくべき状況だけどさー。

　片道二時間て、めんどくせええええええ！

「櫂くん、ありがとう！」

　エリカの笑顔に、櫂はにこやかに頷いた。

「任せてください！　ちゃんと家までお送りしますから」

　あーあー、往復四時間の旅だよ。せっかくのくつろぎタイムが台無し！

　笑顔が引きつりがちだが、しょうがない。

「まあ、二人とも親がいないほうが気兼ねなく話せるだろ」

　父がそっと櫂にウインクしてくる。

　何その、してやったりみたいな顔。二人きりって見合いじゃないんだから。

　子ども同士仲良くさせようって魂こん胆たんか。無理だって。でも断ることはできない。

　そんな櫂の苛立ちにまったく気付かず――気付かせないようにしているわけだが――父はエリカに向き直った。

「じゃあ、行くか」

「そうね。櫂くん、リアをよろしくね」

　二人はさっさと立ち上がるとリビングを出て行ってしまった。

「……」

　櫂は無言でリアを見た。リアがおずおずとこちらを見返してくる。

　黄金色の髪に紫水晶アメジストの瞳。すんなりした鼻に、すべすべの白い肌。大人おとなしくしていると、本当に人形のようだ。

　そういえば、さっきから一言も話してないな。緊きん張ちようしてるのか。

　それにしても、ついさっき会ったばかりなのに、もう二人きりって。

　なんか、再婚話が順調に進んでいるように見えるじゃないか。

　俺は断固反対の姿勢を貫つらぬくつもりだが、急な来訪にも快く歓かん待たいしたり、挙あげ句くに二人きりで家まで送るとか――すべてが裏目に出てしまっている！

　いくら可か愛わいくても、義理の妹なんかいらねえよ！

　焦あせりが胸を焼くが、自分を悪者にせず断る方法が皆かい目もく思いつかない。

　くっそおおおおお仕方ねえ!!　とりあえず、今は送っていくしかあるまい！

「さて、俺たちも行こうか」

　櫂はできるだけにこやかにリアに声をかけた。

「うん」

　リアがこくりと頷く。表情が硬い。やはり彼女も緊張しているのだろう。

　俺もなかなかに気が重い――櫂はため息をついた。

　だが、マンションを出た瞬間、櫂は美少女の威い力りよくを思い知った。

　すれ違う人どころか、車を運転中の人間まで皆、リアに驚きの目を向けていく。

　風になびく輝く黄金色の髪。薄紫の瞳をした美少女に通行人の視線は釘くぎ付づけだ。

　そして、一様に傍かたわらの櫂を興味深げに見やるのだ。時には羨せん望ぼうの眼まな差ざしで。

　沈んでいた気分が多少浮き上がる。

　正直、気分がいい。羨うらやましげに見られるのは大好きだ。

「ぐぎゃ」

　ヒキガエルを押しつぶしたような声とともに、傍らのリアがすっころんだ。

「わっ、大丈夫？」

「あ、うん。平気」

　リアの白い顔が真まっ赤かに染まる。

　リアが慌てて立ち上がるのに、櫂はそっと手を貸した。

　なんか危なっかしいな……。特につまずきそうなものなどない、平へい坦たんな舗ほ装そう道路なんだが。

「あっ、犬！」

　リアの薄紫色の目が輝く。

「えっ」

　リアが散歩している黒いトイプードルに向かって走り出した。

　周りも見ずに。

　走ってきた車に激しくクラクションを鳴らされる。

「危ない！」

　櫂は思わずリアの襟えり首くびを摑つかんで引き戻した。

「いきなり飛び出すなよ！　――あ、危ないからさ、リアさん……」

　つい強い口調で言ってしまい、櫂は慌てて言い直した。

「ご、ごめんなさい！」

　リアは謝ったものの、遠ざかる犬をちらちらと名残なごり惜おしそうに見ている。

「……」

　これは、もしかしたらけっこうなトラブルメーカーなんじゃないのか。

　櫂は一いち抹まつの不安を覚えた。
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　電車で二時間かけて、櫂とリアは扇町に着いた。

　電車を降りると、櫂はげんなりと傍らのリアを見た。

　既にぐったり疲れている。

　原因はリアだ。ここに来るまでに五回転んで、三回車に轢ひかれかけ、更には駅の階段で転げ落ちそうになり、電車の中ではバランスを崩してドアにぶつかるわ、人の足を踏むわ――心が安まることがない。

　羨ましげな他人の視線も今や煩わしいだけ。おまえら、大変なんだぞ。この女を連れて歩くのは――――!!

　駅舎を出ると目の前は広い円形の広場になっており、真ん中には噴ふん水すいがある。暑いせいか、子どもたちが楽しそうに噴水の周りに集まっていた。

　櫂は不ふ思し議ぎな気分になった。

　いつも通学で通っているルート。そこを今、非現実的な気分で歩いている。

　豪ごう奢しやな金髪を揺らせる美少女と一緒のせいだ。とんでもないトラブルメーカーの。

「あれがウチのマンション」

　櫂はリアの指さす方を見て目を見張った。

　見るからにグレードの高いマンションがそびえ立っていた。築三年はたっていまい。

　櫂がマンションに見とれていると、リアがいきなり駆け出した。

　同時に悲ひ鳴めいと凄まじいクラクションが響く。

　気付いたときには、リアがトラックの前に飛び出していた。

「え？」

　櫂が呆然としていると、

「キャ――――ッ!!」

　女性の悲鳴と急ブレーキの音が辺りに響き渡る。

「リアさん！」

　ようやく我に返った櫂は、トラックの前にうずくまっているリアに駆け寄った。

　うわあ、車道に飛び出すのこれで何回目だよ。学習しないにも程がある！

　つか、犬とかいないけど、なんで急に飛び出したんだよ。

　リアがそろそろと立ち上がると、陰に隠れていた小さな男の子の姿が見えた。

「うわああああん!!」

　男の子が火がついたように泣き出す。

「けいちゃん！　飛び出しちゃダメって言ったでしょ！」

　母親らしき女性が男の子に駆け寄る。

「ありがとうございます」

　女性にお礼を言われ、リアがぺこりと頭を下げて櫂の元に来た。

　子どもを助けようとしたのか――櫂は少し驚いてリアを見た。

「大丈夫？　怪け我がはない？」

「うん、ちょっとすりむいたくらい。男の子が車道に飛び出すのが見えたから、反射的に――」

　助けようとして飛び出したのか。

　リアの迷いのないダッシュを思い出す。あんな風に動けるものなのか。

　それまでお荷物だったリアが、急に眩まぶしく見えた。

「急に走ったから、立ちくらみが……」

　リアがゆらりと体勢を崩す。

「噴水のところにベンチがあるから座って！」

　とりあえず、噴水の近くに連れて行く。

「う……」

　いきなりリアの膝ひざががくっと折れた。

「あっ」

　支えようとした手が少し届かなかった。

　スローモーションのように、リアが噴水に落ちた。

　派は手でな水しぶきが上がるのを、櫂は呆然と見つめた。

「きゃああああ!!」

　周りで見ていた女性たちからも悲鳴が上がる。

「リアさん！」

　櫂は慌ててリアを噴水から引き上げる。

「う……」

　頭から落ちたリアは全身ずぶ濡ぬれで、髪や服がべっとり体に張り付いている。

　濡れそぼったリアの姿があまりに扇せん情じよう的てきで、櫂は一瞬目をそらせた。

「早く服を着替えなくちゃ！」

「そうだね」

　歩きだそうとしたリアがずてっとこける。

「いた―――い！　いたたたた！」

　どうやら濡れたスカートが足にからみついたらしい。

「大丈夫？」

「う……」

「部屋まで送るから、気をつけて」

　ここで放って帰るわけにもいくまい。櫂は内心ため息をついた。

　紹介されたと思ったら、いきなり空腹でぶっ倒れるわ、食器をひっくり返すわ、こけるわ、人にぶつかるわ、車に轢かれかけるわ、挙句に噴水に落ちるわ……。

　優しげな表情も強ばってくるというものだ。

　なんだこの、スーパードジっ子トラブルメーカーは！　なんで俺が面倒見なくちゃいけないんだよ！　捨てて帰りたいいいい――――――!!
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「どうぞ」

「あ、どうも」

　リアに促され、櫂は広い沓くつ脱ぬぎで靴くつを脱いで上がる。

　リアたちの部屋は最上階で、見るからにグレードの高い内ない装そうだ。

「廊下の突き当たりがリビングだから」

　リアの言葉に、櫂はリビングへと入った。

「う……わ」

　ドアを開けた途と端たん声が出てしまった。

　二十畳くらいのゆったりしたリビングが広がっている。

　スワロフスキーとおぼしきシャンデリアや高そうな革張りのソファ、大理石のカップボードなどがセンスよく配置されていた。

　想像以上の豪華な部屋に、櫂は思わず立ち尽くした。

　リアがタオルで頭をわしわし拭ふきながら入ってくる。

　長い金色の髪が自由に揺れる様は、見とれるほど美しい。

　光輝く髪を、いつまでも見ていたい――。

「ぶえっくしょいいいいい!!」

　リアが威勢のいいくしゃみをする。

　うっとりしていた櫂は、思い切り現実に引き戻された。

　なんだそのオッサンみたいなくしゃみ。なまじ美少女なだけに、がっかり感が半はん端ぱない。

「お風ふ呂ろに入ったほうがいいんじゃないかな」

　櫂は思わずそう言ってしまった。

　まずい。二人きりなのに、風呂を勧めるなんて下心があると思われる！

　さ――――っと顔から血の気が引くのがわかった。

「そうだよね。お風呂入ってくる」

　だが、リアはさらっと言った。

　リアがぶえくしょ、ぶえくしょとくしゃみを繰くり返かえしながらリビングを出て行く。

　夏だというのにあの調子。風か邪ぜをひかなければいいが。

　それにしても、何でこんなことに……。ちょっと家まで送るだけのミッションが、ここまで忍にん耐たいを強しいられるものになるとは。

　そろそろ俺の外そと面づらも限界だ。完璧爽やか少年の仮面がひび割れていく。

　早く退散したいが、やっぱり今帰ったらおかしいよな。帰宅するということを伝えなきゃいけないし。

　櫂は仕方なくソファに腰を下ろした。

　ギルティ・ノートをそっと取り出す。




九月四日




●被告人

　加賀美リア

●罪状

　とにかく車道に飛び出すのはやめてくれ。寿命が縮ちぢむ。

●判決

　大人しく歩くよう、首輪とリードがほしい。くしゃみはもっと抑えめに、手で口を押さえてくれ。こけるな。飛び出すな。ていうか、何で俺がこんな目に！
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　櫂はソファにもたれ、ちらっと時計を見た。

　リアが風呂に入って三十分くらいたっていた。

「女ってのは長風呂だな……」

　そのとき、廊下の外からバターンと大きな音が響いた。

「リアさん!?」

　思わず声を上げたが、返事はない。

　しん、と静まり返っているが、さきほどの音はただ事ではない。何か大きいものが思い切り倒れたような音だ。

　櫂はそっと廊下に出た。

「リ、リアさん？」

　声をかけてみたが、やはり返事はない。

　櫂はそっとバスルームの方へ行った。

「えーっと、大丈夫？」

　バスルームから返事はない。

「……開けるよ？」

　櫂は思い切って引き戸に手をかけた。引き戸には鍵がかかっていない。

　そっと少しだけ開けて、恐る恐る中をのぞき込む。

　目に入ったのは、床に広がった黄金色の髪。

「リアさん!?」

　櫂は慌てて引き戸を大きく開けた。

　洗せん面めん台だいの前でリアがうつむいて倒れている。

　濡れた金色の髪がはりついた真っ白な背中の滑なめらかなラインに、目が釘付けになる。

　その先へと視線をやりそうになり、櫂は慌てて雑ざつ念ねんを振り払った。

「大丈夫？」

　倒れているリアに声をかけたが、返事はない。

　かろうじて下半身にバスタオルはかかっているものの、明らかに全裸だ。

「うう……」

　櫂は余計なことを考えそうになるのを必死で堪えた。

　何もこんな姿で倒れなくても――。

　だが、もし何か致命的な怪我か病気だったら、すぐ救急車を呼ばないと。

　櫂は恐る恐るリアのむきだしの肩に触れた。火ほ照てった肌はすべすべで、手に吸いつくようだ。

「リ、リアさん……大丈夫？」

　そのとき、ぴくり、とリアの肩が動いた。

「うう……」

　リアがゆっくり起き上がる。

「わっ、ちょっと！」

　どう考えてもバスタオルの下は全裸だ。

　櫂は慌てて目をそらせた。

「あたまが……」

　リアがおぼつかない口調で話し出した。

　櫂は仕方なく、横目でリアを見た。なるべく焦しよう点てんを合わさずに視界をぼやけさせる。

　半身を起こしたリアは素っ裸だったが、幸い長い豊かな髪がその胸のあたりを覆おおっている。

　へたりこんでいる下半身にはバスタオルがからまっていて、隠れているのがわかる。
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「大丈夫？　えっと……タオル！」

　櫂はリネン庫を開けると、手にしたタオルを振り向かずにポイポイ放った。

「ふあ……」

　リアから意味不明のうめきがもれる。

「いったい、どうしたの？　病院に行く？」

　振り向かずに櫂は尋ねたが、返事はない。沈ちん黙もくだけが返ってくる。

「リアさん……？」

　櫂は仕方なく、ゆっくりと慎しん重ちように振り向いた。

　体中にタオルがかけられたリアがぼうっとこちらを見ていた。その薄紫色の目はうつろだ。頰ほおが上じよう気きして、桜色に染まっている。

「熱い……」

「え？」

「頭がぼうっとして……」

「もしかしてのぼせたの？」

「うん……湯ゆ船ぶねにしっかりつかろうと思って……」

　櫂は脱力した。のぼせた挙句、脳のう貧ひん血けつか低てい血けつ圧あつを起こしたのだろう。

「水を持ってくるから！」

　櫂は慌ててキッチンに向かった。

　幸い、冷れい蔵ぞう庫こにミネラルウォーターがあった。グラスにいれると、風呂場に戻る。

「はい」

　櫂はグラスにいれたミネラルウォーターを渡した。

「ありがとう！」

　リアがにこりと笑って受け取る。

　その笑顔は濁にごりがない。子どものような純粋な笑顔に、櫂はむしろ戸と惑まどった。

　一応、風呂上がりの裸を見られているんだが……。

　リアが一気にグラスの水を飲み干した。

「ありがとう……」

　よたよたしながら立ち上がったリアから、櫂はさっとグラスを取り上げた。

「俺が持っていくから、きみは服を着たら？」

「うん、わかった」

　櫂はさっさとキッチンに向かった。あんなふらふらでグラスを持っていたら、絶対に割るに決まってる。

　リビングに戻り、グラスを流しに置くと、リアがよろよろしながら入ってきた。

　リアの軽けい装そうに、櫂はぎょっとした。

「もうちょっと、何か着たほうがいいんじゃないか？」

　リアはタンクトップに短パンを着ていた。

　もちろん、全裸とは比べものにならないが、それでも露ろ出しゆつが多すぎる格好だ。

　自分の家でリラックスしているのはわかるが、一応男と二人きりなわけで。

　もちろん、櫂はよこしまなことをするつもりはなかったが、それにしても無む防ぼう備びすぎるだろう。

　年頃の女の子なんだから……と父親のような気分になってしまう。

　ああ、なんかもう、ギルティ・ノートに書きたい……。

「だって暑いんだもん……」

　確かにリアの目は潤んでいて、顔はほんのり赤い。

　空腹で貧血を起こすし、湯あたりして倒れるし、よく転ぶし、鈍どんくさいかと思ったら、急に子どもを助けに飛び出すし……何というか嵐あらしのような子だな。

「ごめんね……私、体調を崩しやすくて」

「いや……」

　せっかく二人きりなのだ。再婚について聞いてみるか。

「あのさ……リアさんはどう思ってるの、再婚のこと」

「……」

　リアがじっと見つめてくる。

　まだ、その大きな薄紫色の目に慣れない。特に潤んでいては尚なお更さらだ。櫂はそっと目をそらせた。

「私は家族ができるのは嬉しいし、母には幸せになってほしいけど……」

　けど、なんだ？

「私と家族になると迷めい惑わくがかかるかもしれないから、それが心配」

「迷惑？」

　リアがうつむいた。さらりと金色の髪が顔にかかる。伏せた睫まつ毛げが長い。

　黙ってじっとしていれば、本当に美少女なんだけどな。

「ん……？」

　櫂はリアの顔が赤みを帯びていることに気付いた。もともとが真っ白い肌なので、よく目立つ。

「あの……もしかして熱があるんじゃ……」

「そういえば、ちょっとふらふらする……」

　薄紫色の瞳が潤んでいる。

　櫂はさっとリアの額ひたいに手をやった。びっくりするほど熱い。

「ちょっと横になったほうがいいよ！　すぐに冷やすから！」

「わかった～」

　リアが立ち上がるなり、ふらついている。

「わわわ！」

　櫂は慌ててリアの腕をとった。柔らかい感触とともに、熱が伝わってくる。

「部屋はどこ？」

「廊下を出て左」

　櫂はリアを支えるようにしてリビングを出た。

　リアに替わってドアを開ける。

「うっ……」

　リアの部屋は、一言で表すなら『ひっくり返したおもちゃ箱』だった。

　床は足の踏み場がないほど物が散乱している。食べ物らしきものがないのが救いか。

　櫂は何も踏まないように気をつけながら、リアをベッドにおろした。

　あー、掃そう除じしたい。今すぐ掃除したい。

　根っからの綺麗好き、整せい頓とん好きの血が騒いだが、ここはぐっと堪える。

「じゃあ、すぐに冷やしたタオルと白さ湯ゆを……」

　言いかけた櫂は、視界に妙なものがあることに気付いた。

「なんだ……これ？」

　部屋の窓ガラスには大きく星マークが書かれている。

「これって五ご芒ぼう星せい？」

　なんでそんなものが、窓ガラスに書いてあるんだ？

　櫂は赤い顔をして、呼吸を荒くしているリアを見下ろした。

「な、なあ、窓に何か星マークが書いてあるんだけど」

「……それは魔ま除よけだよ」

「魔除け？」

　なんでそんなものが？

「五芒星は調ちよう和わのとれた形だから安定しているし、一ひと筆ふで書がきできるの。その閉へい鎖さ性せいゆえ、魔の侵入を防ぐことができるのよ」

「……」

　櫂は呆然とした。

　そんな説明は求めてない。なんで、魔除けが必要なんだっつーの。

　ここって幽ゆう霊れいでも出るのか？

　櫂はそっと雑ざつ然ぜんとした部屋を見回した。

　部屋で一番目につくのが、壁のフックにかかっている漆しつ黒こくのマントだ。

　フードがついているロングマントを、櫂はまじまじと見つめた。

　高校生の女の子の上着にしては渋い……というか、変だ。

「なんかさあ、あれって魔ま女じよのマントみたいだな」

　何気なく言った櫂に、リアが頷いた。

「うん、似たようなものね……魔ま術じゆつ師しのマントだから」

「え？　魔術師？」

　櫂はリアの思わぬ返答に驚いた。その表情を見たリアがハッと口を押さえる。

「な、なんでもない！」

「……あ、そう……」

　魔術師って言ったよな？　魔除けといい、オカルトかぶれなのか？

　ま、まあ、いいや。この年頃の女の子でオカルト好きは珍しくないし。ほら、星占いとか好きな子が多いし。あれもオカルトの一種だろ？

　櫂は必死で自分を納なつ得とくさせ、リアの部屋を出た。

　氷水で冷やしたタオルと白湯を用意し、リアのところへ戻る。

「ほら、これでちょっと楽になるだろ」

　リアの額にそっとタオルを載のせる。

「うわ……気持ちいい……」

　リアが苦しげに、だが嬉しそうに言った。

「喉が渇かわいたら白湯を飲んで。とりあえず、親父にメールをしておいたから、早めに帰ってきてくれると思うよ。それまで俺がここにいるから」

　櫂の言葉に、リアが頷いた。

「ありがとう……」

　その声があまりに幸せそうで、櫂はまじまじとリアを見た。

「私……よく体調を崩して倒れるの。でも、いつも一人なんだよね。いいね、家族がいるって。こうやって、誰かが看かん病びようしてくれるのってすごく幸せなことだね」

　リアがあどけない表情で微笑む。

　自分に向けられた無防備な笑顔に、はからずも櫂はドキッとしてしまった。

　彼女の好感度をむやみに上げるのは、再婚話的にはまずい。

　だが、この子も働いている親と二人暮らし。病弱なら、一人でいつも心細い思いをしているだろう。

　再婚話が流れたら、またこの子は一人で倒れたり、苦しんだりするんだろうな。

　まあ、今くらいは優しくしてもいいかな。

「大丈夫だよ。一人じゃないから。俺がついているから」

　ついそんな言葉が口をついて出てきた。

　リアが軽く頷き、目を閉じた。すぐに小さな寝ね息いきが聞こえてきた。




　　　　　＊




「……くん！」

「櫂！」

　自分を呼ぶ声に、櫂はハッと目を覚ました。

「え……」

　目の前にはベッドと金色の髪の毛。

　健すこやかな寝息をたてているリアの顔が目に入る。

　ああ、そうだ。リアが体調を崩したから、看病をして――そして、うたた寝していたのか？

　櫂が慌てて振り返ると、微笑んでこちらを見ている父親とエリカがいた。

「櫂くん、もしかしてリアを看病してくれていたの？」

「えっ、ああ、はい、そうです！」

　櫂は慌てて立ち上がった。

　まずい、年頃の女の子の部屋に入った挙句、看病していたとはいえ、ベッドに突っ伏して寝てしまったなんて。

　櫂は内心おろおろしたが、むしろ感謝されているようだ。

「う――――ん」

　リアが伸びをして目を覚ました。

「あ……れ、お母さん帰ってきてたんだー」

「リア、熱を出したの？」

　リアの額に載っていたタオルを見てエリカが言った。

「そうなの。櫂が看病してくれて、すごく心強かったし助かったよ」

「櫂くん、本当にありがとう」

　エリカから惜しみない感謝を向けられ、櫂は思わず顔をほころばせた。

「いえ……リアさんが元気になったようでよかったです」

「ねえ、あれから征せいさんと話したんだけど」

　エリカがにこりと笑った。『征』というのは父の名前だ。

「あなたたちさえよかったら、四人で一緒に暮らさない？　お試し同居ってどうかな？」

「え……」

　急に言われ、櫂は焦った。

　脳のう裏りにたった半日の間にリアが起こしたトラブルの数々が浮かぶ。

　こんなトラブルメーカーが妹とか冗じよう談だんじゃない。

　そもそも、他人と同居なんかごめんだ。家は俺が唯一くつろげる場所なんだから。

　だが、『ちょっと考えさせてください』じゃ、俺が反対しているみたいで失礼だな。

「そうですね……」

　櫂はちらっとリアを見た。

「俺はいいんですが、やっぱり女の子は嫌なんじゃないかと思うんですよ、同い年の男と一つ屋根の下って！」

「櫂ならいいよ」

　リアがまるで迷いのない口調で言った。

　えっ。

　そんな……普通は少しくらい躊躇ためらうだろ。

　呆然とした櫂は、自分が計算違いをしていたことに気付いた。

　こいつ、普通じゃないじゃん……。半裸を見られても平気だったし。

　しまった。慌てて作戦を間違った。

　ど、どうしよう！

　櫂は急いで言葉を継ついだ。

「でもですね、血の繋つながりのない男女が一つ屋根の下とか外がい聞ぶんも悪いですし、彼女の将来のことを考えるとですね」

「さっき、一人じゃないから、俺がついているから、って言ってくれたよね。私、すごく安心したの。やっぱり兄弟がいるっていいなって」

　リアが少し照れくさそうに、だが嬉しそうに言う。

「えっ、あのっ」

　櫂は焦った。看病していたときの会話のことか！

　血の気が引くのがわかる。そのくせ、だらだらと脂あぶら汗あせが流れる。

　あ、あれはちょっとかっこつけただけで！

　決して本心ではない！　早とちり！　勘違い！

　――なんて言えるわけがない。

「リアは大賛成だと思うわ。リアはずっとお兄ちゃんがほしかったみたいで、征さんに高校生の息子むすこさんがいるって聞いたら、俄が然ぜん会いたがって！」

　エリカがくすくす笑う。

「どうやったら仲良くなれるか、とか、趣味とか好きな食べ物のこととか聞きたいとか色々考えてたんだけど、会ったその場で倒れちゃったのよね～」

「お母さん！　もう、恥ずかしいよ！」

　リアの顔がますます真っ赤になる。

「いいじゃないの。優しいお兄ちゃんができたら嬉しいって言ってたから、櫂くんに親切にしてもらってすごく嬉しいわ」

　櫂は嫌な汗が流れるのを感じた。

　どんどん断りにくくなっている……。

「リアも私も家族になれたら嬉しいわ」

　エリカの言葉に、櫂はうまく言葉を返せなかった。

　えーと、事を荒立てずに穏おん便びんに断る方法は……。

「櫂、本当にいいのか？」

　父が嬉しそうにこちらを見る。そんな父の笑顔に、櫂はますます慌てた。

「えっ、あっ、そのっ」

　櫂は自分の口から信じられない言葉が飛び出すのを聞いた。

「や、女所帯で不安だろうなって。俺が力になれるなら……って……」

　櫂の言葉に、エリカの顔が輝く。

　その琥珀色の瞳が感動に潤んでいる。

　うわわわわわ、どうしよう！　どうしよう、俺！

　そんな模範的な回答を言ってどうする！　断りたいのに逆だろ！

　相手が喜ぶようなことを言うのが反射になってしまっている！

　俺はよくないっつーの。

　なんとかなんとかなんとかなんとか――しないと！

　焦る櫂に、父が頷いて見せた。

「じゃあ、同居決定ってことだな！」

　父が言うと、エリカが頷く。

「わ―――――い、これからよろしくね!!」

　そう言うとリアがバッと飛びついてきた。

「うわっ……」

　ふわっと金色の波打つ髪が視界に広がる。

　ぎゅっと体を優しく抱きしめられ、櫂は息が止まった。

　花のような甘い香りが鼻び腔こうをくすぐり、陶とう然ぜんとなりそうだ。

「あっ、あのね……」

　リアがもじもじと言いにくそうにこちらを見た。

「嫌だったらいいんだけどね……」

「……何？」

　これ以上何かあるのか？

「お兄ちゃん、って呼んでいい？」

　リアが赤く頰を染めて爆弾発言をしてきたので、櫂は慌てて首を横に振った。

「い、いや、ちょっと……それは……」

　いやいや、勘違いだから。俺ときみは家族にならないから。

　そう言おうとした瞬間、エリカがトドメを刺した。

「よかったら、ウチに引っ越してこない？　この通り、広めの３ＬＤＫだから櫂くんの部屋もできるし」

「扇町の……このマンションですか？」

「ええ。櫂くんは扇ヶ原高校でしょ？　ウチからだと徒歩十分くらいで学校に行けるから、通学もかなり楽になると思うんだけど……」

　通学に二時間かかるのは、家事をしている身としてはかなり負担だった。

　そして、何より過去のしがらみがある地元を離れたかった。

　これは――魅み力りよく的てきな条件だ。

　一瞬、そんな思いが頭をよぎり――櫂はすぐさま断りそこねた。

「さっそく引っ越しの準備しましょうよ！　こういうことは思い立ったが吉きち日じつって言うわよね！」

「で、でもあの、ちょっと待って――」

　言いかけた櫂の前で、リアが糸の切れた人形のようにばたっと倒れた。

「リアっ!?」

　エリカが慌てて駆け寄る。

　リアが苦しげにうめいた。

「お腹……すいた……」

「大変だ！　何か食べるもの！　急いで！」

「冷蔵庫に何かあったかしら！」

　父とエリカが大慌てで部屋を出て行く。

　もう、誰も櫂の言葉を聞く者はいなかった。

　櫂は一人、部屋を出てトイレに入った。

　ギルティ・ノートをそっと取り出し、俺のバカバカバカバカ――力なく書かき殴なぐり、櫂は静かにノートを閉じた。







　　　　　■幕間１■




　黒い画面に見慣れた白い門扉が映る。

　思わず笑みがこぼれてしまう。

　ここは『左手の道』という、選ばれた者のみが入室できるサイト。

　そして、私は入場する資格を手に入れた。

　軽やかにパスワードを入力する。

　画面の門扉が軋きしみながら開く。

　●●へのメッセージ、という言葉が出てくる。




『まずは自分の能力を決めましょう。

　自分がイメージしやすいものであれば、何でもいいです』




　その後に続く一文に、目が釘付けになる。




『あなたが一番恐れているもの、命を奪われそうになったものが最適です』




　ならば、自分が選ぶものは一つしかない。
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「よ―――し！」

　櫂かいは満足げに鏡かがみの中の自分に頷うなずいた。

　ぱりっとした白いカッターシャツ。乱れのない清せい潔けつな髪かみ。涼しげな目元。

　今日も完かん璧ぺきな爽さわやか高校生の俺おれ！

　いつもなら、さっさと学校に行くのだが――。

「櫂く―――ん、ジャムってあったっけ？」

　エリカの声が飛んできて、櫂は慌あわててキッチンに戻った。

「冷れい蔵ぞう庫この左サイドの棚たなの上から二つ目です」

　櫂はさっとジャムを取り出す。

「ありがとう！　櫂くんのおかげで冷蔵庫が充実したわ～」

　エリカが嬉うれしそうに言う。

　櫂は何とか顔を引きつらせることなく、笑顔で返した。

　立りつ派ぱな大型冷蔵庫があるにもかかわらず、その中にはお酒や水、ひからびたチーズなどしか入っていなかったのを、櫂が綺き麗れいにして必要な品を買いそろえたのだ。

「今日は新しん居きよからの登校第一日目ね！」

「ええ」

　初めて引き合わされた日から約一週間、ほぼなし崩くずし的に引っ越しが行われた。

　やたら行動力のある親たちが、さっさと転居の手続きをした。

　櫂は昨日から、リアたちのマンションで暮らし始めていた。

「えっと、リアは？」

　櫂はエリカに尋たずねた。

　同居するに当たり、義理とはいえ兄妹になるので、『さん』は取ることにした。

「う――ん、まだ起きてないみたい」

「えっ」

　櫂は驚おどろいて時計を見た。

　リアの通う百びやく蘭らん女じよ学がく院いんは麻あざ布ぶにあるはず。扇おうぎ町まちからだと、電車を乗り継いで三十分はかかる。

　徒歩十分で学校に着く櫂が、もう朝ご飯をすませて用意ができているというのに――。

「あ、あのちょっと見てきましょうか？」

「お願いー。リアの面めん倒どうを見てやって」

「ええ、まあ……」

　不ふ機き嫌げんさを表には出さなかったはずだが、エリカがバッと手を合わせた。

「お詫わびと言ってはなんだけど、私、仕事柄チケットとか手に入れられるから、必要なときは言ってね。あ、櫂くんは〝ナデシコ〟とか好き？」

「いえ……別に」

　ナデシコとは今や国民的人気を誇ほこる四人組の少女アイドルグループだ。

　芸能情報に疎うとい櫂でも知っているレベル。テレビや雑ざつ誌しで彼女たちの顔や名前を見ない日はない。

「そっかあ、櫂くんの年頃だと好きかな、って思ったんだけど。彼女たちのサインとか、あとライブに招しよう待たいして楽がく屋やで挨あい拶さつとか、そういうこともできるから」

「……はあ」

　芸能人にあまり詳しくない、興きよう味みもない櫂は気乗りのしない返事をした。

「いつでも言ってね！」

「はい……ありがとうございます」

　だが、ここでも『いい子』の自分が災わざわいした。

　ついつい笑顔を作ってしまうのだ。本当に感謝しているかのように。

　俺の負担ばっかり増えてるっていうのに……。バカじゃないのか、俺。

　櫂は廊ろう下かを通り、リアの部屋のドアをノックした。

「リア？　そろそろ起きないと間に合わないぞ？」

　ドアの向こうから、うご――――という動物のうめき声のようなものが聞こえてきた。

　回れ右をしてリビングに戻りたいが、放っておくわけにもいかない。

　妹とはいえ血の繋つながりはないし、朝から部屋に入るのは――と逡しゆん巡じゆんしつつも、起きてくる気け配はいはない。仕方ない。

「リアー？　入るぞ？」

　コンコン、とドアをノックする。

　グゴオオオオオと唸うなり声ごえだかうめき声だかが返ってくる。

　返事と見なし、ドアを開ける。

「リア？」

　ゆったりした部屋の隅すみに置かれたベッドの上に、布ふ団とんにくるまったリアの姿があった。

　床には相変わらず服やら本やらが、無む造ぞう作さに散らばっている。

　片付けたい――そんな衝しよう動どうがせり上がってくるが、とにかく今は登校するのが先だ。

「仕方ないな、もう」

　櫂は窓のカーテンをさっと開けた。

　眩まぶしい朝あさ陽ひが目に飛び込む――そして、別のものも飛び込んできた。

　件くだんの五ご芒ぼう星せいだ。櫂はちらっと壁かべのフックにかけられた黒いマントを見た。

　棚の上には不気味な人の手を象かたどった燭しよく台だい。

　このオカルトかぶれの部屋には朝からうんざりさせられる。

「リア、起きろよ！」

　思わず口く調ちようが荒々しくなってしまうのは仕方ないだろう。

「あんこくを……」

「え？」

「さしつらぬけ！」

　リアが物ぶつ騒そうな言葉を発すると同時に、布団を蹴け飛とばすように起き上がった。

　櫂はぎょっとした。

　布団から出て大きくあくびをしているリアのパジャマのボタンが、一つしか掛かっていなかった。

　胸むな元もとのふくらみや、すんなりした腹はら、へそまで見えてしまっている。

　そして、その下はストライプの下着。白い太ももが網もう膜まくに焼き付く。

「うわあああ、ごめん！」

　櫂は慌てて窓の方を向いた。

「ふわああああ……ん……あれ？　おはよう……」

　リアがようやく目を覚ましたのか、櫂を見て驚いたように目を見開いた。

「着替えたら、すぐにダイニングに来て。ご飯できてるから」

「はーい、お兄ちゃん」

「お兄ちゃんって呼ぶな！」

　リアはすでにパジャマのボタンに手をかけている。

　やめてくれ！　まだ俺がいるんだよ！

　櫂は慌てて部屋を出た。

「ふう……」

　朝から大人二人、子ども一人の面倒を見なくてはいけない。

　学校に行く前から疲れ切ってしまっている。

「制服着たよ～」

　リアが自じ慢まんげにダイニングに入ってきた。

「どうかな？　似合ってる？」

　リアが期待を込めた目で櫂を見つめてくる。

　うん、可か愛わいい。ちゃんと着られてさえいれば。

「リボンが歪ゆがんでるよ。それにブラウスもよれてるし」

「あ、あれー？」

　リアが焦あせって、もたもたとリボンを引っ張ったりねじったりしている。

「ダメかな？」

　リアが上うわ目め遣づかいに見てくる。リボンは縦結びになってしまっている。

　ダメに決まってるよね？　誰だれが見ても。

　毎日女子校にそんな小汚い格好で行ってたのか？　そりゃハブられるわ！

　なまじ元が美少女なだけに、ギャップが凄すさまじい。

　櫂はため息をついてキッチンに入った。
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　ようやくマンションから出ると、櫂は一呼吸して背せ筋すじを伸ばした。

「あー、疲れた！」

　思わずそんな言葉が自然と口から飛び出す。

　あれから、リアがトーストを落とすわ、バターを落とすわ、紅茶のカップはやっぱりひっくり返すわ、半熟の目玉焼きの黄身を制服につけそうになるわ――櫂がつきっきりで面倒を見る羽は目めになった。

　何とかマンションから押し出して、ようやく学校へ行けることになった。徒歩圏けん内ないでなかったら、完璧に遅ち刻こくだよ。

　さあ、これから学校だ。気を抜くことなく、優ゆう等とう生せいを演じなければ。

　俺は完璧。優しいし頼りになる。どんなときでも感情的にならず、いつも冷れい静せいで――。

「れいせい？」

　背後から声をかけられ、櫂はぎょっとして振り向いた。

　後ろに立っている吉よし岡おか美み雪ゆきが笑いを堪こらえている。カチューシャをつけた茶色の髪が、ふわふわと肩かたの上で揺れていた。

「えっ、吉岡さん、何か聞こえた？」

「れいせいがどうとかって……」

　美雪がくすくす笑う。

　いつの間にか心の声が外に出ていたらしい。危ない、危ない。

「何か集中してたの？　独り言なんて珍めずらしいね」

「あははは……」

　櫂は笑って誤ご魔ま化かした。しっかりしないと！　切り替えるんだ、外そと面づらに！

「白しら石いしくん、同じ電車だった？　気付かなかった」

「いやー、実は俺、引っ越したんだよ、扇町に」

「えっ！　急だね」

　美雪が驚いている。そりゃそうだよな。

「じゃあ、通学が楽になるね」

「そうそう。徒歩でいけるからさ」

　親が再婚して――ということは敢あえて言わなかった。あまり家庭の事情を話したくないというのもあったし、変に目立ちたくない。

「あのね、今日クッキーを作ってきたんだ。よかったら、休み時間とかに食べて」

　美雪が鞄かばんから、可愛いレースの袋を取り出してきた。

「ありがとう！　吉岡さんのお菓か子し美お味いしいんだよな～」

　あながちお世せ辞じでもなく櫂は言った。

　美雪は見た目どおり女性らしい子で、お菓子作りが趣しゆ味みらしく、たまに学校にも持ってきて、皆にお裾すそ分わけしてくれる。

「白石くん、おはよう！」

　教室に入ると、周りから声をかけられる。向けられるのは笑顔。

　幸せな瞬間だ。

　櫂は席に着くと、もらったクッキーの袋を開けた。

「おっ……」

　市いち松まつ模も様ようの四角いクッキーとマーブル模様の丸いクッキーがたくさん入っている。

「美味しそう！」

「もしかして、吉岡さんのクッキー？」

　三み谷たにがのぞき込んでくる。美雪のお菓子はクラスでは有名だ。

「うまそうだぞ」

　そう言って、三谷にもクッキーを勧すすめる。

「これってなんてクッキー？」

「アイスボックスクッキーって言うの。生き地じを重ねたら、一旦冷蔵庫で冷やすから」

　美雪が照れくさそうに言う。

「わー、私たちも食べたい」

　女の子たちも寄ってくる。

「可愛いよねー。これってココア生地とプレーンな生地を重ねて巻いて、切っていくんだよね」

　心地のいい笑い声に囲まれながら、櫂はクッキーを口にした。

　甘い香りが口の中に広がる。

　幸せだなあ。

　ああ、やっぱり、頑がん張ばって居場所を作ってよかった。

　俺の『完璧爽やかエリート計画』はばっちりだな。家ではリアに振り回されているが、学校では理想どおり！　みんなに囲まれる優しい人気者だ。

　四人分の家事に、リアの世話にリアの尻しりぬぐいに――くつろげるはずの家庭が惨さん憺たんたる有あり様さまだが、とりあえず学校生活は順調だ。この場所だけは俺の聖せい域いき――。
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「リ、リアっ!?」

　放課後、校門を出た櫂は鞄を取り落としそうになった。

　校門の前で立っている、長い金髪をなびかせた少女が櫂に向かって手を振ったのだ。

　制服をモデルのように着こなし、その彫ほりの深い美び貌ぼうで周囲の視線を集めている。

　麗うるわしい笑顔で周囲を魅み了りようしながら、リアが駆け寄ってくる。

「櫂！　一緒に帰ろ！」

「リア!?　なんで？」

　状況が理解できず、櫂はただおろおろと問いかけた。

「体調が悪くて早退したの。でも、櫂と一緒に帰りたくて学校に来ちゃった！」

　リアが嬉しそうに頰ほおを上じよう気きさせている。

「えっ、なんでわざわざウチの高校にまで……」

「だって兄妹きようだいだし」

　リアが当然のようにきっぱり言った。

「は？」

「兄妹って一緒にいるものでしょ？」

「そ、そうか？」

　櫂は周囲が興きよう味み津しん々しんでこちらを見ていることに気付いた。

　名門女子校の制服を着た金髪美少女は目立つことこの上ない。

　まずい！

　櫂の脳のう裏りに嫌な想像が駆け巡る――クラスメイトたちの冷ややかな視線。「白石くんてば、女の子を校門で待たせてるんだって」「マジメそうに見えたけどね」「結構遊んでるんだ。幻げん滅めつした……」「一緒に暮らしてるらしいよ」「ええっ、不ふ潔けつ！」――とんでもない噂うわさが蔓まん延えんし、陰口と嘲ちよう笑しように囲まれる俺。この世の終わりだ。

　櫂は慌ててリアの手を引っ張って校門から遠ざけた。

「さ、帰ろう！　早く帰ろう！」

　クラスメイトに見られないうちに！

「櫂、足が速いね。待って」

　リアが急いで横に並んでくる。

「そ、そう？」

　笑顔が強ばる。冷や汗が背中を流れる。

　高校に入ってから、こんなピンチは初めてだ。

　今、自分の学校生活はとてもいいバランスで成り立っている。

　だが、リアのような目立つ義理の妹がいると知られることで、そのバランスは儚はかなく崩れるかもしれない。

「そ、そうだ。早退したんだよな？　体調はいいのか？」

「ちょっと休んだら元気になったよ！　でもそうだね……お腹なかが空すいてるかな！」

　リアが無む邪じや気きに言う。

　おまえが腹が減ってるのはいつものことだな……。

　リアがちらっと櫂を窺うかがうように見てくる。

「あのね、一緒に行ってみたいカフェがあるの。洋風の一軒家カフェで、そこのパンケーキがすっごく美味しくて……」

「わかった！」

　学校から離れられるのなら何でもいい！

「ほんと？　やったあ！」

　リアが嬉しそうに声を弾はずませる。

　食い意地の張った女だ……。

「扇町の生活は私の方が長いから、お店とか色々案内していくね！　カフェはこっち！」

　リアが勇いさんで櫂を誘ゆう導どうしていく。

「えっとね、ここの角を曲がったところに……あれ……？」

　リアの足が止まった。

　ブルーシートに囲まれた土地をリアが呆ぼう然ぜんと見ている。

「えーと、改かい装そうのため工事中ってあるな……」

「そ、そんな……」

　リアががっくりと肩を落とす。

　いるよなー、こういう休業とか休日を引いちゃう運のない奴やつ。

「ほら、他にもカフェはあるし。あそこなんかどうだ？　オーギビルの近くに新しいカフェがオープンしてたろ？」

「そうなの？　じゃあ、そこにする……」

　リアがしょんぼりしながら言った。

「何が扇町では……」

　先せん輩ぱいだ。俺のほうが詳しいじゃないか！

　と、追い打ちをかけそうになり、櫂は慌てて口をつぐんだ。

　いやいや、爽やかな人間はそんなことは言わない。リアの前だと、ついうっかり猫が剝はがれそうになる。気をつけなくては。

　そのとき、ブンっと羽は音おとが耳元でした。

「わっ！」

　思わず飛とび退のいた櫂の目の前に蜂はちがいた。黄色と黒の縞しま模も様ようの大型の蜂――スズメバチか？　近くに巣でもあるのか？

　警けい戒かいする櫂の目に、ブルーシートの隙すき間まから次々出てくる蜂が見えた。

　何匹いるんだ？　これは……まずい。

　櫂は蜂を刺し激げきしないよう、そっと後ずさりした。リアにも同じように下がるよう、小声で指示する。

　だが、リアは聞こえているはずなのに、立ち尽くしたままだ。

「なんでこんなものが扇町に……」

　心底驚いている気持ちはわかる。

　だが、今はこの場を離れるのが先決だ。

「行くぞ！」

　櫂は焦って、リアの腕を強く引いた。

　リアの体勢がぐらりと大きく傾かしぐ。

　辺りを所在なげに飛んでいた蜂たちが、一斉にこちらに向かってきた。

「うわっ！」

　真っ直ぐ向かってくる蜂のあまりのスピードに、櫂は動けず固まった。

　瞬間、リアが右手に指ゆび輪わをすっとはめた。

　そして、その右手を高々と挙げる。指輪の石が日の光に当たって煌きらめいた。それはリアの瞳ひとみの色にそっくりの、美しい薄うす紫むらさき色をしていた。

「魂たましいの雷いかずちよ、心の雷よ、天の雷よ、時の雷よ――暗黒を刺さし貫つらぬけ！」

　リアの口から言葉がもれた瞬間、黄おう金ごん色の火花が周囲で弾けた。

　ビリッと痺しびれるような光が花火のように瞬またたく。

「うわっ!!」

　櫂は思わず腕で顔を防ぼう御ぎよした。

　閃せん光こうが消え、恐る恐る櫂は目を開けた。

「あ……」

　ぽとり、ぽとり、と黒こげになった蜂が地面に落ちていく。

　そして、地面に触れた瞬間、その姿が消え去った。

「え……？」

　なんだ今のは。暗黒を刺し貫け――今朝、リアが寝ぼけて言った言葉。

　櫂はリアに近づいた。

「おまえ……今、何をした？」

「魔ま術じゆつ攻撃よ」

　リアはまったく動どう揺ようしていなかった。険しい表情で、ブルーシートの中を覗のぞく。

「誰もいない……術を行った痕こん跡せきもないわね……」

「ま、魔術攻撃って……？」

「今の蜂はいわゆる『生せい物ぶつ』じゃない。魔術で作られた『呪じゆ物ぶつ』。それを私が倒したの」

　リアは櫂には目もくれず、辺りを睥へい睨げいする。犯人を捜す捜そう査さ官かんのような真剣な目つきだ。

　こんなに凜りんとしたリアは初めて見る。鈍どんくさくて明るい少女から一転、大人びた表情を見せるリアから目が離せない。

「なんか光ってたけど……」

「私の能力は『雷』だから。なんで扇町に魔術師がいるの……」

　リアがぶつぶつ呟つぶやきながら、もう一度ブルーシートの中を覗く。

「雷……」

　今見た光景が信じられなくて、櫂は何度も瞬きをした。

「いったい、何なんだよ……」

「え……あ、あああああ！　言っちゃダメだったんだ！」

　我に返ったらしいリアが、慌てたように口に手を当てた。

「よ、余計なこと言っちゃった。忘れて！」

「忘れられるか！　何だよ、今のは！」

「ほんと、何でもないの。個人的なこと！」

　個人的だあ？　家族だの兄だの言っているくせに、肝かん心じんなときは除のけ者ものかよ。

「それより、櫂が言ってたカフェに行こうよ！」

　リアが引きつった笑顔を浮かべる。なんとか誤魔化そうと必死な様子が見てとれた。

　櫂はイラッとした。説明する気はないってことか。そうはいくか。

　問い詰めようと、櫂はリアの肩をがしっと摑つかんだ。

　そのとき、リアの体がぐらりと揺れた。リアの顔から徐々に血の気が引いていく。

「あっ、おい！」

　リアががくっと膝ひざをつく。

　リアが突つっ伏ぷす寸前、櫂はその腕をとった。

　くにゃりとした手て応ごたえのない感触に、血の気が引く。

　まさか、さっきの蜂に刺されたのか？　それとも、雷の――。

　力なく流れ落ちた金髪をかきあげ、櫂はリアの顔を覗き込んだ。

　リアは白いを通り越して、青ざめていた。まるで生せい気きがない。

「リア！　大丈夫か？」

「お……」

　リアの震える唇くちびるがそっと開いた。

「お？」

　ふっと嫌な予感、いや、既き視し感かんが櫂を襲おそった。

　まさか――。

「お腹すいた……あと、だるい……」

「うん、そうだな」

　脱力したくなる気持ちを堪え、櫂はリアを立たせた。
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「あー、ひんやりして気持ちいい！」

　氷ひよう嚢のうを額ひたいに載のせると、リアが嬉しそうに声を上げた。

「三十八度五分か……」

　櫂は体温計を見て顔をしかめた。結構な熱だ。

「病院に行くか？」

「ううん、いい。病院に行っても無む駄だだし」

「無駄？　そんなことないだろ」

「大丈夫。体に負担がかかったから、熱が出ただけ。しばらく休んでたら治るから」

　熱で上気したリアの頰はバラ色で、瞳は潤うるんでいる。

　かなりつらそうだが、リアは慣れていると言いたげだ。

　家に帰ってから、鍋なべ焼やきうどんと卵たまご粥かゆを鍋いっぱい食ってたから、まあ大丈夫だろう。

　櫂は白さ湯ゆをそっとベッドの脇わきにあるテーブルに置いた。

「あのさあ、さっきのは何だ？　あの蜂を倒したのって、あれは――」

　リアがちらっと櫂を窺った。

「でも……巻き込むのも気が引けるし……」

　リアが逡巡し、櫂をちらっと上目遣いで見た。

「うーん……櫂が関係者になってくれれば話せるんだけど……」

　いやいやいや、ちゃんと説明してもらわなきゃ困る！

「もう巻き込まれてるだろ！　ちゃんと説明しろ！」

「……でも……」

　リアが口をつぐんだ。

　長い沈ちん黙もくが流れた。

　櫂はじっとリアを見つめた。

　リアも櫂から目をそらさない。大きな紫水晶アメジストの瞳に吸い込まれそうだ。

　なんだ、この瞳は。櫂を捉とらえて離さない。

「本当にいいの？」

　ようやくリアが口を開いた。

　何かを決意したような薄紫の目に、櫂は心しん臓ぞうが早はや鐘がねのように打つのを感じた。

　まずい。ダメだ。この道は進んではいけない。

　本能がそう叫んでいるのに、体は動かない。

　だが、もう後には引けない。

「ああ、知りたい」

　櫂はいつの間にかそう口走っていた。自然と。

「じゃあ、覚悟してね」

　静かにそう言うと、リアは物が散乱した床を歩いて机に向かった。

　振り返ったリアが手にしているのはカッターナイフだ。

「お、おい……」

　リアが何をするつもりなのか全然わからない。

　確信できるのは、やばそうな状況だということだけだ。

　リアがカチカチとカッターナイフの刃はを出した。

　そして――。

「あっ！」

　リアが躊躇ためらいなく、さっとカッターの刃をふるった。

　リアの手からポタポタと鮮せん血けつがしたたり落ちる。

「いった―――――――い!!」

　リアの絶叫が部屋に響く。

「何やってるんだ！」

　自分で自分の手をすっぱり切るなんて！

　櫂は驚いて手近なティッシュを取り出すと傷口を押さえた。

　綺麗に一文字に手のひらが切れている。

「わあああああああ、痛い――――!!」

　リアが耳元でわめくので、櫂は片耳を手でふさいだ。

「何で、こんなことするんだよ!?」

「だって事情を話すためには、〝血の盟めい約やく〟が必要なの！」

　リアの手からボタボタ落ちる血を見て、櫂は青ざめた。

〝血の盟約〟――だと？

「なんだよ、それ！」

「運命共同体となる儀ぎ式しきよ。盟約により、私たちの魂は繋がり、一いつ心しん同どう体たいになるの。だから秘密も共有する」

「……その血の盟約とやらは、自分の手のひらをばっさり切らなきゃいけないのか？」

「指先をちょっと切るつもりだったの……目もく算さんが狂ったみたい」

「狂いすぎだろ！　ほんっと不器用なくせに思い切りよく切ったもんだな！」

「うるっさい！」

　リアがバッとカッターを振りかぶった。

　鋭い刃先が櫂に向けられる。

「おっ、おい何をするんだよ！」

「今度は櫂の番よ」

「俺っ!?」

「櫂の指を切って、そして血と血の契ちぎりをかわして……」

　じりじりとリアが、いや、カッターの刃が迫ってくる。

「はあ？　俺は嫌だよそんなの！」

「知りたいんでしょ？　全部」

　リアの熱で潤んだ瞳が挑戦的に輝く。

「くっ……」

　こ、こいつ我わが儘ままで面倒かけっぱなしのうえ、俺の指まで切ろうっていうのか……。

　でも、意志は強そうだ。

　その盟約とやらをしなければ、こいつは絶対何もしゃべらないだろう。

「……」

　櫂はじっとリアを見つめた。

　爛らん々らんと輝く薄紫の目。

　彼女にどんな秘密が隠されているのか。

「盟約を結んだら……私の体質のことも話すわ」

「すぐに腹減るし、倒れるし、体調悪くなるし、鈍くさいのには理由があるのか!?」

「鈍くさいは余計よ！」

　リアが顔を真まっ赤かにして抗こう議ぎする。鈍くさいのは元からか。

　あのリアの厄やつ介かいな体質の原因がわかるのか……。

　ダメ押しされた気分だ。

　櫂はリアの手からカッターナイフを奪うばい取とった。

「とにかく、指先をちょっと切って、血と血を合わせればいいんだな!?」

　それくらいのことでこの場が収まるなら――と、このとき櫂は安あん易いに考えた。

　カッターの刃先を指先に当て、薄く数ミリ切る。

「つっ……」

「じょ、上手じようずね……」

　リアが感心しながら、櫂の指先を見ている。

「おまえが大ざっぱすぎるんだよ、ほら、手！」

　ボタボタ血が流れる手をリアが差し出してきた。

　ほんっと鈍くさい女だな。

　ため息をつきながら、櫂はリアの手に自分の手を重ねた。
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　リアが嬉しそうに、手をぎゅっと握ってきた。

「我が血、汝なんじの血、ルクスの名において一つとなる

　灰と化すまで、ふたつの世界は交わる

　魂は魂へ、肉は肉へ

　契りは今結ばれん」

　リアの言葉が終わった途と端たん、じわっと手のひらが熱くなった。

「えっ……」

　一瞬、二人の手が明るい光に包まれた気がした。

　リアが今までにない、最上級の笑顔を見せた。

「これで、私とあなたは血脈より濃い絆きずなで結ばれました！」

「はいはい。だから、早く説明しろ。色々と」

「あなたはこれからルクスの魔術師アルス・ワイズとして私と共に戦うことになります。魔術を悪用し、世の理ことわりを乱す黒魔術師たちと……」

「は？」

　ルクス？　アルス・ワイズ？

「何と戦うって……？」

「だから、黒魔術師たちと」

「黒魔術師って何だ？」

「魔術や呪術を悪用し、人に危害を加える者たちの総称よ」

「なんでそんなことしなきゃいけないんだ？」

「だって、私はドイツ系自然魔術師の血を引く魔術師だから」

「はあ……？」

　全然説明になっていない……。

　ともかく、そんなトラブルに関わるのはごめんだ。

「黒魔術師と戦う？　俺は普通の人間だぞ？　無理無理！　そもそも意味がわからん！」

　まったく、めちゃくちゃ言いやがって！

「だいたい、先に言えよ、そういう重要事項は！」

「えっ、でも……もう盟約は結ばれたし、一方的な破は棄きはできないよ」

「冗じよう談だんじゃないぞ！　誰が黒魔術師なんかと戦うか！　バカらしい」

「で、でも、勝手に破棄したら死ぬからね！」

　リアがむうっと頰をふくらませる。

「はあ―――――？」

　死ぬだと？　そんなバカなことがあってたまるか！

　櫂はカッとなった。何なんだそれ。そんなご大たい層そうな契けい約やくなんて聞いてないぞ！

「そんな大事なことを説明してない契約は無効！　クーリングオフする！」

「だってもう結んじゃったし。もう魔術師のことも話したし……」

　リアが不満げに唇を尖とがらせる。

「命をかけて破棄するって言うなら、そうするけど……？」

「ぐっ……」

　さっきの儀式のとき、魔術など何も知らない自分でも、何やら神聖な気持ちになったのだ。

　そして、二人の合わせた手が確かに光に包まれた――つまりちゃんと儀式は完了したっていうことだよな。

　そして、さっきカフェ跡で見たあの光景。

　確かにリアは呪文らしきものを唱え、蜂を撃げき退たいした。

　そして、蜂は消えた――。

　魔術って――魔術師ってなんだ!?

「と、とりあず、もっと詳しく話を聞かせろ！」

　リアの表情がパッと明るくなった。薄紫色の瞳が生き生きと輝く。

「よろしくね、お兄ちゃん!!」

「よろしくしねーよ!!　それから、お兄ちゃんって呼ぶな！　これで手を押さえてろ！　止血するから！」

　櫂は近くにあったティッシュの箱をリアに投げつけた。

「それから、まだ寝てろよ！　顔が真っ赤じゃねーか！　この病人が！」

　そう言い捨てると、櫂はリアの部屋を出た。

　あの金色の髪に菫すみれ色いろの目をした、大ざっぱで鈍くさく大食らいで片付けられない妄もう想そうオカルト女め！

　ギルティ・ノートに書いてやる！　呪のろいの言葉を書いて書いて書きまくってやる！

　――そう、それしかできないのだ。

　悔しいことに！
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「まあ、そう気を落とさないでよ」

　肩を落とした櫂に、リアが笑顔を向ける。

　血の盟約を結んだあと、一時間くらいぐっすり寝て、すっかり熱は下がったらしい。手のひらの包ほう帯たいは痛々しいが――もちろん櫂が巻いた――、元気になっている。

「誰のせいだよ！」

　こいつは他ひ人と事ごとだと思いやがって！　ああ、もうこいつの前で仮面を被かぶる必要はない。素すの自分でいないと、ストレスで爆発してしまう！

　リアはそんな櫂に怯ひるむことなく、ニコニコ笑っている。これまでとは違い、すっかりリラックスしている様が見てとれる。盟約を結んだからか。

「ほら、でももう私たちの間に隠し事はなし！　何でも聞いて！」

　生き生きと輝く薄紫の瞳に押されて、櫂はしぶしぶ尋ねた。

「じゃあ、おまえのその病弱さってのはなんでなんだ？」

「これはね……」

　リアがもったいぶるように一呼吸置いた。

「敵にかけられた『呪い』よ！」

　リアがきっぱり言った。

「はあ？　呪いって何だよ」

「三年前、東北で起きたマッド・ブッチャー事件で、宿敵〝ハンドレッド・フェイス〟と戦ったときに、呪いをかけられたの。体が衰すい弱じやくし、死に至る呪いよ。消すことはできないまま、自分が死なないように体調をキープするのがどんなに大変か。知らなかったでしょ？」

「……」

　知ってるわけがない。大丈夫かこいつ……。

　呪い？　三年前のマッド・ブッチャー事件って……ニュースでやっていた東北の連続殺人事件のことか？　確か迷宮入りって……。

　その事件に関わっていたのか？

　宿敵、ハンドレッド・フェイス？

　何だそれ。

　櫂はまじまじとリアを見つめた。

　単なる変わり者で大食らいの美少女だと思っていたが。

　相当やばいオカルトマニア？

「おまえ、妄想は……」

　櫂の言葉を遮さえぎるようにリアがきっぱり言った。

「残念ながら妄想じゃない。蜂を見たでしょ、あなたも」

　リアが何かを唱えた瞬間、辺りに飛び散った火花と閃光。

「私が雷撃で倒すところも」

「……まあな」

　櫂は頭を抱えたくなった。

「誰かはわからない。だけど、魔術で人に危害を加える者は放っておけない」

　櫂は自分に襲いかかってきた蜂を思い出し、ぞっとした。

「魔術ってなんだよ……？」

「魔術とは対象物に何らかの影響を人じん為い的てきに与える術。私たちは自然の理を使った魔術を使う自然魔術師。その祖は中世以前のマレフィキウムまでさかのぼる。異い端たんと見なされたこともあったけれど、今は自然魔術師協会『ルクス』として活動しているの」

「え……えっと、何か宗教団体……？」

　あまりに怪しすぎる。

「何言ってるのよ！　魔術と宗教は相あい容いれない！　だからキリスト教全盛時代には迫はく害がいされたんだから！」

「は、はあ……」

　一気に話が広がったっていうか、中世？　迫害？

　別世界というか、教科書の中の話だ。

　戸と惑まどう櫂を置き去りに、リアがとうとうとまくしたてる。

「私たちは自然魔術を探求する他に、魔術を悪用したり、邪悪な霊や悪魔と関わりをもつ、いわゆる黒魔術師を狩る使命を持つ」

　リアが胸を張る。

　とても堂々としているが、話している内容が内容だけに立派というより恐ろしい。

「私が追っているハンドレッド・フェイスは、世界中で猛もう威いをふるっている黒魔術師の名前よ。ルーマニアのキャンディマン事件、ローマのヴァムピール事件など、あいつが起こした事件は数え上げればきりがない」

「そいつと戦って、呪いを受けたって言ってたよな？」

　リアがふっと顔を曇くもらせた。

「ええ。三年前の東北の事件でね。ハンドレッド・フェイスは、元々私の友達の仇かたきなの。六年前、私はあいつに目の前で友達を殺された。そして、あいつを倒すために私は魔術師になった。ルクスには、情報網や人脈を利用するため入団したの」

「ルクスって……よくわからないけど、宗教団体じゃないんだな？」

　怪しげな新興宗教の信者だと面倒だ。きちんと確認しなくては。

「そうね……たとえるなら、特殊な探たん偵てい事務所みたいなものかな。黒魔術に関する依頼を受け、解決に導く。場合によったら、警けい察さつなどの公的機関とも連れん携けいする。そして、自分たち自身も独自の捜査をしている」

「ふ、ふーん……」

　犯罪捜査の魔術版というわけか。

「一般的には知られていないけど、世界中に魔術師関連機関はあるの。ルクスはその中でも最大の魔術師協会で、ドイツの本部以外に欧おう米べいを中心に十の支部がある。所属魔術師は明らかにされているだけでも、およそ五百人。私はその中でも、たった十三人しかいない上級魔術師の位に就ついているの。『雷姫レデイ・トール』っていう二つ名もあるのよ！」

　リアがちょっと自慢げに言う。

　魔術って怪しげだが、えらくちゃんと組織だっているもんだな。

　それにしても、雷姫――レディ・トール――ねえ。

　トールって確か、北ほく欧おうの雷らい神じんだよな。また、ご大層な名前をつけたもんだな。

「で、おまえはそのルクスに所属してる魔術師で、友達の仇を追っていると」

「ええ。それだけじゃなくて、ルクスから依頼を受けた仕事や、他のこともやるけどね。私が魔術師である、真の目的はそれ」

　リアの顔が厳しくなった。

「私は黒魔術を使って人を傷つける者は許さない。それが私の信条」

　リアの顔に揺るぎない意志が宿っていた。

　初めて見るリアの厳しい表情に、櫂は圧倒された。

「……エリカさんは知ってるのか？」

「お母さんには秘密。だってお母さんは普通の人だもの」

　リアが櫂を見つめた。

「だから、櫂も内ない緒しよだよ！」

「お、おう……」

　誰がこんな馬ば鹿かなことを言えるか。

　理解しがたい話を大量に詰め込まれ、櫂はまだリアの話を咀そ嚼しやくできずにいた。

「あ、そうだ。来週から櫂の学校に転入することになったから、よろしくね」

「ああ……え、ええええええええ!?」

　リアの爆弾発言に、今度こそ櫂は絶句した。
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「よし！」

　洗せん面めん台だいの前で、櫂はきりっと制服のネクタイをしめた。

　髪もばっちり、ひげも剃そった。制服に皺しわもよれもない。

　いつもながら完璧だ。

　だが、今日は一つ悩みの種がある。リアの初登校日で、櫂が学校まで連れていかなくてはならないのだ。

「はあああああ……」

　深い深いため息が出るというものだ。

　貧ひん血けつやら発熱やらで頻ひん繁ぱんに倒れる超病弱人間のくせにトラブルメーカー。

　しかも、黒魔術師と戦うという魔術師で、血の盟約のせいで俺まで巻き込まれている。

　あれから、蜂の調査だとか言って、毎日のようにブルーシートに囲まれたカフェの跡地に連れていかれている。成果はまったくなし。

　こんな面倒な人間の世話を学校でまでしなくちゃいけないなんて……！

　不運にも程がある。今なら、おみくじで大だい凶きようを引く自信がある。

　櫂はうんざりと声を張り上げた。

「リア――――！」

　今日、何回目になるかわからない呼び声にも一切応えは返ってこない。

　まだ登校時間まで三十分あるとはいえ、あいつが朝飯抜きとは考えられないし、身み支じ度たくの時間を含めればギリギリだ。

　なのに、リアは全然起きてこない。いつものことだが、起きてこない。

　櫂は苛いら々いらと廊下に出た。

「リア――――！　起きる時間だぞ――――！」

　櫂は苛立ちが声に出ないように気をつけながらノックした。

「リア!?」

　さすがにこんなに呼んでも起きないことに櫂は不安を覚えてきた。

　ドアの向こうはしん、と静まり返っている。うめき声も聞こえない。

　もしかして、また倒れてるんじゃないのか？

「リア、開けるぞ！」

　櫂は思い切ってドアを開けた。

　ベッドの上のリアは、前と同じように布団にくるまっていた。

「リア？　具合悪いのか？」

「う……」

　小さいが、一応リアの声が聞こえたことに櫂はホッとした。

　櫂はそっとベッドに近づいた。

「う――――ん、眠い―――――」

　どうやら体調不良ではなく、単に寝坊とわかって櫂の苛立ちに火がついた。

　もぞもぞと布団の塊かたまりからこぼれ落ちた金色の髪が揺れる。

「早く起きろって！」

「う～～～ん」

　観念したのか、リアがすぽっと布団から顔だけ出した。

　まるで甲こう羅らから出てきた亀のような仕草だが、出てきたのは真っ白い肌をした絶世の美少女なので一瞬ぎょっとしてしまう。

　素肌にシャツ一枚だけのリアの顔に、乱れたブロンドの髪が一ひと房ふさかかり、色っぽいことこのうえない。

「もうちょっとだけ……」

　長いまつげが瞬く。紫水晶アメジストばりの輝きを放つ薄紫色の瞳がこちらを向いた。

　その美しさに見とれる自分に苛立ち、櫂はかぶりを振った。

「二度寝はダメ！　学校に遅れるぞ！」

「わかった……」

　リアがようやく布団から出てきた。

　櫂はぎょっとした。

　パジャマの前ボタンが上から四つ開きっぱなし。へその辺りで申し訳程度に留まっているだけ。

　真っ白い胸が半分ほど見えてしまっている。

　思ったより大きい隆りゆう起きに、櫂は慌てて目をそらせた。

　こいつはパジャマのボタンは一つしか留めないってルールでも決めてんのか。

「ほら、早く顔を洗って、着替えて、ご飯を食べて。もう朝食できてるよ！」

「ふわーい」

　リアがあくびをしながら返事をする。このマイペースっぷりにまだ慣れない。

「急いでね！　時間がないから」

　何とかそれだけ言うと、櫂は部屋のドアを閉めた。

　しんとした廊下に出て、ようやく大きく息をつく。

「くそっ……！」

　こんなはずじゃなかった。

「なんで名門女子校に受かったのに、俺の学校に転入してくるんだよ……」

　リアが通っていたのは、百蘭女学院。

　麻布にある名門女子校だ。有名人の子女も多いと聞く。もちろん成績がよくなければ受からない。そうやすやすと入れる学校ではないのだ。

　勿もつ体たいないと何度も言ったが、リア曰いわく、あまり学校が楽しくなかったし、兄である俺と一緒にいたいという。

　そして、「扇おうぎヶ原はら高校のほうが家から近いし～」と、トドメを刺された。

　リアには調子を狂わされっぱなしだ。

　リビングに行くと、両親が朝食を食べていた。

「おはよう～」

　エリカがにこりと笑顔を向けてくる。大輪の花が咲くような華やかさ。

　日常とはかけ離れている光景に、櫂はぎこちなく笑みを浮かべた。

「あ、ああ、おはようございます」

「櫂くんの朝ご飯おいしいわ――」

　エリカが櫂お手製のサラダと味み噌そ汁しるをもりもり食べている。

「今日はリアの初登校日ね。リアをよろしくね」

「ええ」

　櫂はにこりと笑って頷いた。

　櫂と同じ高校への転入は、エリカの後押しもあった。学校でも倒れたり、トラブルを起こしまくりのリアが心配らしく、櫂と同じ学校に行くのは賛成だとすぐに手続きをしたのだ。

　学校側もお荷物問題児を気持ちよく引き取ってくれるとばかりに、あっさり承しよう諾だく。

　だが、そのツケは全部俺に……！

　笑顔が引きつるがしょうがない。

「大丈夫だよ。櫂はしっかりしているから」

　父がにこにこと安やす請うけ合あいをする。

「おはよう～」

　リアがようやくリビングに来た。もちろん、まだパジャマのままだ。

　櫂はイラッとしたが、引きつり笑いを浮かべ、リアの前に茶ちや碗わんを置く。

「ありがとう……」

　寝起きが悪いのか、リアがのったりと箸はしをとる。

　リアがもそもそとご飯をほおばっている。席に座ったばかりというのに、もう茶碗は空になりかけだ。

「おかわり……」

　リアが茶碗を手にキッチンへ行く。

　ガッシャ――――ン！

「あっ！」

　櫂はキッチンに飛び込んだ。

　ぶちまけられた白米と茶碗、それにしゃもじ。リアがおろおろしている。

「ご、ごめんね！　すぐ片付け……あいたっ！」

「動かないで！　破は片へんが危ないから！」

　櫂はリアの動きを制すると、さっさと片付けた。

「あう……ごめんね」

　リアがしょんぼりとする。

「ほら！　いいから早くご飯を食べて」

　櫂は予備の茶碗にご飯をよそう。

「あ、ありがと……」

「これから俺がよそうから！　お代わりがほしいときは言って！」

「でも、悪いよ。自分でやる……」

「いいから！」

　余計なことはしなくていい！　おまえなら炊すい飯はん器きごとひっくり返しかねないからな！

　そう言いたいのをぐっと堪える。仮にも義母と父の前だ。俺の爽やかで優しいイメージを崩してなるものか！

　櫂はちらっと時計を見た。

　あと二十分ある。これなら何とか――急がせれば遅刻をせずに済むだろう。

「ほら、もう三杯も食べたし、いいだろ？　早く顔を洗って、着替えて！」

「えっ……でも……」

「ほら、間に合わないから！」

　櫂はリアを引きずりたい衝動を堪え、なるべく優しくリビングから追い出した。

　ようやく洗い物ができる。キッチンには食しよく洗せん機きがついていたが、やはり自分で洗うほうが綺麗になる気がする。

「櫂くん、ありがと―――！　頼りになるお兄ちゃんね！」

「悪いな、櫂。俺らはもう出かけるから」

　慌ただしく出かける両親を多少恨うらめしく思いつつ、櫂はキッチンを出た。

　同居したら家事の負担が減るってどこのバカが夢見たんだよ。

　むしろ増えてるじゃねーか！　うううううう……。

　時をさかのぼれるなら、あのときの甘い自分に平手打ちを喰らわしたい。

　櫂は心を落ち着けるため、自室に駆け込み、ギルティ・ノートに書き込んだ。




●被ひ告こく人にん

　白石リア

●罪ざい状じよう

　なんで同じ学校に来るんだよ！　女子校に通っておけよ！

●判はん決けつ

　ああ、もう風邪を引くか腹を壊すかして寝込んでしまえ！　ってああ、そうなったらどうせ俺が面倒を見なくちゃいけないのか……ああああああああ。




　櫂はギルティ・ノートを閉じ、しょんぼりと部屋を出た。

「リア？　そろそろ学校に行くぞ」

　だが、リアが部屋から出てこない。

　高校まで徒歩十分程度とはいえ、リアは登校初日だ。まず職員室に行って担たん任にんに挨拶しなきゃいけないし、そろそろ出かけたいのだが。

「リア？　ちゃんと着替えてるか？」

「うん、お待たせ！」

　青を基き調ちようにした扇ヶ原高校の制服を着たリアが、部屋から勢いよく飛び出した。

「……」

　ものすごいドヤ顔をしているが、髪も服もよれよれ。顔は一応洗った……のか？

「やり直しだな……」

「え――――――――――!?」

　思わず脱力した櫂に、リアが抗議の声を上げた。

「いいから来い！」

　櫂はリアの腕を乱暴に摑んだ。

「なんだその、寝起きのメデューサみたいな髪は！　俺を石化する気か！」

　ヴィーナスみたいな美少女っぷりが台無しだろ！

　櫂はリアと一緒に部屋に入った。

　ぐっしゃぐしゃの部屋に顔が引きつるが、今の優先事項は片付けではない！

「そこに座って！」

　おそらくエリカが用意したであろう白い鏡きよう台だいにリアを座らせ、ブラシで髪をとかす。

　さらさらと滑なめらかな金髪のさわり心地のよさに櫂は驚いた。

　こんな綺麗な髪をしているのにもったいない！　もっと大事にしろよ！

　本当はブローもしたいところだが、時間がない。

「こっち向いて！」

　よくわからん固結びみたいになっている制服のリボンをほどき、ちゃんと結び直す。

　あー、こんなことまでしなくちゃいけないのか……。

　暗あん澹たんたる気分でリアの髪と制服を整え、櫂は鏡を見た。

　さすがに素そ地じはいいのだ。

　ふわふわの金色の髪、すらりとした体に制服がよく似合っている。

　なかなか綺麗に整ったリアを見て、櫂は満足感を覚えた。

「よし、いい感じ！　出かけるぞ！」

「うん！　お兄ちゃんと一緒に学校に行くってずっと憧あこがれてたの！　嬉しいな！」

　乱暴に扱われたにもかかわらず、嬉しそうに微笑ほほえむリアに櫂は罪悪感を覚えた。

　もうちょっと優しくしても良かったかな……。

　そのとき、櫂はリアの机の上に学校の教科書が積まれているのに気付いた。

「ん？　おまえ教科書、机の上に出たままだぞ？」

「あっ、忘れてた！」

「じゃあ、その鞄に何を入れてるんだよ」

「これこれ！」

　リアが自慢げに、壁に飾っていた黒いマントを鞄から出す。

「ほら、黒魔術師の攻撃を受けたわけだし、マントをいつも持ち歩いておかないと！」

「そのマントは何なんだ……？」

「これはルクスに入団したときにもらった魔術師のマントよ。魔術攻撃に対する防御力が高いの。そして、なんとこのフードを被ると姿を隠せるという、『見えずのマント』でもあるのよ！」

「ああ、そう……」

　熱弁を奮ふるうリアに、櫂は頭が痛くなるのを感じた。
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　もぐもぐもぐもぐ。

「……」

　隣でリアがパンを食べている。右手に持っているクリームパンがあっという間になくなると、左手に持ったビニール袋に手を突っ込み、メロンパンを取り出す。

　焼きたてのメロンパンの甘い香りが隣にいる櫂にまで漂ただよってきた。

　リアがメロンパンを半分にちぎると、サクサクしたクッキー生地の中からふんわりしたパン生地が湯ゆ気げをたてる。

「はふう……焼きたてメロンパンの香かぐわしい匂い……最高……」

　リアが幸せそうにパンを頰張るのを、櫂は冷ややかに見つめた。

　一緒にパンを買ったから知っているが、あのビニール袋にはパンが十個入っていた。

　もう既に五個を消化しているから、学校に着くまでに完食は軽いだろう。

　そう、今、登校中だ。

　リアの両手はパンの為に塞ふさがっているから、櫂がリアの鞄を持っている。どこから見ても下げ僕ぼくだ。

　いや、とても自分に都つ合ごうよく考えたら、彼女の鞄を持ってあげている優しい彼氏に見えるかもしれない。まあ、それでも下僕には違いないか。

　輝く金色の髪をなびかせた制服姿の絶世の美少女は、道行く人の視線を一身に浴びているが、まったく気にした様子はない。

　マンションを出て三分もたたずに「お腹が減った……。倒れそう！」と言うリアに負けて、途中で急きゆう遽きよパンを買い込んだのだ。

　どうやら朝食を急がせたため、満足のいく量を食べられなかったようだ。呪いのせいで、山ほど食べないと保たないらしい。

　周囲の視線が痛い。

　道行く通行人が、生徒たちが一人残らずこちらを凝ぎよう視ししてきている。

　もちろん、金髪をなびかせたリアを見ているのだろうが、その隣に並んで歩いている櫂にも容よう赦しやなく好奇と詮せん索さくの視線が向けられている。

　だが、リアは慣れているのか、桁けた外はずれに鈍感なのか、まったく気にした様子はない。

　パンを食べきったリアがため息をついた。

「ふう……とりあえず満足。でも、もうちょっと食べたいかなあ」

「えっ」

　櫂は自分の顔色が変わるのがわかった。

　まだ食うのか!?

「大丈夫！　急な空腹のときのために、ちゃんとチョコレートを用意してあるから！」

　リアが自慢げに鞄の中から取り出す。

「あっ……」

　リアの手に握られていたのは、茶色の泥のような塊。だらりと包み紙らしきものが垂れ下がる。

「溶けてる……」

「ちょ、鞄大丈夫!?　ほら、貸して！」

　櫂はウエットティッシュを慌てて取り出し、リアの鞄の中をぬぐう。

「ああ……」

　リアが悲しそうな目で溶けたチョコレートを見つめる。

「はい、ウエットティッシュで手を拭ふいて！　それから、飴あめがあるから！」

　念のために持ってきていた黒こく糖とうの飴が役に立った。

「これからは、俺が携帯用の食べ物を持つから。おまえは何もしなくていいから！」

　櫂は慌ててそう言った。

　チョコだろうが飴だろうが、リアに任せていたら余計に手間がかかる。ポケットや鞄がどろどろになって腐ふ臭しゆうを漂わせている様を思い浮かべ、櫂はげっそりした。

「あっ、猫だ！」

　目の前を灰色のシマ猫が横切った。リアの声にびくりとし、猫がスピードを速める。

「あっ、待って！」

　リアが猫を追って、迷わず車道に飛び出す。

「わあああああああ！」

　がしっとすんでのところでリアの襟えり首くびを摑み、櫂は歩道にひきもどした。

「何やってんだ、おまええええええ！　車に撥はねられたいのか！」

　櫂は思わず怒ど鳴なってしまった。

　すぐ目の前を車が通り過ぎていく。顔から血の気が引き、心臓はばくばくしている。

「ご、ごめんなさい！　猫を触りたくて……」

　櫂の剣けん幕まくにリアが驚いたように目を見開いた。

「気をつけるね……」

　リアがしょんぼりとする。

　そのとき、櫂はちらちらと周りの人が遠巻きに眺めていることに気づいた。

　やばい。

　こんなに怒鳴りつけているところを見られたら、俺が乱暴者みたいじゃないか。

「……その、なんだ、気をつけて」

「わかった……。あ、犬！」

　リアが今度は散歩中のゴールデン・レトリバーに向かって走り出す。

　櫂は呆然と揺れる金髪を見つめた。

　てんめえええ、人の話を聞いてんのかああああああ!!

　首根っこを摑んで、思い切り揺さぶりたい衝動を何とか堪える。

　落ち着け、俺。ここはマンションの室内じゃなく、人の往おう来らいの多い通学路だ。

　人目がある！　気にしろ、俺！　負ふの感情に負けるな！　爽やか少年は女の子を怒鳴ったりしない！

　嬉しそうにゴールデン・レトリバーを撫なでているリアを、櫂は苦々しく見つめた。

　こいつ、毎朝こんな風に寄り道しながら登校してたのか？

　そして、俺はこれから毎日付き合わされることに――！

　何を楽しそうに金色の毛並みを堪たん能のうしているんだよ。自分も金色の髪なんだから、自分の髪でも触っておけ！

　腕を組んで、ため息をつきながらリアを見守っていると、

「白石くん、おはよう」

　と、声をかけられた。

　振り向くと、茶色い髪にカチューシャをつけた少女が、はにかむように立っていた。

「あ、吉岡さんか、おはよう」

　櫂は反射的に笑顔を浮かべる。

　美雪がホッとしたように微笑んだ。

「あの金髪の女の子は友達なの？」

「いや……」

　一瞬、逡巡したが、どうせ同じクラスだ。嫌でもバレる。

「実は、義理の妹なんだ。同い年の。最近、親が再婚してさ。子連れ同士で。だから扇町に引っ越してきたんだ」

「えっ！　そういう事情だったんだ……」

　美雪が目をまん丸くしている。

　そりゃ驚くだろうな。親の再婚、そのうえ、義理の妹があんなに目立つ少女では。

「外国の人……だよね？」

「ああ。ドイツ系アメリカ人のクォーターだって」

「四分の一には見えないね。すごいブロンド」

「日本人が四分の一なんだよ。お母さんがドイツ系アメリカ人と日本人のハーフで、ドイツ系アメリカ人の男性と結婚していたって」

「へえ……。日本語はしゃべれるの？」

「ぺらっぺら……あっ」

　言いかけた櫂は、慌てて走りだした。じゃれついたゴールデン・レトリバーに押し倒され、リアが地面に突っ伏すのが見えたのだ。

「大丈夫か、リア！」

　飼い主が慌ててリアから犬を引きはがしている。犬はとても楽しそうにリアを踏んづけていた。ちょうどいいおもちゃに見えるのだろう。動物は賢かしこい。

　リアが何とか起き上がる。

「ほら、学校に行くぞ！」

　名残なごり惜おしそうに犬を見ているリアの腕を摑み、強引に歩き出す。

「ぶえくしょ！　ぶえくしょ！」

　リアが派手にくしゃみをして鼻をすする。

「……もしかして、犬アレルギーとか？」

「犬だけじゃないよ！　猫とか毛がある動物はだいたいダメ！」

「……ほんと、体が弱いな」

　だったら犬とか猫に近づくんじゃねえええええ！　鼻び炎えん起こしてるだろうが！

「あー、アレルギーの薬を持ってくればよかったな……」

　さすがに学習して、腹痛の薬と風邪薬は持ってきているのだが。

　リアの世話用の携帯道具リストを作らなきゃ。

　なんで俺がこんな専せん属ぞく看かん護ご師しみたいなことを考えねばならないんだよ……でも、他にやってくれる人間もいないしな。

　諦てい観かんした櫂はリアにティッシュを差し出した。リアの必ひつ需じゆ品ひんだ。

「ありがとー」

　ブバッとリアが洟はなをかむ。

　美少女は洟をかんでても可愛いんだから得だな。

　通行人からうっとりした視線を投げかけられるリアを、櫂は皮肉な気持ちで見つめた。

　本来は体の機能が衰おとろえ、どんどん弱っていき、ついには死に至るという強力な呪い。

　リアは魔術師なので呪いを軽減できるが、やはり呪いの影響で風邪を引きやすかったり、すぐに腹痛や貧血を起こしたりする。

　それにめげないリアは、すごい精神力の持ち主だと思う。

　だが、結局俺が面倒を背負い込んでいる現状に変わりはない……。

「おはよう、白石くん」

　声をかけてきた同級生の女子が、ぎょっとしたようにリアを見た。

「そ、その子誰？」

「後で説明するよ」

　櫂は苦笑して手を振った。

　すると、また別の同級生の男子が声をかけてきた。

「白石、昨日はサンキュ……えっ、その子は？」

「ちょっとね。また今度話すよ」

「そ、そう？　あれ？　おまえちょっと疲れてる？　顔色が悪いぞ？」

「ははは」

　その後も、声をかけてくる生徒たちが、リアの存在に一様に驚きよう愕がくしていく。

　予想はしていたが、異様に目立ってしまっているな。

　櫂はため息をつきたいのをこらえた。

「ぶぎゃっ」

　変な声が聞こえたかと思うと、リアが隣で転んでいた。

「……しっかりしろ。つまずくところなんてないだろう」

　仕方なく抱え起こしながら、これから降りかかる面倒事に気が重くなっていく。

　なんという厄介事、というかお荷物を抱えてしまったんだろうか、俺は。

　考え込んでいた櫂は、危うく学校を通り過ぎそうになった。
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　担任の駒こま田だ先生に先せん導どうされ、リアが足を踏み入れた瞬間、教室が一瞬静まりかえった。

「えー、転入生の紹介をする」

　みんながリアと、なぜかその隣に並んでいる櫂を交互に見る。

　櫂はいたたまれなくて、前が見られなかった。

「彼女は白石リア。白石櫂の義理の妹で、これから同じクラスの一員になる」

　駒田先生の一言に、教室中がざわめいた。

　クラスメイトの好奇の視線が突き刺さる。

「……一緒に暮らしてるってこと？」

「あの子、外人だよね？」

「義理って……」

　いろんな声が耳に入ってくる。

　これは早めに説明しておいた方がいいな。変な噂を流されても困る。

　櫂は屈くつ託たくのない笑顔を作った。

「急で俺もびっくりしているんだけど、俺の父と彼女の母が再婚することになりました。というわけで、同学年だけど義理の妹ができたんで、みんな仲良くしてやってください」

　櫂のわかりやすい説明に疑問が払ふつ拭しよくされたのか、クラスメイトたちが一様に納なつ得とくしたように頷いた。

　櫂はホッとした。リアの容姿が目立つ他は、親の再婚というそれほど珍しくない家庭の事情だ。最初にきちんと説明しておけば問題ない。

「じゃあ、白石リアに自己紹介をしてもらおうか」

　駒田先生がリアの方を向いた。

　リアは突っ立ったままだ。

「白石？」

　駒田先生が困ったように尋ねた。

「……リア？」

　櫂が問いかけた瞬間、リアががくっと膝をついた。

「わっ！　なんだエネルギー切れか？」

　櫂はリアの体を支えると、さっとポケットから黒糖の飴を取り出した。

　突然のことにクラスメイトたちが呆然と成り行きを見守っているのがわかる。

「う……」

「ほら、黒糖の飴だ。エネルギー補給してさっさと自己紹介して！」

　そっと囁ささやき、リアの口に飴を押し込む。

「もご……」

　リアが飴を咀嚼しだした。

　静まり返った教室の空気を何とか和やわらげようと、櫂は愛あい想そ笑わらいを浮かべた。

「ごめんね、お騒がせして。リアは体が弱くて貧血持ちなので、こまめに糖分を補給しないと意識を失うんだ」

　そう言うと、多少教室内の空気がゆるんだ。だが、珍ちん獣じゆうを見るような目つきは変わらない。見た目も中身も目立つことこの上ない。

　櫂が弁明している間も、リアは特に慌てる様子もなく、もごもごと飴を嚙かんでいる。

　相変わらずのマイペース。

「ご両親から彼女の健康状態については説明をもらっている。他の教師にも申し送りしているから、安心してくれ。みんなも白石リアが具合悪そうにしていたら、すぐに兄に連絡するように」

「ええ。妹に何かあったら、俺にすぐ連絡お願いします」

　にこやかに言ったものの、櫂は内心げっそりした。

　やっぱり俺が世話係認定か……。

「白石リアです」

　糖分補給を終えたリアがすくっと立ち上がり、涼やかな声で名乗りを上げた。

「この通り、ドイツ系アメリカ人の血が入っていますが、日本語はしゃべれるので安心してください。これから、よろしくお願いします」

　はきはき話すリアに、櫂はちょっと驚いた。

　なんだ、まともに挨拶できるんじゃないか。

　戸惑っていたクラスメイトも、パラパラと拍手をしている。まさかリアの口から、あんなに流りゆう暢ちような日本語が飛び出すとは思わなかったのだろう。

「深ふか見み、一応おまえも気に掛けてやってくれ」

　駒田先生の言葉に、深見香きよう子こがすくっと立ち上がった。

　リアと対照的なストレートロングの黒髪がさらりと揺れる。

　ピンと伸びた背筋に、眼鏡めがねの奥の聡そう明めいそうな切れ長の目。

　入試をトップで通過し、新入生代表として挨拶もした才女は、また別の意味で目をひく存在だ。

「委員長の深見香子です。白石くんがいるから大丈夫だと思うけど、よかったら校内を案内するから、わからないことがあったら声をかけてね」

　リアの目立つ外見も、彼女にとってはさほど気にする事柄ではなさそうだ。

　特に緊張したり意識している様子もない、相変わらずのクールビューティーっぷり。

　同い年とは思えない大人びた落ち着いた態度には櫂も感心する。

「ありがとう」

　リアがにこりと笑う。

「よかったな。後で深見に学校を案内してもらったら」

　男子では入れないような場所もあるし、何よりリアの面倒を見てもらえるのはありがたい。

　渡りに船とばかりに櫂は言った。

「うん！」

　リアが嬉しそうに頷く。

　リアが一番後ろの奥の席に案内された。

　櫂は廊下側の真ん中の席なので、離れたところからリアを見つめた。

　リアが座ると、さっそく周りの女子が興味津々で話しかけている。リアも楽しそうに会話を始めた。

　よかった。どうやらうまくクラスに馴な染じめそうだ。

　櫂はホッとした。

「なあなあ、どういうこと!?」

　前に座っていた三谷に話しかけられる。

　気付くと、櫂の周りにも人が集まっていた。

「再婚なんて、聞いてないぞ」

「いや、それが急に決まってさ。俺もびっくり。しかも同い年の連れ子がいるし」

　ざっくばらんに話すと、みんなが好奇に目を輝かせた。

「そうだよなあ。彼女、わざわざ転校してきたの？」

「ああ。体が弱いから、身内がそばにいる方が安心って言われて」

「なるほどねー」

　みんなが納得したように頷く。

　ある程度、胸きよう襟きんを開いて話をしておいたほうがいい。

　どうせ、リアは学校中の注目の的だろうし、変な噂が飛び交う前にきちんと事情を公式発表しておけば、そのうち騒ぎも収まるだろう。

　もちろん、魔術師という話は絶対に秘密だけどな！　これ以上変な興味を持たれたくない！

「いいなーいいなー。あんな可愛い子と一緒に暮らしてるの？」

　ほらきた。下世話な興味が。

　だが、櫂は笑顔をたやさず答えた。

「いやー、結構大変だよ。とにかく病気や怪け我がが多い子だから」

「何言ってるんだよ～。羨うらやましい。まさか、寝室が一緒とか？」

「そんなわけないだろ。ちゃんと俺も個室をもらってる」

　もちろん、絶対自室にはリアを入れないつもりだ。男女のケジメとかではなく、単に大事なボトルシップを壊されたくないからだ。

「あ、そっか。引っ越しもしたんだ？」

「そうそう。もともと、扇町に彼女たちが住んでたから、俺たちが引っ越してきたの」

「へえー。長時間通学、大変そうだったもんな。近くなって良かったな」

「うん、まあね」

「起きる時間、一時間くらい変わってくるだろ？」

「いや、それがさ、俺が朝食当番になったから起きる時間は一緒。大変だよー」

「何言ってんだよ！　あんな美少女と毎日一緒なんだろ？　最高じゃん！」

　櫂の愚ぐ痴ちはまともに取り合ってもらえない。

「替われるものなら、替わってほしいわ――――！」

　そう叫ぶクラスメイトに、櫂は鉄てつ壁ぺきの笑顔で応えた。

　本当に替わってやりたいよ。俺の苦労も知らずにこいつらは――――――！

　リアはなあ、とんでもなく鈍くさくて、病弱で、しかも破棄すると死ぬような契約をさせたうえ、一緒に黒魔術師と戦えっていうんだぞ!?

　こんな面倒くさい義理の妹をもった俺の気持ちがおまえらにわかるか!?

　ギリギリギリギリギリ……胸の裡うちで歯がみをしながらも、櫂は笑顔をキープした。我ながら惚ほれ惚ぼれする自制心だ。

「あ、俺ちょっと」

　いつまでも興味津々の男子たちが離れてくれないので、櫂はトイレに行くフリをしてさっさと教室を出た。

　あー、ノートに書かないとやってらんねえよ！　ストレスマックス！　どいつもこいつも人を胃い潰かい瘍ようにさせる気か！

　足早にトイレに向かおうとしたとき、背後から声をかけられた。

「白石くん」

「あ、吉岡さん」

　振り向くと、美雪がいたわるような笑顔を見せて立っていた。

「お疲れさま。注目浴びて大変だったね」

　美雪の言葉に櫂は苦笑した。

「まあね」

「でも、やっぱりみんなびっくりするよ。すごく美人で血の繋がらない妹ができるって、ドラマか映画みたいだね」

「そうだな」

　さらっと流して笑ってみせる。

　そんな恋愛ドラマみたいな展開じゃない。だが、わざわざリアがどれほど変人か話すほど悪趣味じゃないし、第一説明するのが面倒くさい。

「じゃ、俺、教室に戻るわ」

「あ……うん」

　美雪はまだ何か話したそうだが、あえて無視して笑顔でかわした。疲れ切っていて、余計な会話はしたくない。有あり体ていにいえば、家に帰って自室にこもりたい。

　教室に戻ると、リアの周りには相変わらず人だかりができていた。

「えー、じゃあ白石くんが家事をしてるの？」

「うん、そう」

　そんな声が聞こえてきてうんざりする。ずいぶん根掘り葉掘り聞くんだな。これだから女は。

「じゃあ、白石さんの下着とかも櫂が洗ってるの？」

「うん、そうだよ」

　男子の馬鹿な質問に、リアがあっさり答える。

　なっ、何を聞いてやがるんだ、あいつらは！　リアもあっさり答えるんじゃねえよ！

「やだー、恥ずかしくない？」

　女子がけたたましい声を上げる。

「別に。兄妹だし。お風ふ呂ろで倒れたときも、櫂が助けてくれたよ」

　リアの言葉に、女子たちが戸惑ったように櫂を見た。

「……お風呂って……」

「ちょっと……いくら家族って言っても……」

「微妙だよね……」

　そんな言葉が耳に飛び込んできて、櫂は慌てて弁明した。

「いや、あれは非常事態だったんだよ！　リアが倒れたから仕方なく！　誰も家にいなかったからさ！」

　高校に入学して以来、こんなに焦ったことはない。櫂は続けた。

「義母が仕事で忙しくてあまり家にいないんだ。面倒を見てあげてって頼まれてさ！　倒れている家族を放っておけないだろ？　もちろんすぐにタオルをかけたから何も見てないし！」

「まあ……そういう事情なら」

「白石くんは頼りになるもんね」

「そう……ね……面倒見いいよね」

　女子たちの空気が和らいだ。

　櫂はホッとした。

　下世話な噂でも流されたら厄介だ。これまでの積み重ねで信用を勝ち得ていたのが、功を奏した。

「白石さん、よかったら校内を案内するけど」

　助け船を出すように、深見香子が声をかけてきた。

　我が校が誇る才女の言葉に、さっとクラスメイトたちが道を空けた。

「ありがとう。頼むよ」

　櫂の言葉に、香子が軽く頷く。

　リアが嬉しそうに立ち上がる。

「よろしくー」

　櫂はさっとリアにティッシュと黒糖の飴を握らせた。非常時のための最低限の備えだ。

「迷惑かけないようにな！」

「大丈夫大丈夫～」

　リアが能天気にそう言うと、香子と一緒に教室を出て行った。

　次の瞬間、廊下からびった―――んという人が思いきり倒れる音と、「いったあああ――い！」というリアの声と、「きゃあ、鼻血が！　白石くん、ちょっと！」と香子の助けを求める声が聞こえ、櫂はため息をついた。俺もついていくしかないか。

　ああ、俺の優ゆう雅がな学校生活はいずこへ――。

　今晩もギルティ・ノートの書き付けがはかどりそうだ。







　　　　　■幕間２■




　あのときからずっと闇やみの中にいる気がする。

　夢が粉々に砕け散ったあの日から。

　この苦く暗い感情をどうやったら制御できるのかわからない。

　心の持って行き場がない。

　私の悔しさは誰でもわかる。だが、その解決法は提示されない――。

　自分で探すしかないのだ。

　このどす黒い感情の行き場を。

　自分が自分の心に食われてしまう前に。

　私はあがく。救いを求めて。

　暗い心の海を、長い間絶望とともに漂っていた。

　だがようやく、ほんの一筋の光こう明みようが見えた気がする。藁わらにもすがる思いで入ったサイトだけが心の拠より所どころだ。

　この道は正しくない。おぞましい血ち塗ぬられた道だ。

　あのサイトの名前は『左手の道』。

　おそらく、『邪悪な心を持つ者は左に行く』という言い伝えからつけたのだろう。

　つまり、行く先は邪悪な道だということだ。

　わかっている。この道が破は滅めつへと続いているかもしれないことは。

　だが、もう後戻りはできない。私にはこの選せん択たくしかないのだ。
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「で、ここが図書館」

　パルテノン神しん殿でんをおもわせる白はく亜あの建物に、リアの目が輝かがやいた。

　見上げんばかりの巨大な円柱がずらりと並ぶ正面玄げん関かんは圧あつ巻かんだ。

　この新設高校の売りの一つ、大学図書館並みの蔵ぞう書しよ数すうを誇ほこる独立した学校図書館だ。

　香きよう子ことリアに頼まれ、櫂かいもお目付役としてついていっていた。

　そして、リアを目当てにこっそりついてきている男子生徒が何人かいる。

　遠巻きにしているが、話しかけたそうな雰ふん囲い気きが伝わってきて、なかなかのプレッシャーだ。

「すごいねえ……大学図書館みたい」

　櫂は楽しそうなリアを横目で見た。

　輝く黄おう金ごん色の髪かみ。大きな紫水晶アメジストの瞳ひとみ。絵本から飛び出てきたお姫様のような容よう姿し。

　笑いかけられると、一瞬ドキッとした。

　忘れがちだが、確かに美少女なんだよな。

「見てまわってもいい？」

「ええ、どうぞ。生徒ならいつでも利用可能よ」

　香子に言われ、リアが顔を輝かせた。

　リアは扉に続く階段でつまずき、自力で立ち上がると振り返らずに扉をくぐった。

　よっぽど図書館に興きよう味みを持ったらしい。

「ごめんな、時間をとらせて」

「いいのよ。曲がりなりにも委員長だもの。でも大変ね、あなたも」

　櫂はさっきから何回リアが転んだっけ、と考え、きりがないのでやめた。

「新しん生せい児じのいる母親に比べたら、これくらい。そう思って耐えてる……」

　櫂の言葉にあまりに真実みがあったせいか、めずらしく香子がくすっと笑った。

「おっかしい。高校一年生の男子が〝お母さん〟なんて」

　図書館前の庭を見ていた香子が、眼鏡めがねに手をやった。

「ねえ、ちょっと話してきたら？」

「え？」

「吉よし岡おかさん。さっきからあなたのことが気になってるみたい」

　中庭の噴ふん水すいの近くに、吉岡美み雪ゆきが一人佇たたずんでいた。

　もしかして、ずっと俺おれたちの後をついてきていたのか？

　リアを取り巻く男子生徒に気を取られて、全然気がつかなかった。

「でも、俺に用事があるって決まったわけじゃ……」

　言いかけると、香子が肩かたをすくめた。

「吉岡さんが、わざわざ私たちに会いにくる？」

　香子とリア。どちらも美雪とクラスメイトという以外接点はない。

「リアさんなら私が見ておくから」
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「……わかった」

　櫂は香子の言葉に甘えることにした。

　中庭に降り、美雪に近づく。

「吉岡さん？　俺に何か用かな？」

　櫂が声をかけると、美雪がびくりとした。

「ご、ごめんね、ちょっと気になったことがあって」

「何が？」

「白しら石いしくん……大丈夫なの？」

　美雪が恐る恐る言った。

「え？」

「なんだかいつもより苛いら々いらしているように見えたから……」

　ぎくり。

　リアに対する苛立ちを完かん璧ぺきに隠したつもりだったが、バレていたか？

　ポーカーフェイスを崩くずさず――笑顔、笑顔で。

「初めて義妹を学校に連れてきたから、うまくやれるか心配でさ……」

「大変よね。急に親が再婚して引っ越しなんて。環境が変わったらストレスも溜たまるし」

　櫂はちょっとイラッとした。環境が変わるくらい、別になんでもない。ただ、とても手のかかる女の世せ話わがキツイだけだ。

「でも学校の近所に引っ越せて、通学はだいぶ楽になったよ」

「私は……もう一緒に電車に乗ったりできないって思うと寂しいけど」

　美雪がそう言うとうつむいた。

　え？　何、今の。

　まるで、俺のことが好きだから一緒にいたい、みたいな。

　美雪の頰ほおが少し赤らんでいる。

「あ、あの、それでね、またお菓か子しを作って来ようと思ってるんだけど、次はカップケーキとか、どうかなって……」

　美雪が言いかけたとき、背後から切せつ羽ぱ詰つまった声がした。

「話してるところ、ごめん、白石くん！」

　香子が血けつ相そうを変えて駆けてくる。いつもクールな彼女らしくない。

「どうした、委員長」

「リアさんが図書館で倒れちゃって……」

「わかった、すぐ行く！　ごめん、吉岡さん、また明日話を聞くよ！」

　櫂は慌あわてて香子の後についていった。




　　　　　＊




「すいませーん……って、先生いないね」

　ぐったりしているリアを抱え――一応人目を気にしてお姫様抱っこだ。本当はセメント袋みたいに肩にかつぎあげたかった――櫂は保健室に入った。

　扉を開けてくれた香子が手て招まねきする。

「とりあえず、ベッドに寝かせてあげて」

「わかった」

　よいしょ、とリアをベッドの上におろす。結構重かった。くそ。

　林りん立りつする書しよ棚だなの間をはしゃいで走り回っていたら、立ちくらみを起こしたらしい。どうしようもない。

「やっぱり緊きん張ちようして疲れていたのかな？」

　ぐったりしているリアに布ふ団とんをかけて、香子が言った。

「……そうかも。あと、体が弱いんだよ」

　例の厄やつ介かいな呪のろいの威い力りよくは凄すさまじい。

「うーん……」

　リアがようやく目を覚ました。

「あ、大丈夫？」

　香子がリアを覗のぞき込こむ。

「ちょっと頭がくらくらするけど大丈夫……」

　ふうっとリアが体を起こそうとする。

「たぶん貧ひん血けつだから、しばらく寝ておいたほうがいいよ」

　櫂は保健室に置いてあった水みず差さしから、コップに水を注そそいだ。

「ほら、飲めよ」

「あ、ありがとー」

　ごくごく喉のどを鳴らしてリアが水を飲む。

「すごいね、ちゃんとお世話して」

　香子が感心したように言ったので、櫂は照れくさくなった。

　そんなたいしたものでも、いいものでもないのだ。

「あれ……リアさん、その指ゆび輪わ」

　香子がリアのコップを持った手を凝ぎよう視しした。

「素す敵てきだけど、校内はアクセサリー禁止だよ」

　リアは右手にはめた指輪に視線を落とした。魔ま術じゆつを使うときにはめた指輪だ。

「……祖母の形かた見みなの」

　リアが静かに言った。

　見たことのない憂うれいを帯びた表情。悲しげな紫水晶アメジストの瞳。さらりと胸元に落ちる金色の髪。悲しさを堪こらえるように引き結ばれた唇くちびる。

　それは一枚の絵のような美しい姿だった。

「お守りだから、肌はだ身み離はなさずつけてなさいって遺ゆい言ごんで言われてて」

　櫂は驚おどろいた。リアのこんな悲しげな顔を初めて見た。

「私、子どものときに死にかけたことがあって……祖母がずっと心配していたの」

「そうなんだ……おばあさまの特別な形見なのね。じゃあ、ちょっと特別よね。私からも先生に伝えておく。そういう事情だったらたぶん大丈夫だと思う」

「ありがとう」

「じゃあ、私はこれで。校内案内が途と中ちゆうになっちゃったから、また後日にでも」

　香子が手を振って、保健室を出て行った。

「いい人だね」

「そうだな。まあ、さすが委員長ってとこ。頭いいし、頼りになるし」

　櫂はリアを見た。

「それって魔術を使うときにつけたやつだろ？　お祖母さんの形見だったのか……」

「ううん、生きてるよ。でも、もらったのは本当」

「……じゃあ、でも遺言って……形見じゃないだろ」

「うん。でもそう言っていたら、いつでも身につけていられるし」

　リアがしれっと言った。

「私がアルス・ワイズになったお祝いにくれたの。力を増ぞう幅ふくさせ、コントロールできる優すぐれもの。攻撃に転ずる時間の短たん縮しゆくもできるし」

　リアが自じ慢まんげに指輪をかざす。

「とにかく、校内では外しとけよ」

「いつなんどき黒魔術師と出会うかもしれないでしょ。常につけておかないと。あれからずっと探しているけど、結局正体がどこの誰だれかわかっていないんだし」

　まあ、そう言われると強く言えないが……。

「ポケットにいれておいて、必要なときにつければいいんじゃないか？」

「落としたら困るし、それにいつも身につけているからこそ、私と一いつ心しん同どう体たいとなって力を発はつ揮きしてくれるし」

「ただでさえ目立ってるんだから、校則違反とかされると困るんだよ」

「でも、これはダメ」

　リアが頑かたくなに言い張る。そう言われても、こちらも譲ゆずれない。

「我わが儘まま言うなよ、ほら、外して！」

「いや！」

　櫂が伸ばした手から逃れようと、リアが右手を体で覆おおって隠す。

　櫂は強ごう引いんにリアの手から指輪を外そうとした――はずだった。

　がしっと摑つかんでいたのは手ではなく、リアの胸だった。

　見た目よりずっと豊かな感触に、櫂は凍りついた。

　そのとき、がらっと保健室の扉が開いた。

「あ――」

　絶句している美雪と香子が立っていた。

　櫂はそっとリアの胸から手を離した。

　だが、二人の視線は櫂の手から外れない。見られた。しっかりと。

「し、白石くん……」

「ち、違うんだ、委員長！　誤解！　手が滑すべって……！」

　言えば言うほど、焦あせれば焦るほど怪しい。

「そ、そう」

　香子の顔も若じやつ干かん引きつっている。眼鏡の奥の目には猜さい疑ぎの色が見えた。

　いかん。完全に誤解されている。

　そのとき、美雪が無言できびすを返した。

「あ――」

　香子が困ったように、こちらを見た。

「なんか吉岡さんが白石くんを探していたから、案内したんだけど……タイミングが悪かったわね」

　そう言うと、香子が扉に手をかけた。

「じゃあ、また明日」

　ぴしゃり、と扉が閉められた。

「あ、あ、あ……」

　嫌な汗がだらだら出てくる。明日学校へ行ったら、『シスコン』とか『変態』とか噂うわさされていたらどうしよう。

　周囲からの侮ぶ蔑べつの目――中学時代のそれを思い出しただけで心が凍りつく。自分を取り巻く冷ややかな空気。どこにもなかった居場所。毎日死にたい気分で登校した。

　落ち着け……落ち着くんだ、俺。自分の闇やみに飲み込まれるな！

「は……あっ」

　大きく息を吐はき、櫂はようやく落ち着きを取り戻した。

　香子と美雪だから、他人に面おも白しろがって触れ回ることはしないと思うが……。

　だが、俺の信頼は地に墜おちた……。

　櫂はがっくりと肩を落とした。

　あー、大失敗だよ。感情にまかせて行動したら、失敗するってわかってるのに。

「無理に指輪を外そうとして悪かったよ……」

「こっちこそ、ごめん……」

　リアもぺこりと頭を下げる。

「素直だな……」

　思わず櫂はそう言ってしまった。

「櫂に迷めい惑わくかけちゃうね……。でも、校則違反よりも大事なことなの」

　リアの言うこともわかる。危険な奴やつと戦うかもしれないのに、校則違反を気にしている場合ではないのだろう。

　ここは仲直りだな。

「あのさ、今日はおまえの好きなもの作ってやるよ」

「ほんと!?　私、カレーがいい！」

　リアが顔を輝かせる。

「いいね、こういうのって」

「何が？」

「一緒に晩ご飯のメニュー考えて、一緒にご飯を食べるって！　家族って感じだね！」

　リアの無む邪じや気きな言葉に胸が痛んだ。

　そんな当たり前のことを喜んでいるリア。こいつも忙しい親との二人暮らしだったのだ。

　しん、と静まり返った部屋。一人で食べる夕食。リアが再婚に賛成したのは、母親のためだけではなく、寂しかったのもあったのだろうか。

　これ以上考えると、リアを必要以上に甘やかしてしまいそうだ。

「とりあえず、帰るか」

　リアがこくりと頷うなずく。

「ついでに晩ご飯の買い物をしていくか」

「駅前のオーギビルに入ってるスーパーがこの辺りじゃ一番大きいよ」

「ああ。オーギビルね……」

　扇おうぎ町まちのランドマークである、駅直結の便利なビルだ。

　二十階建ての商業オフィス複合ビルで、スーパーはもとよりレストランやカフェ、服や雑ざつ貨かに文ぶん具ぐ、書店など生活必需品をほぼ網もう羅らしている。

　櫂たち扇おうぎヶ原はら高校の生徒たちは、よく学校帰りにお世話になっている。

「じゃあ、行くか」

　学校でもう目立つことは何もしたくない。早く買い物を終えて家に帰りたい。

　リアが頷いて立ち上がった。
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　オーギビルまでリアが一回しか転ばないという奇き跡せき的に楽な道どう程ていを経て、櫂たちは自動ドアを通り抜け、中に入った。

　スーパーは吹き抜けのエントランスホールを通ったその奥だ。

　スーパーの入り口に向かって進もうとした櫂の袖そでが、ぐっと引かれた。

「え？」

「ね、ねえ……」

　振り返ると、リアの顔は前方ではなく横に向いている。

「……私、これ食べたい……かも」

「は？」

　一階ロビーの掲けい示じ板ばんに貼はってある八階のレストラン街の宣伝ポスターに、リアの目が釘付けになっている。

　秋のキャンペーン。今だけクリーム栗くりあんみつが大盛り！

　太字になった活字が目に飛び込んできた。

　朱しゆ塗ぬりの椀わんにつやつやした黄色の栗がどっさりのって、周囲にはバニラアイスや小豆あずきに寒かん天てんがふんだんにもられた写真が大きく貼られている。

　櫂はうんざりと、目をきらきら輝かせているリアを見た。

「……おまえ、今からこんなボリュームあるものを食うつもりか？」

「だ、だって今日が最終日だし」

　そう言いながらも、リアはどんぶりに入ったあんみつの写真から目を離さない。

「じゃあ、晩ご飯はなしだな？」

「食べるよ！　大丈夫、すぐにお腹減るから！」

　リアが自慢げに言う。

　くっ、こいつ……。

　しかし、仲直りをしたところでまた揉もめたくない。

　櫂は仕方なく、左方向にあるエレベーターに向かった。

　幸い、エレベーターはすぐに開いたので入ると、すぐ後ろから高校生らしき女の子たちがどやどや乗り込んできた。

　全部で五人。全員、扇町にある泉せん華か女子校の制服だ。こういっては何だが、レベルは中クラス。リアの通っていた百びやく蘭らん女じよ学がく院いんとは比べものにならない。

「あ、九階押してくださーい」

「はーい」

　パネルの近くにいたリアがボタンを押す。

　一緒にエレベーターに乗り込んだ女の子のうち四人はグループらしい。

　こちらをちらちら見ている女の子四人組を、櫂はさりげなく観察した。どの子もなかなか可か愛わいい、というかスタイルが良かった。すらっとしている。

　九階のフロア案内を見ると、『スクール＆美容』とある。音楽教室、パソコンスクール、バレエ教室、フラワーアレンジメント、エステ、マッサージなどの店名がその下にずらりと並ぶ。

　彼女たちはおそらく、学校帰りにいずれかのスクールに通っているのだろう。

　八階に着いた櫂は足早にエレベーターから出た。

「ふ―――」

　思わずため息がもれる。

　金髪のリアが珍めずらしかったのか、四人組の女の子たちが好奇の視線をむき出しでこちらを見ているのが気詰まりだった。

　しかもクスクス笑いながらのひそひそ話。気分が悪い。

　性格悪そうだなーなどと思ったが、決して口には出さない。爽さわやかな少年はそんなことをしないからな！

　リアは目立つのは慣れているのか、はたまた神しん経けいが図ず太ぶといのか、四人組のことなど眼中になさそうだ。気にした様子もない。

　レストラン街に入るや否いなや、リアが叫んだ。

「あ、あれだー！」

　リアが目当ての和風カフェに突進する。

「あっ、おい……」

　危ないから！

　そう言おうとした櫂の手をリアがすり抜けていく。

「きゃああああ！」

　リアが店の前に置いてあった立たて看かん板ばんに激突し、凄まじい衝しよう突とつ音おんとともに転がる。

「す、すいません！」

　何事かと飛び出してきた店の人に、櫂は謝った。

「た、の、む、か、ら、お、ま、え、は、は、し、る、な！」

　リアを助け起こしながら、櫂はドスのきいた声で注意した。

「わがっだ……」

　えらくなまっていると思ったら、たらりとリアの鼻から血が流れた。

　櫂はうんざりしながらポケットティッシュを差し出す。

　帰りにドラッグストアで安売りティッシュを大量購入したほうが良さそうだ。

　そのとき、リアがティッシュで鼻を押さえたまま、鋭く振り返った。

「え？」

　リアがポケットティッシュを捨てて、脱だつ兎とのごとく走り出す。

　小さな女性の悲ひ鳴めいがようやく櫂の耳にも届いた。

　遠い――上か！

　リアがエスカレーターを飛ぶように駆け上がる。

「リアっ！　ああ、もう！」

　櫂は数秒逡しゆん巡じゆんしたが、リアの後を追った。

　悲鳴のする方へ走っていくなんて、どこのヒーロー様だよ！

　厄介事に関わりたくないが、しょうがない!!

「でも、なんで俺が！」

　理り不ふ尽じんな思いでエスカレーターを駆け上がって九階に上がると、そこには悲鳴を上げて逃げ惑う人たちの姿があった。

　ほとんどが若い女性だ。習い事に来ている子たちだろう。

　何が起こってるんだ？

　そのとき、櫂の目の前を小さな羽は音おとが通り過ぎた。

　ブ……ン！

「……蜂はち？」

　音のする方を見た櫂はぎくっとした。

　ほんの三十センチくらい離れたところでホバリングしている羽は虫むしがいる。

　黄色と黒の縞しま模も様ようの大きめの蜂――スズメバチだ！

「おいおい、ビルの九階だぞ？　例の魔術師か……なんでこのビルに！」

　ブン、ブン、ブン――。

　次第にハチの数が増えてくる。全部で十匹くらいはいるだろうか。

「……！」

　女の子たちが悲鳴を上げて非常口やエスカレーターへと走ってくる。

　リアは!?

　人ひと気けのなくなった九階で、リアが一人立っていた。

「リア……」

　自由に飛んでいた蜂たちが、リアの方へと向かっていく。

「リアっ!!」

　リアが鞄かばんから黒いマントをばっと取り出した。

　空中に闇のような漆しつ黒こくのマントが広がる。

　リアが体に巻き付けるようにして、マントを素早く身につける。

　あれは――魔術師のマント。

　リアがすっと右手を挙げた。

　右手の中指には、リアと同じ薄紫色の宝石がついた指輪が輝いている。

　防御と攻撃の準備は整った。

「魂たましいの雷いかずちよ、心の雷よ、天の雷よ、時の雷よ――暗黒を刺さし貫つらぬけ！」

　リアの口から呪じゆ文もんが紡つむがれる。

　ふっと櫂の体に電流のようなものが走った。

　次の瞬間、リアの周りで黄金色の火花が弾はじけた。視界が金色の火花で埋め尽くされる。

　バリバリッと空間を切り裂くような音に囲まれる。

「……！」

　目を開けていられない。

　音と光が消えて、ようやく櫂は辺りを見回した。

　雷撃に黒こげにされた蜂たちが落ちていく。

　蜂たちの死体の中心に、黒いマントをなびかせているリアがいる。

　――雷姫レデイ・トール。リアの二つ名に恥じない堂々たる姿だ。

「リアっ、大丈夫か？」

「ええ」

　リアが頷く。

「この前と同じ蜂の魔術ね。やっぱり攻撃は単調でお粗そ末まつ。攻撃力も低いから、この程度の呪文で倒せたわ」

　リアが人気のなくなったフロアを見回す。

「遠えん隔かく操作だろうけど、術者はあまり離れた場所にいないと思うわ……ただ、今は逃げた人に紛まぎれてるでしょうね」

「やっぱりこの街に、ハンドレッド・フェイスみたいな黒魔術師がいるってことか？」

「格が全然違うけど、魔術を悪用しているのは間違いないわ」

「あの蜂はじゃあ、誰かが悪意をもって仕掛けたってことか……」

「ええ。動機や目的はまだわからないけど」

　この街に〝黒魔術師〟などという者が跋ばつ扈こしているかと思うと、背筋が寒くなる。

　見てはいけない、暗い洞どう窟くつを覗いてしまった気分だ。

　悪意のある誰かがいる――もしかしたらすぐそばに。

「前は改装中の店で、今日はこのビルか……扇町に住んでいるやつの仕し業わざかな？」

「土と地ち勘かんがあるからか、この辺りにいる誰かを狙ねらっているからか、まだ何とも言えないわね……」

　リアが考えこんだ。

「蜂の動きが前回より、機き敏びんでちゃんと人を狙ってたんだよね……相手が初心者と考えると、前のときは練習に私たちが居合わせた可能性もあるかも」

「練習？」

「そう、魔術の練習。ビニールシートで覆われた無人の場所だから。蜂がビニールシートの隙すき間まから出てこなかったらバレなかった」

「そして、今日が本番？」

「かもね。オーギビルはこの街で一番人が集まる場所だから、騒ぎを起こしたい愉ゆ快かい犯はんが狙うにはぴったり」

　それにしても、俺たちが二回も居合わせたのは偶然なのか？

　だが、この前はあの場所に行く予定はなかったし、今日も俺たちがいた階とは違う。

　櫂はリアがいつになく厳きびしい表情をしていることに気付いた。

「リア、どうした？」

「早く術師を見つけなければ。このままだと、深刻な被害がでるかもしれない」

「……どうしてそこまで思い詰めるんだ」

「絶対、私の目の前で犠ぎ牲せい者しやは出さないって誓ちかったの」

「……」

　目の前で友人を殺されたことが、リアの心に今も深い傷を残しているのだろう。

「だから、絶対に黒魔術師を見つける。櫂も一緒だよ」

「血の盟めい約やくを交わしたから、手伝わないと死ぬんだろ？」

「えっ？　う、うん……」

　リアが慌てたように頷く。

　やっぱりな。最悪だ。

「で、どうやって魔術師を見つけるんだ？　とんがり帽ぼう子しでもかぶっているのか？」

　櫂の揶や揄ゆはあっさりスルーされた。リアは嫌みを歯し牙がにも掛けなかった。

「感知の能力があればすぐわかるけど、たいていは気け配はいを消してるから」

「おまえ感知はできるのか？」

「苦手！」

「……そんな気がしたよ」

　そういう繊せん細さいで敏びん感かんな能力がなさそうだよな、こいつ。

　図太くて、猪ちよ突とつ猛もう進しん。イノシシとかブルドーザーとかそういうタイプ。

「なあに、その顔。大丈夫、任せて！」

　リアがやけに自信ありげに言った。
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「じゃあん！」

　帰宅後、リビングでくつろいでいた櫂の目の前に、リアがアンティークっぽい手て鏡かがみを突き出してきた。

　手鏡は真しん鍮ちゆうでできており、裏側には植物らしきものが優ゆう美びに彫ほられている。

「ルクスから支給された魔法具よ。魔法使いを映せば、そのオーラも映る」

「へえ……」

　一見、何の変へん哲てつもないアンティークの手鏡だ。

　櫂は自分を映してみた。鏡に映る自分に、特に異常はない。

「ふふっ」

　リアが隣に並んできた。得意げなリアの顔が鏡に映る。

「あ……」

　ふわっとリアの輪りん郭かくが金色にぼやける。炎か煙が立ち上るような金色の光がその姿を包む。

「これが魔法使いのオーラ」

「へえ……」

　どういうトリックなのか、と思わず考えてしまったが、リアの言うことを信じるとすればかなり有用だ。

　だが、ちょっと近づきすぎだろう。

　いい香りと体温が伝わってきて、ドギマギしてしまう。

　櫂はさりげなく体を引いた。

「いいでしょーすごいでしょー。貴き重ちような魔法具なんだよ！　魔法具って作るのがすっごい難しくてねー。魔法具の職人さんは引っ張りだこなんだけど、なかなかなり手がいなくてねー。ほら、日本の伝でん統とう技ぎ能のうの継けい承しよう者しやがいないのと似てるかなー」

　リアが我が事のように自慢げに語る。

「あー、はいはい。それにしても鏡には本当の姿が映る、か。わかりやすいな」

「当たり前でしょ。物にはそれぞれ根こん源げん的てきな性質がある。それに則のつとってれば力を引き出しやすい。基本よ」

「じゃあ、おまえの雷の能力ってのは、何かおまえの根源と関係あるのか？」

「私は落らく雷らいにあって死にかけたの」

　リアがあまりにさらっと言ったので、櫂は一瞬意味が理解できなかった。

「え？」

「七歳のときよ。心停止して病院に運ばれた」

　リアがなんでもないことのように語る。

「幸い、生き返ったけどね、私の体には雷の威い力りよくが刻きざみ込こまれた」

　リアが笑顔を浮かべる。

「おばあちゃん曰いわく、生と死の境さかい目めを見た人間というのは、そちら側から何らかの力をもって帰ってくることが多いって。うちの両親はどちらも魔術的素質も理解もなかったから、おばあちゃんは私にも何もさせるつもりはなかったんだけど、私が望んで魔術師になったの」

「じゃあ、おまえのおばあちゃんは……」

「私の師であり、先輩魔術師。アメリカでも屈くつ指しのアルス・ワイズだよ」

　リアが自慢げに言う。おばあちゃんっ子なのだろう。

「へえ……」

　リアの祖母は見たことがないが、櫂の頭の中では黒いローブを纏まとった鉤かぎ鼻ばなの老女で浮かんだ。

「おまえは命を落としかけた代だい償しように、自然の力を操あやつるアルス・ワイズの素質ができたってことか。じゃあ、攻撃をしてくる奴は蜂と関係があるってことか？」

「わざわざ選んでるってことは、その能力と相性がいい、もしくは使いやすいってことよね」

「蜂……蜂か……」

　蜂に関連するような人は思い浮かばない。この辺に養よう蜂ほう場じようはないしな。

「とりあえず、心当たりはないから、情報収集だな。おまえはその手鏡を持って、怪しいと思う人に手当たり次第向けるってのはどうだ？　犯人は近くにいるんだろ？」

「そうね！　ローラー作戦ね！」

　リアが目を輝かせる。頭の悪い奴にぴったりの作戦だ、と思ったが櫂は口にはださなかった。

「この魔法具で！」

　リアがバッと手鏡をかざそうとし――勢い余って手鏡が吹っ飛んだ。

　かしゃん。

　繊細な音を立て、手鏡が床に落ちる。

「あああああああああ!!　手鏡が！」

　リアが絶叫する。

「うわあ、何やってんだよ！　大事なものなんだろ!?」

「取りだそうとしたら、すっぽ抜けたのよ！」

　櫂は慌てて床に転がった手鏡を拾った。幸い、ひびすら入っていない。

「無事だよ」

　そう言うと、リアがホッとしたように微笑ほほえんだ。

「よかった……」

「これ、貴重なものなんだろ？　俺が持っておく。おまえに持たせたら絶対に割る」

　櫂はきっぱり言い切った。間違いない！

「そうね……わかった」

　リアが不ふ承しよう不ぶ承しよう頷いた。

「で、犯人を見つけたらどうするんだ？」

「基本的に対たい峙じしたアルス・ワイズに一任されてるの。本部に報告は必要だけどね」

　リアはにこりと笑う。

「反省するならそれでよし、でも場合によっては消えてもらうかも」

「反省って……そんな素直な奴なら魔術で攻撃してこないと思うけど」

「嫌でも反省してもらうわ。私の雷らい撃げきを浴びて立っていられた者などいないもの」

「雷撃って……今日のやつ？」

　火花が飛び散って、蜂が墜ちた。

「あんなの、人に当てたら死ぬだろ？」

「もちろん、できるだけ死なないように威力をコントロールするわよ。その為の指輪でもあるし。でも、今日の攻撃はほんの初級なの。本来の百分の一の威力もないわ」

　リアがふうっとため息をついた。

「ただ、この呪いがね、長い詠えい唱しように耐えられるかというと……不安が残るわね」

「俺は不安だらけだけどな……」

　櫂はため息をついた。

「はあ……なんか家事もやる気がしないな……」

　ここ数日、驚きと気疲れの連続で家でも学校でも休まるときがない。

　晩飯は適当にコンビニ弁当でいいか……。

　櫂はソファに寝そべると目をつむった。

　あまりに波は瀾らん万ばん丈じようすぎるだろ、俺の生活。




　　　　　＊




　櫂は風が吹きすさぶ荒こう野やに立っていた。

　緩ゆるやかな丘が連なる荒野は、くすんだ色の草に覆われ、風が寂しげな声で鳴いている。

　どこだ、ここは。

　少なくとも日本ではない。

　悲しげな笛ふえのような音を立てている風に混じって、女の子の声が聞こえてきた。

「エナ―――――！」

　リアの声だ。リアが誰かを呼んでいる。

　櫂のすぐそばに、リアが立っていた。

　今より十センチくらい背が低く、顔立ちも幼おさないが、風になびく金色の髪やその薄紫色の瞳でリアだとわかる。

　小学生くらいの――リア。

　リアは体温を感じるくらいそばにいる櫂に気付かない。

　まるで別の空間にいるかのようだ。

　リアの視線の先に、リアと同い年くらいの少女が立っていた。

　ワンピースをはためかせた少女は、長い茶色の髪を綺き麗れいに編あんでいて、いかにも賢かしこそうな顔をしている。

「エナ――――――!!」

　リアの悲痛な呼び声は、だが、茶色の髪の少女には届いていない。

　エナが歩き出したのは、リアとはまったく別の方向だった。

　その先に、一人の細身の男がいた。

　灰色のような淡あわいブロンドは、くせがなくぺったり頭にはりついている。

　それが尚なお、その男を華きや奢しやに見せていた。

　どこか崩れた芸術家風の白人男性がエナに手を伸ばす。

　エナがその男の手を取った。

「ダメ！　エナ！　その男と行ってはダメ!!」

　リアの叫びに、男がこちらを振り向いた。

　にっと唇の端はしがつり上がり、口が三み日か月づきを描く。

　邪じや悪あくなアルカイックスマイル――。

　ぞっと背筋に冷たいものが走った。

　ダメだ。

　あのエナという少女は殺される。それも残ざん虐ぎやくに。

　リアが駆け寄ろうとするが、絶望的に前に進まない。まるで泥の海を泳いでいるかのようだ。

　男がナイフを取り出し、高々と掲かかげた。

「――！」

　声を上げる間もなく、ナイフが少女の喉を切り裂いた。

「いやああああああ!!」

　リアの絶叫が荒野に響く。

　血しぶきが辺りに飛び散り、世界が赤く染まる。

　赤い、紅あかい、朱あかい世界――。

　そして、櫂は意識を失った。




　　　　　＊




「うわあああああああ!!」

　櫂は絶叫を上げ、汗びっしょりで起き上がった。

　しんとしたリビングに、時計の針の音だけがカチコチと静かに響いている。

「ゆ、夢……？」

　なんだ、あのリアルな夢。

　荒野を吹き抜ける風の音も、リアの絶叫も、血の臭いも克こく明めいに思い出せる。

「う……」

　エナが惨ざん殺さつされた光こう景けいが蘇よみがえり、櫂は手で口を押さえた。

「櫂……」

　リアがよろよろとリビングに入ってきた。

　顔は真っ青で、汗びっしょりだ。

　見るからに衰すい弱じやくしたリアが、キッチンに入ると一気に水を飲み干す。

　そうだ、喉がからからだ。櫂もキッチンに入り、水を飲んだ。

「気持ち悪い……」

　リアがうめくように言う。

「大丈夫か？」

「ん……ちょっと嫌な夢を見て」

「夢？」

「……昔、友達が殺された夢」

　冷たいものが背筋を走った。

「友達って……まさか、エナ？」

「えっ！　なんで知ってるの？」

　リアが薄紫色の目を見開く。

「俺はさっきソファでうたた寝してて……夢を見たんだ。小学生くらいのおまえが、必死でエナの名前を呼んでいて……でも、エナは細身の男の手を取った。それからその男がエナを――」

「やめて！」

　リアが耳を塞ふさいで叫んだ。

「エナ！　行っちゃダメなのに……あの子の優しさにつけこんで……黒魔術の生いけ贄にえにするなんて……」

　リアの目から涙がこぼれた。

　こんな風に悲痛に取り乱すリアを初めて見た。

「何があったんだ？」

　櫂が尋たずねると、リアが涙をぬぐった。

「私が九歳のとき、近隣で小学生くらいの子どもたちが次々と行方ゆくえ不ふ明めいになる事件があったの……」

　リアが洟はなをすすりあげる。その声は震ふるえ、時折かすれた。

「のちに……ペンシルヴァニア州史上最悪の連続殺人事件、通称『血まみれ笛吹き男ハーメルン事件』と言われる事件の始まりよ……」

　名前からして陰いん惨さんな事件だ。行方不明の子どもたちがどんな目に遭あったかと思うとぞっとする。

「そして……友達のエナ――ヘレナ・エッカートも誘い出された」

　くぐもったすすり泣きの声が静かに部屋に響く。

「……」

　あれがリアの過去を元にした夢だとすると、エナは――。

「私、必死でさらわれたエナを追って隠れ家を見つけたけど、助けられなくて……私の目の前でエナが……」

　リアが顔を手で覆った。

「黒魔術師が連続殺人鬼だったってこと？」

「ええ。さらった子どもたちは、黒魔術の儀ぎ式しきのための生け贄として使われていたの。駆けつけた祖母が撃げき退たいしてくれたから、私は命だけは助かった」

「その犯人が――」

　リアの紫水晶アメジストのような瞳が、強い光を帯びた。

「そう、ハンドレッド・フェイスよ。私は友達の仇かたきを討うつために、そして、もう二度と目の前で犠牲者を出さないために、アルス・ワイズになった」

　想像以上に凄せい惨さんな過去に、リアが黒魔術師を許さないと言った意味がよくわかった。

「今でも、時々夢を見るの……。いつも私が必死になって止めようとしても、エナには届かない。絶対助けられない……」

　リアがうつむいた。長い金色の髪で隠れてその表情は見えない。

　目の前で友達を殺されて、自分も殺されかけて、仇を討つために魔術師を志して――そして、再戦に臨のぞんだものの、強力な呪いをかけられて。

　たった一人の家族だった母にも言えず、ずっと孤こ独どくに戦ってきた。

　悪夢にうなされながら。命を脅おびやかされながら。

　それでも、リアは明るく振る舞っている。気き丈じようにも。

「おまえ……偉えらいな」

　リアの頭にぽんと手を置くと、リアがじっと見つめてきた。

「なんだ？」

　リアが無言で櫂の背中に手を回してきた。

　そのままぎゅっと櫂にしがみついてくる。

「わっ！」

　突然のハグに櫂がおろおろしていると、リアが静かに言った。

「よかった……櫂が盟約の相手で。櫂がお兄ちゃんで……」
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　その言葉は櫂の心に染み渡った。

　リアのこれまでの孤独を痛いほど感じる。

　寂しい――リアの全身からその思いが伝わってくる。

　そっとリアを抱きしめようとしたとき、ゴゴゴゴゴと地響きのような音がした。

「……腹が減ったんだな？」

「うん」

　リアがこくりと頷く。

「しょうがない。何かあり合わせで作ってやるから待ってろ」

　眠気もだるさもいつの間にか吹っ飛んでいた。

　櫂はキッチンに入った。

　仕方ないよな、家族だから。

「それにしても、なんで同じ夢を俺が見たんだろ……」

「血の盟約をしたからだと思う。魂が繋がっているから、夢も共有するのかも」

「魂が繋がっている……」

　血の盟約の重みを、今更ながら櫂はひしひしと感じた。

　リアが魔術を使ったときも、体に電流が流れたような感覚があった。

　深く深く魂の底で結びついているのか――今の俺とリアは。







　　　　　■幕間３■




　大きな白い紙を広げる。

　そこには魔ま法ほう円えんが描かれていた。

　サイト『左手の道』の管理人から送られてきたデータを、プリントアウトしたものだ。

　データとはいえ、実際に使用してみると、きちんと魔術が発動した。

　しかも、実際に地面に描くものとは違い、持ち運べるし、証しよう拠こも残らない。

　デジタル魔術万ばん歳ざいだ。

　教えの通り身を清きよめ、一日を水だけで過ごす。不要物をできるだけ体に入れず、魔術を使う器うつわと化すのだ。

　幸い、節せつ制せいはお手の物だ。一日くらい食事を抜くのはさほどつらくない。

「魂の蜂よ、心の蜂よ、天の蜂よ、時の蜂よ――我が身から出で、敵を殲せん滅めつせよ！」

　呪文を唱となえると、ほぼ完璧に蜂が出現するようになった。きちんと相手の追跡も行う。

　だんだんコツがわかってきた。

　ただ、口にするだけではダメなのだ。

　蜂をイメージし、その攻撃を描き、そのことだけを考える。

　これまでずっと続けていた習い事とはタイプが違うが、それでも集中するのは慣れている。十年以上も指先まで神経を尖とがらせる習い事を続けていたのだ。

　単調な作業の果てのない繰くり返かえし。いつしか、自然と身についていることに気付く。

　実戦もだんだんうまくいくようになってきた。

　標的を目の前にして、心は乱れ、心しん拍ぱく数すうは上がったが、それでもやり遂とげた。

　自分の中に自信が生まれるのがわかる。

　私は言うなれば、生まれたばかりの雛ひな。これから急激に成長を遂げる。大空に飛び立つために。

　基本の呪文は定型文に自分の能力を当てはめるだけの簡単なものだった。

　これを唱えることで、能力を発現させる。

　力を引き出す媒ばい介かいとなる呪文を、自在に操れるようにただひたすら唱える。

　何度も唱え、自分のものにできたら、更なる呪文を自分で作る。

　自分で能力をイメージしやすい呪文を作ることによって、飛ひ躍やくが望めるとのことだ。

　今のままでは、まだ足りない。

　もっと、もっと――。
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「おはよう！」

　櫂かいは翌朝、いつも通り笑顔で教室に入った。好意的な笑顔と挨あい拶さつが幾いくつも返ってくる。

　そして、櫂の後ろにいるリアへの好奇の視線が向けられる。

　リアは朝から貧ひん血けつを起こし、ぐったりしているので、櫂は一人で聞き込みをすることにした。

　ただ、手掛かりはまったくない。事件後、リアと一緒にオーギビルの中を見て回ったりしたが、魔ま法ほう円えんなどの魔ま術じゆつを行った痕こん跡せきも、犯人らしき人間の目撃情報もなかった。

　とりあえずは、蜂はちが現れた場所が関係あるかどうか調べるしかない。九階のスクール関連で何かトラブルなどがなかったか、聞いてみる。

　まずは前の席の三み谷たにだ。社交的なタイプだから知り合いは多いはずだ。

　なんで俺おれがこんな探たん偵ていまがいのことを――と思わないでもなかったが、血の盟めい約やくを結び、リアの過去の事情を知ってしまった今、協力するしかない。

「三谷、おはよう」

「おはよう！　って、あれ？　おまえ、なんか疲つかれ気ぎ味みじゃね？」

「えっ」

「目の下に隈くまがあるし……それに、髪かみも」

「ええっ！」

　櫂は慌あわてて髪に手をやった。右のサイドがはねてしまっている。リアを無事に登校させようとするあまり、自分の身み支じ度たくがおろそかになってしまった！

「あ、そうだ。とうとう『最さい果はての地ち』まで行ったぞ、俺！」

　三谷が嬉うれしそうにゲームの進行を報告してくる。

「おー、もう大詰めじゃん。ラスボスに行くまでのダンジョン頑がん張ばれよ！」

「あー、あそこね。敵が強くて全然進めないんだよなー」

　ぶつぶつ言いながらも、三谷は楽しそうだ。

「たぶんね、アイテムが足りないんだと思う。墓はか場ばには行ってみた？」

「行ったけど、特に何もなかったぞ」

「夜に行った？」

「行ってない……うわー、今日夜に行ってみるわ！　サンキュ！」

　三谷が喜ぶ。頑張ってクリアした甲か斐いがあるというものだ。

「なあ、おまえオーギビルってよく行く？」

「駅前の？　そりゃたまに寄るけど」

　当然の答えが返ってきた。この学校の生徒でオーギビルに行ったことのない奴やつのほうが少ないだろう。

「あの九階にスクールがいっぱいあるじゃん？　あそこに通っている知り合いいる？」

「う――ん、どうだろ……。音楽教室とかだっけ？　あと、英会話とか？」

「そうそう！」

「俺の知り合いにはいないかな……」

　三谷がちらっと委員長の深ふか見み香きよう子こを見た。

「深見に聞いてみれば？　あいつ確か扇おうぎ町まちの中学出身だから、この辺りの知り合いが多いだろうし」

「サンキュ！」

　櫂は机に座って何やら文庫本を読んでいる香子に近づいた。

　長い黒髪に黒縁の眼鏡めがね。いかにも秀才の文学少女といった感じだ。

　櫂が近づくと、気け配はいを察したのか、ゆっくり顔を上げた。

　日の光を浴びた黒髪が、黄おう金ごん色の輪りん郭かくに包まれている。

　眼鏡の印象が強いが、相変わらず香子は綺き麗れいな少女だった。

「おはよう、委員長」

「おはよう。どうかした？」

　香子がずばりと核かく心しんをついてきた。櫂が用事以外で香子に声をかけたことがないのを覚えているのだろう。

「委員長って扇町の中学出身なんだって？」

「そうよ。扇おうぎ町まち南みなみ中学」

　扇町に三つある、公立中学の一つだ。

「じゃあさ、地元に友達って多いよな」

「う――ん、どうだろ……そんなにいないかな」

　香子が言葉を濁にごす。

　皆から頼りにされているが、女子には珍めずらしく香子は群れるタイプではない。そこまで顔が広くないのだろう。

「あのさ、オーギビルの九階のスクールに通っている友達とかいる？　音楽教室とか」

「ああ、色々入ってるよね。友達の友達くらいなら、通っている子がいるかもしれないけど……」

「直接の友達にはいない？」

「うん。ごめんね。役に立てそうにないかな？」

　香子が申し訳なさそうに言う。ある程度予想していたので、落らく胆たんするほどではない。

「オーギビルがどうかしたの？」

「うん、いや……何かトラブルとかあるのかなって」

「……よくわからないけど、何かあったら知らせるね」

「ありがとう」

「何の話？」

　近づいてきた吉よし岡おか美み雪ゆきが声をかけてきた。

「あー、ちょっとオーギビルのこと」

　そう言った瞬間、美雪がびくりとした。

　思いがけない強い反応に、櫂は驚おどろいた。

「どうかした？」

「ううん、何でもない」

　美雪が慌てて言ったが、様子が明らかにおかしい。顔は引きつっているし、目はおどおどと宙ちゆうをさまよっている。

「吉岡さんもオーギビルって行くよね？」

「そ、そうね、たまに学校の帰りに買い物に行ったりするよ」

　美雪は櫂と同じく他県出身だから、オーギビルにそんな関わりがあるようには思えないが……。

「習い事とかしてる？」

「ううん、やってない」

　だよな。ということは、考えすぎか。

「あ、あのね、カップケーキを焼いてきたんだけど、どうかな？」

　美雪が手にしたバスケットを差し出してくる。中にはぎっしりカップケーキが入っていた。これが本来の用件だったようだ。

「これがチョコチップと胡桃くるみ。黄色っぽいのがパンプキン。これが紅茶味」

　カップケーキの上にはそれぞれバタークリームが可か愛わいく飾かざられている。

「可愛い～。これ、手作りなの？　売り物みたいだよ」

　香子が感動したように言う。

「うまそうだな。一つもらうよ」

　櫂がカップケーキを手にすると、さっと花はな柄がらのペーパーナプキンまでつけてくれる。

「ありがとう」

　櫂はカップケーキを手に、リアの席に行った。辺りに人がいないのを確認して、リアにそっと囁ささやく。

「情報収集って難しいな……今のところ何もなし」

「そんなに簡単に手がかりは見つからないよ。ところでそれ、美お味いしそうね……」

　リアの目がカップケーキを見て輝かがやく。

「ほら」

　櫂が手渡すと、リアが飢うえた獣けもののようにカップケーキにかぶりつき、あっという間に食べてしまった。

「で、今日もオーギビルに行ってみるのか？」

「うん。やっぱり手掛かりはそこしかないかなって」

　リアが口の周りをふきながら、にこにこしている。

「……おまえ、帰りに買い食いしたいだけだろ」

　リアがびくっとした。図ず星ぼしだったらしい。

　櫂の冷ややかな視線に、リアが慌てるように言った。

「ち、違うわよ！　で、でもせっかく寄るんだから、どこかお店に入ってもいいわね」

　リアが櫂を窺うかがうように見る。

　こいつ、事件をちゃんと調べる気があるのか？　面めん倒どうな調査とかうんざりだ。

「早く犯人が見つからないかなー」

　櫂は例の手て鏡かがみを取り出した。リアの魔ま法ほう具ぐだ。

　櫂は何気なく、手鏡を覗のぞいた。自分と背はい後ごにクラスメイトたちが映る。

「うーん、異い常じようなし」

　ゆっくり鏡の位置を移動させ、教室中を見ていこうとしたとき、ひょいと手鏡が取り上げられた。

「委員長……」

　香子が苦笑して立っていた。

「光が反射して、みんなまぶしがってるんだけど」

「わあ、ごめん！」

　香子が手鏡を返してくれる。

「そういうのはお手洗いでしたほうがいいと思うわよ。教室で鏡をずっと見ている男子ってちょっとね……」

　香子はそう言うと席に戻っていった。

　確かに、クラスメイトの視線が冷たい。

「……ナルシスト？」「男なのに、鏡を持ち歩いているんだ……」

　そんな声も聞こえてくる。

　いかんいかん。油ゆ断だんしていた。もっと自分がどう見られるか考えて行動しないとな。

　櫂は気き分ぶん転てん換かんにトイレに行こうと廊ろう下かに出た。

　向こうからうつむき加か減げんの男子生徒が歩いてきた。やたら暗いオーラを発している。

　すれ違いざま、ぼそっと低い声で囁かれた。

「いい気になるなよ」

「えっ」

　櫂は驚いて振り返った。

　足早に去っていく男子生徒の後ろ姿を呆ぼう然ぜんと見送る。

　もしかしてリアのことで、やっかまれているのか……？

「おいおい……」

　こんなに大変な目に遭あっているっていうのに、割に合わないことこの上ない。

　舌打ちして壁かべを蹴けりつけたい衝しよう動どうを櫂はぐっと堪こらえた。

　早くトイレに行って、ギルティ・ノートに書き付けよう。

　櫂は気持ちを切り替えて、トイレに向かった。
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「櫂……」

　下げ駄た箱ばこで靴くつを履はき替かえていると、リアが呆然としている。

「なんだ？」

　ひょいと覗き込むと、リアの手に封ふう筒とうがあった。

「下駄箱にも手紙か？」

　積極的だかなんだかよくわからない。

　リアが手紙を開ける。櫂も覗き込んだ。

　四つ折りにした白い紙に書いてあったのは、たった二文字。




　死ね




「……ラブレターじゃなくて、嫌がらせか」

　櫂はため息をついた。目立つというのも大変だ。

　あれだけ男子生徒に注目されているのだ。やっかむ奴も出てくるだろう。現に俺もあおりを喰らっているわけだし。

「呪のろい……かしら」

　リアがぼそっと呟つぶやいた。

「そ、そんな大げさなもんじゃないだろ」

「でも……」

　リアがじっと紙を見つめる。

「……ダメだ。私は感かん知ち能力が低いからよくわからない」

「なんだよ。黒魔術師の攻撃だとでも？」

「可能性はあるから……だって、これも『呪い』の一種だよ」

「怖いこと言うなよ」

　まったく発想が一般人と全然違う。今までどういう暮らしをしてきたんだろう。

　アメリカでは？　日本に来てからは？　興きよう味みがぐぐっと頭をもたげてきたが、櫂は何も言わず靴を履き替えた。

　興味津しん々しんで尋たずねるのは、なぜか負けた気がしたのだ。
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「犯人は必ず現場に戻る！」

　リアがキリッと言うので、櫂たちは放課後再びオーギビルに行った。

　今日もオーギビルは変わらず賑にぎわっている。

　楽しそうにショッピングにいそしむ人たちを見ていると、昨日の蜂騒ぎが噓うそのようだ。

「九階に上がろうか」

　リアがエレベーターに乗る。

　昨日と同じように高校生くらいの女子生徒たちと相乗りになる。楽器を持っていたりしている。みんな目指すのは九階。女の子が好む習い事が集中しているのだろう。

　チンと音がして、エレベーターの扉が開いた。

　櫂は思わず息を止めた。

　だが、目の前に広がるのは平和な光こう景けいそのものだった。

　ゆったりした空間に、ところどころ配置されているソファ。

　広い窓からは明るい日差しが差し込んでいる。

　そこかしこで談だん笑しようしている女性たちの姿。昨日の騒ぎの残ざん滓しなど欠片かけらもない。

「……特に異常はないみたいだな」

「そうね」

　櫂とリアは九階をぐるりと見て回った。

　パソコンスクール、英会話スクール、フラワーアレンジメント、料理教室、音楽教室、バレエ教室、エステ、マッサージ――華やかな看かん板ばんと入り口がずらりと並ぶ。

「女ってのは本当に習い事が好きだなー」

　櫂は思わず呟いた。そこに出入りする生徒や客のほとんどが女性だ。

「おまえは何か習ってた？」

「うん、マーシャルアーツと空から手て」

「……」

　櫂はまじまじとリアを見た。

「意外？　呪いをかけられる前はずっと元気だったもの。運動は得意だし」

　今でこそ見る影もないが、確かに時折見せるリアの動きはシャープだ。きっと以前は体力もあったのだろう。

「あー、早く呪いを解きたい！」

　リアが弱よわ音ねらしきものを吐はいた。

「呪いってどうやって解くんだ？」

「かけた相手を倒すしか、今のところ手はないのよね……」

　リアがため息をついた。

「少しでもハンドレッド・フェイスの情報があればいいんだけど、新たな手掛かりはなし」

「この事件にそいつが関係していると思うか？」

「わからない。でも、黒魔術師が関係する事件なら調べる価値はあるわ」

　リアが薄うす紫むらさき色の目を光らせた。

　フロアを一ひと巡めぐりしたが、異常はなかった。

「……やっぱり、手掛かりはなさそうね。さて、どうしたものか……」

　リアが悔くやしそうに言う。犯人の足取りは絶たれた。

　事件が起こらないに越したことはないが、犯人が野の放ばなしというのも落ち着かない。

「もうちょっと聞き込みを続けてみるしかないな」

「そうね……」

　リアはあまり期待していないようだ。

　一階に下りた櫂たちは、何事もなくオーギビルを出た。

「さ、家に帰るか」

「あの……」

　リアがもじもじしながら、ちらっと櫂を見た。

　櫂はうんざりとリアを見つめた。

「……腹が減ってるんだろ？」

「な、なんでわかったの!?」

　リアが心底驚いたように大きく目を見開く。こうしてみると、ますます薄紫色の目が宝ほう石せきめいて見える。

「も、もしかして、心を読んだの？」

　リアが警けい戒かいするように、じりっと後ろに下がる。

「アホか。おまえが何か言うときって大たい概がい腹が減ってるだろうが」

「そ、そんなことないよ！」

　リアが顔を赤らめた。

「あー、びっくりした。読どく心しん術じゆつが使えるのかと思ったわ……」

「……」

　こいつ本当にバカだなあ……。

　櫂がそう思った瞬間、

「今、私のことバカって思ったでしょ！」

　リアがキッと睨にらんでくる。

「おまえの方が心を読めるじゃねーか……」

「やっぱり！」

　リアがびしっと指さしたのは、赤い屋や根ねが印象的なカフェだ。

「アフタヌーンティーセットを奢おごってくれたら許してあげる！」

「……そんなに持って回ったことしなくても、付き合ってやるって」

　両親から櫂は生活費として通つう帳ちようをもらった。リアの食費の管理を任されることになり、結構な予算がある。もちろん、無む駄だ使づかいして信頼を損ねることはしない。ちゃんとレシートや領りよう収しゆう書しよをとっておき、何かあったら報告できるようにしておくつもりだ。

「わーい、わーい！」

　リアがぴょんぴょん跳はねる。

　そんなに嬉しいのか。なんて食い意地のはってる女だ……。

　これって呪いのせいなのか？　それとも元々なのか？　どっちだ。

「早く行こう！」

　リアが櫂の手をぐっと摑つかんだ。

「お、おい」

　ぐいぐい力任せに櫂を引っ張るリアを、通りすがりの人たちが振り返っていく。

　そうだ、こいつは結構な美少女なんだよな。

　煌きらめきながら揺れる金きん髪ぱつを見ながら、櫂は思った。

　周囲からの羨せん望ぼうの眼まな差ざし……こういうのは悪くない。

　悪くないのだが。

「ほら、見て見て！　美味しそうでしょ、ここのアフタヌーンティーセット！」

　看板に写真付きでアフタヌーンティーセットが紹介されていた。サンドイッチとスコーンとケーキが、ケーキスタンドに三段に置かれた皿に載のっている。

「おまえ晩ご飯前に……ってすぐ腹が減るんだもんな」

「さあ、行こうよ！」

　リアがドアに手をかけようとした瞬間、後ろに吹っ飛んだ。

「うわっ……」

　仰あお向むけにすっころぶリアを、櫂は呆然と見つめた。

　勢いよく開いた扉から、女の子たちが飛び出してきた。

「きゃ―――――っ!!」

「いやっ！」

　櫂も次々出てくる女の子たちに突き飛ばされ、よろめいた。

「リア、大丈夫か？」

「う、うん……」

　よろよろと立ち上がるリアに手を貸した瞬間、ブンブンという不ぶ気き味みな羽は音おとが耳に飛び込んできた。

「うわっ……」

　店から出てきたのは、昨日とは比べものにならない数の蜂たちだ。その数、百匹はいるだろうか。

　スズメバチの集団の禍まが々まがしさに、足が竦すくむ。

　ブブブブブ――と不吉で規則正しい羽音がリアと櫂を包む。

　蜂たちがこちらを窺うようにホバリングしている。

　一歩動いた瞬間、襲おそわれそうだ。

「リ、リアっ！」

　思わず櫂が声を上げた瞬間、黒いマントを素早く羽は織おったリアが右手を掲かかげた。魔術攻撃を防ぐという、魔術師のマントだ。

　バチッと右手にはめた指ゆび輪わが、黄金色の火花を散らす。

「魂たましいの雷いかずちよ、心の雷よ、天の雷よ、時の雷よ――暗黒を刺さし貫つらぬけ！」

　凄すさまじい火花が目の前で飛び散った。

　閃せん光こうが駆け巡る。

「う……わっ！」

　思わず腕で顔をカバーし、櫂は目をつむった。

　だが、ブンブンという羽音はまだ残っている。

　恐る恐る目を開けると、蜂は減っているものの、まだ半分くらい残っていた。

　蜂たちがじりじりと迫せまってくる。

「リア！」

「くっ……」

　リアの顔が強ばり、再び右手を挙げた。

「無む垢くな褥しとねに眠れし雷よ、我が腕かいなに宿れ――暗黒を刺し貫け！」

　瞬間、櫂の体にこの前より強い電流が流れた。

「う……っ！」

　バリバリバリッと空気を引き裂く音がし、リアの右手に弾ける電光が集まったかと思うと、雷撃が蜂たちに向かって襲いかかった。

　耳をつんざく雷らい鳴めいとともに、視界が火花で覆おおわれた。

　勝負は一瞬にしてついた。

　黒い炭すみと化した蜂たちがぼとぼとと地面に落ちていく。

「……すっげえ」

　圧倒的な雷撃の威い力りよくに、櫂は絶句した。雷姫レデイ・トールのリア、か。確かに、雷らい神じんトールの名をつけられただけはある。

「リア！」

　リアがしゃがみ込んでいる。

「大丈夫か？」

　荒い息をしているリアの顔を覗き込んだ。

「だ、大丈夫……」

「顔が真っ青だぞ？」

　櫂は辺りを見回した。逃にげ惑まどった人たちが、そろそろと様子を見に来ている。

　あまり目立ちたくない。早めにこの場を離れよう。

「よいしょっと」

　櫂はリアを抱え上げた。

「た……かが、この程度を撃っただけで、こんなに、消しよう耗もう、する……なんて」

　櫂の腕の中でぜいぜい荒い呼こ吸きゆうを繰くり返かえしながら、リアが悔しそうに顔を歪ゆがめた。

「でも、なんでこんな所に蜂が……」

　オーギビルの周辺ではあるが。

「もう大丈夫。おろして」

　しばらくすると回復してきたのか、リアがそう言ったので、そっと立たせる。

「おまえ……何か恨うらまれるようなことをした？」

「え？」

「おまえが標的なんじゃないのか？」

　リアに対する嫌がらせの手紙。そして、リアの行く先々での攻撃――工事中の店、オーギビルの九階、このカフェ。愉ゆ快かい犯はんなどではなく、全てに居合わせているリアが標的と考えるのが自然だ。

「まさか……でも、その可能性もあるかも」

　リアの顔が輝く。

「すごい！　櫂ってやっぱり頭がいいのね。そんなこと思いつかなかった！」

「……」

　誉ほめてもらって何だが、これくらいのこと誰だれでも思いつくだろう。嫌がらせがあったばかりだし。

「私が標的だったら好こう都つ合ごうなんだけど。また狙ねらってくるだろうから、犯人を見つけやすい」

「でも誰かわからないんだろ？」

「でも、あの程度の攻撃しかできない魔術師なんか恐れることはないわよ。私が倒す！」

　リアがぐっと拳こぶしを握った。

　その瞬間、鼻血がぶっと吹き出た。

　櫂はさっとティッシュを渡した。力みすぎだ。

「……その体でか？」

　ティッシュで鼻を押さえながら、リアが顔をしかめた。

「相手がそんなに強くないってのはわかるよ。まだ怪け我が人にんすら出てないからな。でも、対決したときにその体じゃやばくないか？　すぐに倒れるようじゃキツイぞ」

　もうちょっと、そばにいる俺のことも考えてほしい。

　さっそく巻まき添ぞえをくらっている。

　こちらに向かってくる蜂たちのことを思うとぞっとする。慎しん重ちように事に当たりたい。

「そうなんだよね……体がね……」

　リアがティッシュを鼻に詰めながら、しぶしぶ認めた。

「何か手を考えなくちゃね。術師が誰かもわからないうえ、一方的に攻撃を受けている。相手は様子見なだけで、もしかしたらもっと強いかもしれないし」

「おまえ、なんとかって団体に所属してるんだろ？　助けを求められないのか？」

「それはしたくない」

　リアがきっぱり言い切った。

「こんな初心者レベルの相手に苦戦しているなんて知られたら、上級魔術師ハイ・アルス・ワイズの身分を剝はく奪だつされるかもしれない！　本来、あの程度の敵なんか背後の術師ともども瞬しゆん殺さつしてる！」

「でも……このままじゃやばいんだろ？」

「確かに、あんな短い詠えい唱しようで体力を使い果たしてしまってぶっ倒れるなんて。今はまだ凌しのげてるけど……」

「もっと強い奴が出てきたら終わりってことか」

　リアが嫌そうに頷うなずいた。

「あっ」

　リアが何か閃ひらめいたように顔を輝かせた。

「そうよ。だから、もっと体力つけなきゃ！」

「どうするんだ？」

「いっぱい肉を食べて走り込み！」

「に、肉!?」

　急に現実に立ち返り、櫂は思わず聞き返した。

「そうよ、何はともあれ肉！　肉はパワーの源みなもとなの！」

　リアがキリッと言い放った。

「……おまえ、単に腹が減って焼き肉が食べたいだけじゃ……」

「そんなことない！　そんなわけない！」

　リアがぶんぶん激しく頭を振る。

　そしてバッと肩にかかっていた金髪をかきあげた。

「いい？　私は血の盟約を結んだ盟めい主しゆなのよ。だから、櫂は私の言うことをきく義ぎ務むがあるの！」

「……」

　リアが偉えらそうにふんぞり返り、胸を張る。

「私に肉を与えなさい！」

　リアの堂々とした要求に、櫂はイラッとした。

　何を偉そうに人を下げ僕ぼく扱いしてるんだ、こいつ。

「ふざけんな！　おまえ自分の立場がわかってんのか！」

　櫂の一いつ喝かつに、リアがびくりとする。

「あのなあ、誰が財さい布ふを握ってると思ってるんだ？　生なま意い気きなことを言ってると、とうぶんおやつなしだぞ！」

　櫂はこれみよがしに財布を取り出し、掲げてみせた。

「えっ……えっ……」

　まさかそんな返しをされると思わなかったのか、リアがおろおろしている。

「うわーん、お兄様お願いします～～～肉を食べさせてください～～～」

　リアががばっと手を合わせる。その瞳ひとみは捨てられた子犬のように悲しげだ。

　凄すご腕うでの魔術師っぽいし、大変な人生を歩んできたみたいだが――頭の出来は残念な感じだな。

「まあ、よかろう」
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「わー、美味しそう！」

　テーブルにはずらりと五人前はある肉が並べられた。

　リアが嬉しそうに箸はしを割ると、てきぱき肉を網あみに載せていく。

　ジュージューと肉が焼け、脂が落ちていく。

　漂ただよう香ばしい肉の香りに、リアが陶とう然ぜんとした表情になった。

「ふあああ、カルビがトロットロ……ロースがやわらかーい！」

　載せては焼き、載せては焼き、リアが間かん髪はついれず肉を口に運ぶ。

　皿はあっという間に空になっていった。

「……おい、それぐらいにしたら？」

「ダメよ！　力をつけないと！」

　特大の石焼きビビンバをかっこみながら、リアがきりっと言った。

「今まで、解けない呪いだからってこの状況を放置しすぎたわ！　こんなんじゃダメだってわかってたのに！」

「肉食ったって呪いが解けるわけじゃないだろ……」

　こいつはどこまで食欲魔人なんだよ。

「それでも！　ちょっとは体力が戻るように努ど力りよくすべきだったのよ！　だいたい、呪いをかけられたのは三年も前。効こう力りよくだって薄うすく……なって……ないけど」

「時間とともに効力がなくなるのか？」

「……普通はね。でも、強力な魔法使いの場合は百年とか余裕で呪いが……」

　リアがぼそぼそと話す。

「やっぱりダメなんじゃん！」

「だから肉食べてるんでしょ！　すいませ――――ん、カルビとロース追加で！」

　すかさず肉を追加し、リアがささっと網にカルビを並べていく。

　ジューといい音を立てて焼き色がついていく。

　焼けた肉を間髪いれずに箸でつかみ、口元へ持っていく。

「おいしい――――――」

「よかったな……ああっ、タレが制服に！」

　櫂は慌てておしぼりを投げた。こりゃ、クリーニング行きだな。

「ふああああああ、食べた、満足！」

　肉を七人前くらい食べてようやく満足したのか、リアがお腹をさする。

「ちょっとは元気になったか？」

　レジに向かいながら言った瞬間、リアが倒れた。

　バタ――――ン！

「えっ」

　櫂は驚いてリアに駆け寄った。

「大丈夫か？」

「う……ん……」

　リアが苦しそうに顔を歪める。顔は血の気が引いて、青ざめている。

「すいません、お会計お願いします！」

　櫂は慌てて会計を済ませ、店を出た。

「大丈夫か？　家まで歩けるか？」

　場合によってはタクシーでも――そう思った瞬間、リアの体から力が抜けた。

　がっくり倒れるリアの体をかろうじて支える。

　店の人が慌てて出てきた。

「ちょっと、大丈夫？」

「はいっ、たぶん、大丈夫……です」

　リアの顔は真っ青で、ぐったりしている。

　初めて見る人は驚くだろう。櫂には見慣れた姿だが。

「救急車呼ぼうか？」

「……救急車？　いえっ、結構です！」

　そんな騒ぎにしたくない。いつものことなのだから。

　焦あせった櫂が顔を上げた先に、『花はな園ぞの総合病院』の看板が飛び込んできた。

　そびえたつ五階建ての建物が病院らしい。

　かなり大きい。とすれば、救急対応してもらえるかもしれない。

「あ、あの病院に連れて行きます」

「えっ……」

　店主の顔が戸と惑まどったように強ばった。

「……そう、花園病院は……確かに救急受付があるから……ね」

　目をそらせた店主に不安を覚えたが、リアを抱えていける距きよ離りの病院はそこしかない。

「くっ……重い!!」

　リアが起きていたら一暴れしそうなことを言い放ち、リアを抱えた櫂はよたよたと道を進んだ。
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　櫂は不安な気持ちで病院の廊下を看かん護ご師しに案内されながら歩いた。

　受付に行ったら看護師が飛んできてくれたのだが、「若先生しか今手が空あいてなくて……」「え？　幹みき也や先生しか……仕方ないわね」というような不ふ穏おんな会話を看護師たちが交わし、診しん察さつ室しつへ案内されることになったのだ。

　どんどん人ひと気けがなくなる病院の奥に、『一般内科』という札のついた部屋があった。

「どうぞ、先生がお待ちです」

　そう言われて、櫂とリアはゆっくり診察室に入った。

「やあ、倒れたんだって？」

　からかうような口調、こちらを観察するような目――そして何よりその外見に看護師たちが不安がったのが一瞬で理解できた。

　年は二十代後半だろうか。学生のような明るい色に染めた髪。顔立ちは整っていて、へらへら笑いを浮かべてさえいなければ、医師という肩書きもあり、交際を望む女性たちが列をなしそうだ。

　だらしなく着た白はく衣いの中は、Ｖネックの黒シャツ。首元には某ぼうブランドのものらしき、リングチェーンが輝いている。

　指にはシルバーのごつい指輪が三つずつ。こちらも有名ブランドのもので、一目で高価な品だとわかる。

　勤務中の医者にあるまじき姿に、櫂は立ち尽くした。

　道理で焼肉店の店主も、病院を不安げに見るわけだ。

　だらりと椅い子すの背もたれにふんぞり返った幹也が、指輪だらけの手を差し出した。

「さ、座って。えーっと、こっちの美人さんが患かん者じやだね。きみは？」

「俺は彼女の義理の兄です」

「そう。じゃ、問もん診しん票ひよう書いてあげて～。俺は彼女を診察するから」

　さっと問診票が挟まれたボードとボールペンが渡される。

　櫂は問診票に名前や住所を記入しながら、ちらちら幹也とリアの様子を窺った。

　診察室は静まりかえっていた。室内だけでなく、その周囲にも誰の気配もない。

　エントランスからずっと離れた奥の診察室。隔かく絶ぜつされているようにすら思えた。

　変なところに来ちゃったな……。

「えーっと、気を失って運ばれてきたんだよね～」

　幹也がにこにこ笑いながらリアに話しかける。

　リアはまったく物もの怖おじすることなく、幹也に答える。

「ええ。焼き肉を食べたら、お腹なかが苦しくなって、ふっと目の前が暗くなったんです」

　リアの顔はまだ青い。

「食べ過ぎからくる脳貧血かな」

　さらさらと何事かカルテに書きながら、幹也は笑顔を浮かべた。

「ふーん、ちょっと触るよ」

　幹也が指輪をずらりとつけた手を伸ばす。あれ、診察の邪じや魔まにならないのか。

　幹也がリアの目の下を引っ張り、舌を出させる。その後、首くび筋すじをさっと両手で触った。

「うんうん、なるほどね。そう。ちょっとお腹を触るから、ベッドに寝転がって」

　リアが大人おとなしく壁際のベッドに横になる。

　ふっとリアのため息が聞こえた。調べたところで――という諦あきらめが込められていた。

「はい、ちょっとお腹見せてね」

　幹也の声に、リアが制服をまくる。

　櫂は慌てて顔をそむけた。

　櫂はリアが何度となく受けてきた診察を思った。

　対たい処しよ療りよう法ほうはあるだろう。今回も胃腸薬などを出してもらえる。

　だが、根本的な解決にはならない。無駄だと言いたくなる気持ちもわかる。

「はい、お腹張ってるね。もういいよ」

　制服をなおしてリアが椅子に座る。

「食べ過ぎによる軽い胃腸炎ってとこかな。お薬出しておくねー」

　さらさらと処しよ方ほう箋せんを書くと、幹也はにっこり笑って手渡してきた。

「で、もう一つの原因だけど」

「え？」

「これは僕にはどうしようもないなー」

　幹也がにやにや笑って、リアに手を伸ばしてきた。

「！」

　櫂は一瞬、ぴくりとしたが、動くのは堪えた。腐くさっても相手は医師だ。

　リアは臆おくすることなく、幹也を見ている。

　幹也はリアのおとがいに手を当て、少し顔を上に向けさせた。

「ふ～～～ん」

　物珍しそうにリアを丹たん念ねんに眺めている幹也に、嫌けん悪おがわき上がった。

　この……エロ医者！　俺の義妹に必要以上に触るんじゃねえよ。

　怒ど鳴なりつけてやろうとしたとき、幹也の口から思いがけない言葉が飛び出した。

「やっぱりきみ、やばいもの憑ついてるね」

　櫂は驚いて、口を閉ざした。

　リアはじっと幹也を見つめている。

「強力な『呪す詛そ』だなー。これはさー、病院じゃどうにもなんないね。こうやって身体的な症状が出たとき、和らげる対処療法くらいかな～」

　幹也がニヤニヤ笑う。

　唇くちびるの右端だけつりあげる、歪んだ笑み。

　こいつ……何者だ？

　リアも同じことを思ったらしく、真剣な表情で幹也を見ている。

　何なんだ、いったい。扇町ってこんなに危険な奴らが跋ばつ扈こする街だったか？

　青ざめた櫂に、幹也が顔をほころばせる。

「面おも白しろいね～。きみたち。扇町にこんな子がいたとはね」

「あなたは医師……なんですよね？」

　白衣を着て病院にいるというだけで、他はまったく医師らしくない。

「僕は花園幹也。医大卒だし、一応国家試験通ってるよ～。見せてあげようか？　ちゃんと研修医もやったし、今はオヤジの経営しているこの病院で、こうやって内科医やってるよ。ホームページ見る？」

　幹也は楽しくてしょうがないというように、ぺらぺらとしゃべり出した。

「でもさー、彼女に本当に必要なのは西洋医学じゃないでしょ？　オカルトの分野は残念ながら素しろ人うとでね。根治療法は僕には無理だな」

「期待していません。呪いの除去は無理だと、専門家にも言われたので」

　櫂は驚いてリアを見た。呪いの除去を試こころみているのか――それは当然か。所属している団体に報告しただろうし、そこから専門家を紹介されたのだろう。

「ええー、いいの？　呪いをそのままにしておいて」

　幹也がニヤニヤ笑う。

「他に手はありませんから」

「そうお？」

「あの……先生は最近、この街で蜂が出る騒ぎって知ってます？」

　妙に事情通な医師に、櫂はダメもとで尋ねてみた。

「んー。なんかオーギビルでスズメバチが出て大騒ぎだったとか……」

「先生は……何か知ってますか。蜂について」

「いやー、皆かい目もくわからないね。そんな所に巣を作るとか考えられないし」

　やはり、暖の簾れんに腕押しか。まったく手て応ごたえがない。

　何か知っているとしても、俺たちに教える気はないだろう。

「どうも、ありがとうございました」

　櫂は素早く立ち上がった。

「あー、ちょっと待って。若い人はせっかちだなあ」

　自分も若いくせに、幹也が苦笑しながらデスクの引き出しを開けた。

「呪いの除去だけどね、僕には無理。だから、何とかできそうな人を紹介するよ」

「紹介？」

「そう。医師は患者を見捨てたりしない。自分の手に負えないときは、しかるべき施設や人を紹介するんだよ」

　すっと名めい刺しを渡される。

「扇おうぎ山やま神じん社じや　神かん主ぬし　織お田だ正まさ宗むね……」

　冗じよう談だんのような名前だな。

　住所を見ると、ここから徒歩で行ける距離だ。

「この神主さんが何か治ち療りようしてくれるんですか？」

「さあね。交渉次第じゃないかな。僕からの紹介って言ったら、門もん前ぜん払ばらいはされないから安心して」

　幹也がひらひらと手を振る。

「……ありがとうございます」

　本当にわけがわからない医師だ。

　二人は診察室から出ると、顔を見合わせた。

「どうする？」

「とりあえず、行ってみる！　神社って初めて。神主って神しん道とうのプロだよね。そっちの知り合いはいないから、聞いてみる価値あるかも」

　リアは意外と乗り気だ。

「……でも、あの医者、なんでおまえの呪いがわかったんだ？」

「さあ？　いわゆる『見える人』なんじゃないの」

　リアは特に不ふ思し議ぎに思っていないらしい。きっと周りに何らかの能力者が多いから、感覚が麻ま痺ひしているのだろう。

「魔術師ってことはないと思うけど……あの人が首筋を触ったときね、ちょっと体が楽になったんだよね。何か癒しヒーラー的な能力はあるのかも。こういう職業の人には珍しくもないけど」

「罠わなってことはないよな？」

「罠？」

「ほら、おまえを狙っている奴がいるかもしれないんだからさ」

「じゃあ、尚なお更さら確かめなくちゃ。術者が誰なのか、全然わからないんだから」

　リアがさらっと言った。

「いや、危ないだろ！」

　なんだこの危機感のなさは。

「うーん、私たち魔術師って命のやりとりをする覚悟がいつでもあるからさー」

　リアがさらっととんでもないことを言い出す。

「俺はないぞ！　そんな覚悟！」

「大丈夫。私が守ってあげる」

　リアの真剣な眼差しに、櫂は一瞬言葉を失った。

「――って、おまえ、どこからそんな自信が……」

　リアに見とれていた櫂は、我に返って突っ込んだ。

「えー、大丈夫だって。私、強いし！　負けたことないし！」

　リアが胸を張る。

「おまえ、三年前にハンドレッド・フェイスに負けたんじゃないのか!?」

「あれは引き分けだってば。負けてたら、私死んでるし！」

　リアが頑かたくなに言い張る。

　この意地っ張り負けず嫌い女め……。ほんと手に負えない。
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　病院で薬をもらい、会計を済ませて二人は神社に向かった。

　さっそく飲んだ薬のおかげで、リアの体調はかなり良くなったようだ。

　さっきまで腹痛で苦しんでいたくせに、「フンフーン、晩ご飯は何にしようかな～」などと口ずさんでいる。

「そう言えば、どこが『肉はパワーの源』だよ！　倒れてるじゃねえか！」

「……まあ、そういうときもあるわよ」

　リアがすっと顔をそらす。こいつ……適当なこと言いやがって。

　能天気お気楽女はいいよな。俺なんか四方八方に気を遣つかいまくって神しん経けいをすり減らしているっていうのに。

　櫂は思わず嫉しつ妬との視線を向けた。

「わあ、鳥とり居いがある～」

　リアが面白そうに鳥居を見上げた。

　町外れにその神社はあった。周囲を木々に囲まれ、入り口には立りつ派ぱな石造りの鳥居が置かれている。

　一礼し、櫂は鳥居をくぐった。リアが慌てて真ま似ねをする。

「へええ……」

　リアが珍しそうに辺りを見回す。

　石いし畳だたみの参さん道どうを歩いていくと、すぐに階段があり、櫂とリアはゆっくり上がった。

　空気が変わるのがわかる。澄んだ、厳おごそかな気が辺りを包んでいる。

　特に霊感などなくても、それくらいは肌で感じる。

　ここは特別な――神が住まう処ところ。

　リアが嬉しそうに辺りを見回しながら階段を上ってくる。

「すっごい、ここ……修行するのにぴったり」

「そりゃ、選ばれた場所だからな」

　別に自分のことでもないのに、ちょっと自じ慢まんに思ってしまう。

　境けい内だいに上がると、箒ほうきで掃はいている袴はかま姿の男性がいた。

　がっしりした体つきの、四十代とおぼしき眼鏡をかけた男性だ。

「初めまして！　織田正宗さんですか？」

「ああ。きみは？」

「俺は白しら石いし櫂、彼女は白石リア。義理の妹です。今日、花園病院に行ったら、幹也さんから織田さんを紹介されたんですが……」

「ほう……」

　正宗がリアに目をやった。

　その眼鏡の奥の目が細まる。

「なるほど、これは厄やつ介かいな呪す詛そ持ちだ……」

「わ、わかるんですか！」

「ああ。まあね」

　ちょっと自慢げな顔になる。

　年の割に単純な人だな。

　そう思ったが、口にも顔にも出さず、櫂は妹を心配する沈ちん痛つうな表情を作った。

「彼女の呪い……何とかなりませんか？」

「んー、無理だね」

　しばらくリアを見ていたが、正宗があっさり言った。

「え？」

「こりゃあ、強力な上に、がっちり絡みついている。よほどの術者と戦ったな」

　そう言うと、何事もなかったかのように掃き掃除を再開した。

「えっ……ちょっと、あなた神主さんでしょう？」

「さよう。神ではない。このオンボロ神社を維い持じせねばならない、ただの神主だ」

　そう言うと、正宗がちらっと櫂を見る。

「子どもに用はない。帰りたまえ」

　櫂は慌てた。こんなにあっさり断られたら困る。

　櫂はすがるような眼差しを意識しつつ、交渉に入った。

　ここは高校生という弱い立場を強調し、相手の心を揺さぶるしかない。あとは相手を持ち上げて気分よくさせる！　そして対価の支払い交渉だ！

「俺たち、他に頼るところがないんです！　彼女は毎日苦しんでいるのに、病院では治せないとたらい回しにされて……」

　ちょっと大げさに盛っていくのがコツ。とにかく同情を引く！

「倒れた彼女の搬はん送そう先さきで花園先生から、あなたなら何とかしてくれると紹介されました！　あなたは俺たちのたった一筋の光こう明みようなんです！」

　正宗がじっと櫂を見つめる。その目に否定の色はない。

　もう一押し！

「もちろん祈き禱とう料りようはお払いします！　彼女の治療費は俺に任されてますんで！」

　相場はわからないが、生活費に使うよう、父とエリカからまとまった額の入った通帳を預かっている。リアのために使うのなら、二人も文句はないだろう。

「……だが、残念ながらこの呪いを消すことはできないよ。強い強い念だ」

「完全に消さなくてもいいです！　少しでも彼女を楽にすることはできませんか？　三年間ずっと苦しんでるんです」

　櫂はリアに合あい図ずした。

　ほら、もっとアピールしろ！　他ひ人と事ごとみたいに突っ立ってないで！

　だが、リアは興味なさげに正宗を見つめるだけだ。

　しょうがない。俺一人で頑張るか！

　櫂は深々と頭を下げた。

「お願いします！　どうか、助けると思って！　どうか！」

　ＯＫをもらえるまで、頭を下げ続けるつもりだった。しばらくして正宗の声がした。

「とりあえず、見るだけ見てみるか。来なさい」

　櫂とリアは手ちよう水ず舎やの奥にある社しや務む所しよへ案内された。

「わ、広いですね」

　櫂は珍しさにきょろきょろしながら、靴を脱いで廊下を進む。

　その脇わきにふすまが続き、いくつも部屋がつらなっているのがわかる。

　櫂たちは、廊下の突き当たりにある和室に通された。

　客間なのだろうか。すっきり片付けられた十畳ほどの和室には、中央に机と座ざ布ぶ団とんが置かれ、その他には文ふ机づくえと簞たん笥すしかない。

「そこに座りなさい」

　そう言うと、神主は部屋を出て行った。

「リア、おまえ何で頼まないの？」

「だって……無駄なんだもん」

「え？」

　がらりと障しよう子じが開き、正宗が入ってきた。

　その手には白い細長い紙を葉のように幾いく重えにもつけた木の棒がある。

　見たことがある。確かお祓はらいに使う道具だ。

　櫂たちの興味津々の視線を感じたのか、少し自慢げに正宗が説明してくれた。

「これは大おお麻ぬさと呼ばれる紙し垂でをつけた祓はらえ具ぐだ。左、右、左と振ることで穢けがれを祓う」

　正宗は大麻を手にリアに近づいた。

「祓はらえ詞ことばを少し試してみる」

　櫂は息を飲んで様子を見守った。

「掛かけまくも畏かしこき伊邪那岐いざなぎの大おほ神かみ

　筑つく紫しの日ひ向むかの橘の小お戸どの阿あ波は岐ぎ原はらに

　禊みそぎ祓はらへ給たまひし時に成なり坐ませる祓はらへ戸どの大おほ神かみ等たち

　諸もろ諸もろの禍まが事ごと罪つみ穢けがれ有あらむをば

　祓はらへ給たまひ清め給たまへと白まをす事ことを聞きこし召めせと

　恐かしこみ恐かしこみも白まをす」

　正宗の澄すんだよく通る声が室内に響く。

　すうっと空気が清められていく気がした。息を吸うごとに、体の中が清せい浄じようになっていくようだ。

　ゆっくりリアの頭の上で、大麻が左右に振られる。

　ぱらり……。

「あ……」

　真っ白な紙垂がボロボロと崩くずれ、落ちていく。

「うわ……」

　すっかり枯れ落ちた枝のようになった大麻に、櫂は絶句した。

「う……ん。これはやっぱり祈禱をしたところで……厳しいな」

「他に手立ては？」

　伊だ達てに紹介されたのではない！　櫂は興こう奮ふんしていた。

　ただの人間、たとえば櫂などが大麻を持ってリアに触れたところであんなことにはならない。

　呪いに干かん渉しようできるからこそ、太た刀ち打うちができないとわかるのだ。

「そう言われてもな……私より能力のある者などまずいないし……」

　正宗がため息をついてリアを見た。

「よくもまあ、これだけの呪いを背負って生きていられるものだと思うが、こうやってかろうじて日常生活を送れているということは、それだけ彼女の力が強いということ。いわば、呪いと拮きつ抗こうしているんだな」

　正宗が櫂をまっすぐ見た。

「これは持病だと思って、今までどおり折り合いをつけていくしかない」

「それじゃダメなんです！　彼女、今、また魔術攻撃を受けていて、この体じゃ勝てそうにないんです！」

「ほう……」

　正宗がじろりとリアを見た。

「きみは魔術師なのか？」

　リアがこくりと頷く。

「その若さで……と言いたいが、いざなぎ流などではよく見たよ。うら若いお嬢じようさんが暗い呪じゆ術じゆつの世界に身を投じるのをね。きみもその覚悟でやってるんだろう？　弱い者が負ける。それは仕方ないことだよ」

　正宗のシビアな言葉に櫂は驚いた。

　こんな少女が苦しんでいるのだ。もっと親しん身みになってくれるかと思った。

「でも――」

「もういいよ、櫂」

　リアが櫂の言葉を遮さえぎった。

「ちょっと期待してたんだけどね。日本の白魔法に。でも、来てみてわかった。魔術師の力でもダメだったんだもの。ただの神主には無理だよ。もっとすごい神社の宮ぐう司じとかでも難しいと思うし」

　リアは諦め顔だ。もともと期待していなかったのだろう。

　本人がこう言うのであれば、仕方ない。

　櫂は立ち上がった。

「どうも、お邪魔しまし……」

　言いかけて、櫂は言葉を切った。

　ゆらっと空気が揺らめくのがわかった。

　さきほどまでの朴ぼく念ねん仁じんの雰ふん囲い気きはどこへやら、憤ふん怒どの表情をした、阿あ修しゆ羅ら像ぞうのような神主がこちらを睨んでいた。

「あ、あの……」

　正宗が今にも叩たたき斬きりそうな目でリアを睨んでいる。

「小娘ぇ……貴様神道をなめてるな」

「ええー、だってー、その祓具ってやつも全然ダメだったし」

　リアがちらっと畳の上に落ちた黒いカスを見た。祓具のなれの果てだ。

「ふざけるな！　西洋魔術なんぞにひけをとらんわあ！」

　ビリビリと空気が揺れるほどの声に櫂は飛び上がったが、リアは平然と正宗を見返した。

「まあ、口だけでは何とも言えるわよね」

　ふっとリアが小こ馬ば鹿かにしたように言った。

「見せてやるわあ！　日本の神道の底そこ力ぢからをな！」

　正宗がすくっと立ち上がった。

　その体から目に見えない熱気のようなものが立ち上るのが櫂にもわかった。

　今までとは全然雰囲気が違う。

「あ、あの、じゃあ呪いを何とかできるんでしょうか……」

「その呪いは消せない！　今はな！　要は戦える状態にすればいいんだろうが！」

「え、ええ、まあ」

「ならば簡単だ」

　部屋の隅すみに置かれた文机から出してきたのは、一枚の人型の白い紙。

「これは形かた代しろ。ちゃんと私が祈禱した本物だ。これを『身代わり』にする」

「身代わり？」

「これを彼女に見立て、一いつ時ときだけ呪いを移す」

　呪いを移す？

　そんなことができるのか？

「呪いを一時的に本体から分ぶん離りさせる……ってことですか？」

「そう。戦うときに使うといい。呪いの移行は体力を削けずるから、頻ひん繁ぱんにはしないほうがいいがね」

「そんなことができるの？」

　リアが驚いたように形代を手に取った。

　正宗が自慢げに鼻をふくらませる。

「形代は清められた空っぽの器うつわ。術師次第で何にでもなる。これを彼女に見立てる」

　正宗が櫂のほうを向いた。

「あ、きみはあまり近づかないで」

「えっ」

「きみの息がかかると形代が混乱する。きみたちは魂が近いところにあるな……」

　正宗の言葉に、櫂はぎくりとした。

　血の盟約のことを言っているのか？　やっぱりあの儀ぎ式しきは有効だってことか。

「この形代をきみに見立てる必要がある。微び量りようでいいからきみの血をつけて、息を吹きかけてみろ」

　リアが言うとおり、差し出された針はりを手にする。

「あ、俺がやる！」

　リアが指に針を刺したら、深く突き刺しかねない。

　櫂がちょこんと指先に針を刺すと、ぷつっと小さな血玉が出てきた。

　顔をしかめながら、リアが形代に血を塗ぬる。

　そして、リアが形代にすっと息を吹きかけた。

　ふわり、と形代が手から浮き上がった。

「ほう。さすがだな。それなりの修しゆう練れんを積んでいるということか」

　正宗が空中に浮いた形代を見つめた。

「これで形代は『きみ』になった。どうだ？　楽になってないか？」

「あっ……」

　リアの頰ほおにみるみる血の気が差す。

「リア？」

「ほんとだ体が軽くなってる――！」

　リアが驚いたように自分の体を見た。

「ふふっ、『新しいきみ』の誕生に、呪いが慌てて移ったんだな」

　正宗が満足げに頷いた。

「呪いなど、シンプルな生いき物ものみたいなもんだ。きみにとりつく、というのが大前提であるなら……」

「あっ――」

　リアががくっと膝ひざをついた。

　同時に、形代がボロボロと崩れて落ちた。

「うむ、ほんの数秒だな。効果があるのは」

　だが、リアは目を輝かせた。

「信じられない。一瞬だけど、三年前の自分に戻れた！　これなら何の負ふ担たんもなく、魔術が使える！」

　リアがぐっと正宗の胸元をつかんだ。

「こ、これください！」

　息せき切るリアを正宗はニヤニヤと見下ろした。

「う―――ん、タダではあげられないなあ」

「もちろん、お金は払います！」

　リアがバッと財布を取り出す。

　その目の輝きを見て、櫂は頭を抱えたくなった。

　おいおい、言い値で買う気満々の様子を露ろ骨こつに見せるなよ……。

　気持ちはわかるが、完全に相手のペースだろ。鴨かもがネギしょってきたようなもので、よっぽど良心的な相手じゃないとふっかけてくるって……。

「そうだねえ……」

　う――ん、と正宗がもったいぶって首をひねる。

「一枚、五万円でどうかな」

「ごっ、ごまん！」

　リアと櫂は同時に叫んだ。

「こ、こんなぺらっぺらな紙が五万円!?」

　櫂のあきれかえった声に、正宗がムッとしたように声を荒らげた。

「何を言ってるんだ？　地中深く百年の歳さい月げつを経へて清められたご神しん水すいで特別にあつらえた和紙で作り、この私が潔けつ斎さいし、一晩かけて祈禱した形代だぞ？　日本に神社は数あれど、これほどの形代を作れる神主など私くらいだよ!?　幹也くんの紹介でなければ、こうやって話もしてないよ」

「～～～」

　櫂は得意げに語る正宗を睨んだ。

　こいつ、本当に子どもでも容よう赦しやないな。

　あの花園って医師、もしかして金を払いそうな患者をこいつに回してるんじゃないか。紹介一件につきいくら、とかマージンもらって。

　そんな疑念が頭を駆け巡る。

　だが、今はこいつしか頼りにならないわけで。

「払います！」

　リアがきっぱり言った。

「リア！」

　櫂は慌てて制した。

　こら待て。前のめりすぎるだろ！　交渉したら、値切れるかもしれないのに！

　ほんとに考えなしの脊せき髄ずい反射女だな！

「今は持ち合わせがないけど、家に帰ったら……貯めてあるお金が……」

　リアの声が小さくなっていく。

「家の……どこかにある……はず……」

　こいつ、貯金通帳の場所まで忘れてるのか。口座に金が残っているかも怪しい。

　櫂は黙り込んだリアを冷ややかに一いち瞥べつし、正宗に笑顔を作った。

「いや、本当に素す晴ばらしい術ですね！　さすが幹也先生が推すい薦せんするだけはある！　これで俺たちも助かります！　二枚ほど形代をいただきたいのですが、いかがでしょう？」

　十万円なら口座にあるお金で何とかなる。

「う――――ん、どうしようかな」

　正宗がわざとらしく肩をすくめる。

「ずいぶんと見くびられたもんだしねえ。神道を」

　こいつ、面倒くさい大人だな。

　櫂はうんざりと正宗を見た。

　どうやって機き嫌げんを取ろう……。何か交渉の手立てになるものはないだろうか。完全にふっかけられていて、立場が弱すぎる。

「あれ……これって」

　何かヒントはないかと部屋を見渡した櫂は、文机の上に載っている封筒に気付いた。

　白い封筒には見覚えのある花のマークと名前があった。

『織田正宗様　ナデシコファンクラブ』と書かれている。

「……もしかして、ナデシコのファンなんですか？」

「あっ、ああ、まあね！　まあ、ファンクラブナンバーは一ひと桁けただし！」

　正宗が胸を張る。

　おいおい、いい年したオッサンが平均年齢十六歳のアイドルグループの創立時からのファンとか……せめて隠すか、恥ずかしがれよ。

　櫂はそうツッコミたいのを我が慢まんした。

「えっ、その年でアイドルのファンなんてキモ……」

　余計なことを言いかけたリアの口を素早く塞ふさぐ。

「むぐう」

　リアが抗こう議ぎの声を上げたが、櫂は容赦なく手に力を込めた。

　誰がそんな本音を言えと言った。

　こいつ、自由すぎるだろ。空気を読め！　いいから黙ってろ。

　取引を有利に運ぶ必要がある。機嫌を損ねたら、売ってもらえないかもしれない。

　櫂はリアの口を塞いだまま、正宗に笑いかけた。

　お得意の爽さわやかスマイル。だが、腹の中では勝利を確信した狩かり人うどの邪悪な笑み。

「……たとえばですよ。ナデシコの直じき筆ひつサインとかもらえたら、それと形代を交こう換かんってありですか？」

「えっ……どういうことだ？　オークションとかで落としてくるのかい？」

　正宗がきょとんとしている。

「違います。ちょっとナデシコの関係者にコネがあって」

　もちろん、我らが頼もしい母、エリカのことだ。

　以前、言ってくれていたことがあった。ナデシコのチケットを取れると。楽がく屋やにも挨拶にいける――ということは、サインくらいもらえるだろう。

「どうですか？　形代をくれるんなら、もらってきますけど」

「あ、ああ……それなら、まあ……オマケに一枚つけてやってもいいけど……」

　あっさり取引成立。有利なカードを持っていてラッキーだった。

　櫂は胸をなで下ろし、その場でエリカに電話をかけた。

「エリカさん？　お仕事中すいません。ナデシコのメンバーの直筆サインがほしいんですが……え？　ああ、明日で大丈夫です！　ええ、色しき紙しに。よろしくお願いします」

　さくっと了解をとりつけ、櫂は正宗を見た。

「どうですか？」
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「持って行けい!!」

　形代を三枚茶封筒にいれ、正宗が差し出した。

　櫂は心の中でガッツポーズをとり、受け取って鞄かばんに入れると、嬉しそうにしている正宗に言った。

「また必要になるかもしれません。形代をたくさん用意しておいてください。もちろん対価は支払います」

「交渉成立だな！」

　正宗が満足そうに言う。

　社務所を出ようとしたとき、正宗が声をかけてきた。

「……少年」

「なんでしょうか？」

　靴を履き、櫂は振り返った。

「きみも厄介な呪詛にとりつかれておるな」

「え？」

「自分で自分にかけた呪じゆ縛ばくに囚われているな。自分を偽いつわらなければ受け入れられないと思っているのか？　だが、偽っていれば本当の居場所は手に入らないぞ」

「何のことでしょう？」

　胸がドキドキする。このオッサン、何が見えるんだ。

　正宗がにやりと笑う。

「そのうえ女じよ難なんの相か……大変だな」

　そう言うと、正宗は静かに扉を閉めた。

「女難……？」

　櫂はちらりと隣にいるリアを見た。

「それは当たってるな」

「何？　何か言った？　お腹すいた！」

「はいはい」

　櫂は苦笑した。

　鞄には形代の入った封筒。それは軽かったが、とても頼もしく感じられた。







　　　　　■幕間４■




　鍛たん錬れんにつぐ鍛錬――そして実戦。

　どんどん自分の能力が高まるのがわかる。

　やはり、自分は適性がある。

　もっともっと怯おびえるがいい。

　なぜ蜂に襲われるのか、考えるがいい。

　自分を殺したいほど憎んでいる人間がいることを嚙かみしめろ。

　そのうち、おまえは夜も眠れなくなる。いつも背後を気にするようになる。

　おまえに安あん寧ねいの地など、この世のどこにもない。私がいる限り。

　間もなく私の望みは叶かなうだろう。

　もし、それを邪魔する者がいるなら、無関係の人間でも容赦はしない。

　速すみやかに排除してやる。
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「おいし――――！　櫂かいのカレーは本当に美お味いしい！　スパイスがきいてるのに辛からすぎないなんて！　いくらでも食べられる！　ジャガイモがほっこほこだ～」

「……お誉ほめいただいて光こう栄えいだが、こぼれてるぞ。ほら、だからそこ！　肘ひじをつくんじゃねええええええ!!」

　櫂は慌あわててふきんを持ってテーブルにダイブした。

　リアの服にカレーがつく前にさっと拭ふき取とる。

「すご―――い！　素早い！」

　感心したリアの手元から、カレーがまた落ちる。

「だから、言ってるそばからボロボロ落とすなっての！」

「うわあ、ほんとだ」

「スプーンを振り回すなああああああ!!」

　たかだか夕食にカレーを食べるというのが、こんなに大変だったとは……子育て中の人を尊そん敬けいせずにはいられない。一いつ時ときの油ゆ断だんもできない。

　一気にラッシーを飲み干し、櫂はげっそりしながら食器を流しに運んだ。

「お腹なかいっぱ―――い」

　リアが満足げにソファに寝転がる。

「おまえ、あんなことがあったっていうのに余裕だな」

　食器を洗いながら、櫂は半なかば嫌みで言った。

「余裕って？」

「黒くろ魔ま術じゆつ師しと戦うんだろ？　怖くないのか？」

「そういうのは覚悟してるよ。魔術師になった段階で」

「みんなそうなのか？」

「人によるんじゃない？　みんな魔術を極きわめる目標が違うもの。私は魔術師でも武ぶ闘とう派はだから」

　リアの表情が変わった。それまでのくつろいだ表情がかき消え、一人の戦士がそこにいた。

「私は復ふく讐しゆうのために魔術師の道を選んだ。私が最も力を発はつ揮きできる道をね」

　リアがちらっと視線をテーブルに向けた。

　テーブルには封ふう筒とうに入った形かた代しろがある。

「あれってどれくらい効きくのかな……」

「使ってみないことには何とも」

　もし役に立たなかったら、返品のうえ倍返ししてもらおう。

　櫂は密ひそかにそう思った。

「実戦で使ってみるしかないわね。三枚しかないし……」

「あのオッサン、仮にも神しん職しよくについているくせに現げん世せ利り益やくをとことん追及しやがって」

　思い出せば思い出すほど腹立たしい。普通は人助けとかで無料でくれるもんじゃないのか。俺おれたちは学生だぞ。きっちり報ほう酬しゆうを請せい求きゆうしてきやがって世せ知ち辛がらいったらない。

　後でギルティ・ノートに何て書くかな。禿はげろ、水虫になれ、とかかな。

　まあ、いいや。晩飯も食い終わったし、ようやくくつろぎのお一人様タイムだ。

「じゃあ、俺は自分の部屋に行くから」

　櫂は上じよう機き嫌げんでモカをいれた。

　カップを手に自分の部屋に入った瞬間、櫂はふっと肩かたの力が抜けるのを感じた。

「ああ……久しぶりだ……このくつろぎの時間……」

　櫂はうっとりと自由をかみしめた。

　コーヒーを飲み干すと、櫂はガラス棚だなの戸を開けた。

　そこには横倒しになった透明な瓶びんがある。その中には誇ほこらしげに帆ほを広げた船が入っていた。

　いわゆるボトルシップというやつだ。

　櫂は小学生の頃テレビで見て、その緻ち密みつで優ゆう雅がな作品作りに魅みせられた。

　折りたたんで小さな瓶の口から入れられた船が、瓶の中で大きく帆を広げる様に心が躍った。

　もとより、プラモデルを作るのが好きだった櫂は、中学生になると初心者用のキットを注文した。飾かざってあるのは記念すべき第一作だ。

　櫂がそっと引き出したのは、一抱えもある箱だ。

　テーブルにまず薄い板を敷しき、箱を開けると中から工具を取りだした。

　船体は吃きつ水すい線せんのところで上下に分けて瓶に入れる。現在、上部の組み立て途中だ。

　櫂は時計を見た。そうだな。一時間くらいか。

　櫂はタイマーをセットし、ヘッドホンをつけた。耳元から優雅なメロディが流れてくる。そうだな、今日はシベリウスの気分だ。

　櫂は船体の枠わくに小さな柵さくをつけていく作業にとりかかった。

　あらかじめ細かく切った竹ひごをピンセットでつまみ、一つ一つ丁てい寧ねいにつけていく作業だ。細部に手をかけてこそ、完成度が上がる。

　櫂は手を抜くことなく、均等につけていった。

　しばらくすると、耳から音が消え去っていく。

　余計な雑ざつ念ねんが全部消えていく――。

　トントンと肩を叩たたかれ、櫂はぎょっとして振り返った。

　背後にいたのは、赤い顔をしたリアだ。

「うわあっ!!」

　完全に油断していた櫂は、ヘッドホンを投げ捨てた。

「なっ、なんだよ、おまえ！　勝手に部屋に入ってくんな！」

　驚おどろきのあまり叫ぶと、リアが悲しそうにすんと鼻をすすりあげた。

「だって……ノックしても呼んでも返事がないもの」

「ああ……」

　櫂は床に転がったヘッドホンを見た。大音量で聞いていたからな。

「それ、なあに。素す敵てき……船を作ってるの？」

　リアがよろよろとテーブルに近寄ってきたので、櫂は慌ててドアの方へ押し戻した。

　この天然クラッシャー女をボトルシップに近づけるわけにはいかない！

「何でもないから！」

　ぐっとつかんだ肩の熱さに、櫂は驚いた。

「おまえ、熱があるんじゃないのか？」

「そうなの。ふらふらするから、櫂を探してて……」

「わかった！　とりあえず、部屋に行け。ベッドで横になれ。アイスノンと白さ湯ゆを持っていくから。解げ熱ねつ剤ざいは？」

「大丈夫……。疲れが出ただけだと思うから、寝たらなおる……」

「そうか、今日も色々あったからな」

　リアがこくんと頷うなずく。しんどそうだが、なぜか嬉うれしそうだ。

「じゃあ、ベッドに行くね……」

　リアがよろよろと部屋を出て行く。かなりつらそうだ。

　元気いっぱいかと思いきや、急に体調が悪くなるからびっくりする。厄やつ介かいな呪のろいだな。

　櫂はふうっと大きく息を吐はいた。

　それにしても、リアが部屋に入ってくるとは。ここは自分だけの聖せい域いきだと思っていたんだが。

「鍵かぎをつけてもらったほうがいいかな……」

　唯ゆい一いつの楽しみを邪じや魔まされ、櫂は深くため息をついた。
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　翌朝、櫂は寝坊してしまった。

「うわあああああ!!　目覚ましが止まってる―――――――!!」

　慌ただしく食パンを口に押し込み、いつもどおりリアを叩き起こし、朝食を食べさせ、登校の準備を整え、櫂は朝からぐったりしながらマンションを出た。

　寝過ごすなんて中学以来だ。やっぱり俺、疲れているんだな……。

「ほら、リア、行くぞ」

「うん！」

　リアと一緒にマンションを出ると、待ち構えていたらしい男性たちが通りをうろうろしていた。目当てはリアか。

　黒魔術師に狙ねらわれてるときに紛まぎらわしい。敵があの中に交じってたらどうするんだ。

「この近辺に犯人がいる可能性が高いんだよな？」

「そうね……初心者っぽいから、あまり遠くからの攻撃はできないし、土と地ち勘かんがあると思う。扇おうぎ町まちに何らかの関係がある人物ね」

　リアがぽつんと言った。

「本当にすごい術者は海の向こうからでも攻撃できるけどね」

「そうなのか……」

「並外れた集中力だよねー。海を渡って外国の土地、人をリアルにイメージしなければいけない。空気を感じ、人の体温を感じ――普通の人間にはまず無理」

「イメージか……」

「そうよ。魔術っていうのは、本来あり得ないことを『あり得る』ことにしなければいけないからね。そのイメージングに魔ま法ほう具ぐや呪じゆ文もんが必要になってくる」

「ああ、なるほど……」

　自分の体で感じた雷の衝しよう撃げき。だからこそ、雷を使いやすいし、使えるようになるのか。

「私はとても標的に対してそんな集中力がもてないから、近きん距きよ離り戦せんばっかり。術への集中でいっぱいいっぱいなんだよね」

「敵の前に身をさらすのか。危険だな……」

「まあね。その分、威い力りよくはあるけど」

「……」

　まっすぐ敵に向かっていく。リアらしい戦い方だな。
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　櫂は学校に着くと、授業が始まる前に図書館に駆け込んだ。目当てはコピー機だ。

「リア、ほら」

　教室に戻ると、櫂は一学期分のノートのコピーを渡した。

「ありがとう」

　新しい教科書は揃そろえたが、ノートのことはすっかり忘れていた。授業に全然ついていっていないリアを見て、急きゆう遽きよコピーしたのだ。

「へえー、白しら石いしくんのノート？」

　クラスメイトの小こ松まつ崎ざき梓あずさが珍めずらしそうに声をかけてきた。

「ああ。リアは半年遅れているから、その分のノートを見せようと思って」

「大変だよねー」

　梓がうんうんと頷く。

　梓はクラスでも目立つ女子だ。なかなか可か愛わいい顔をしているし、高校一年生にしては大人おとなびている。

　明るく染めた髪かみを軽くカールさせているのも、派は手でな顔立ちによく似合っている。

　コミュニケーション能力も高く、明るく気さくなので男子の評判はすこぶるいい。

　ただ、街で派手に遊んでいるとの噂うわさがあり、自分とは違う世界の住人と思っていた櫂はほとんど話したことがなかった。

「白石くんはほんとに優しいし、親切だよね」

「いや……当たり前のことをしているだけだよ」

　誉められても、常に謙けん虚きよに。好感度を保たもつコツだ。櫂はニヤニヤ笑いを堪こらえた。

「ねえ、私も見てもいい？」

　櫂が頷くと、梓はコピーを手に取った。その顔がみるみる感かん嘆たんの色に染まる。

「……すっごくわかりやすい。同じ授業を受けてるとは思えないわ」

「そうなの？」

　梓の言葉に、見守っていた他の女子たちも集まってくる。

「綺き麗れいな字だね。私よりずっと……」

　女子生徒たちが感心したように、櫂のノートのコピーを回し読みしている。

　櫂は優ゆう越えつ感かんを顔に出さず、密かに心の中でガッツポーズをとった。

　きちんと板ばん書しよしていてよかった――――――!!

　女子に囲まれ、誉められる俺。さすが完かん璧ぺき爽さわやかエリート！

「ノートをとらなくても、櫂がいたら安心だね！」

　リアが無む邪じや気きに言ってきたので、櫂はイラッとした。

「バカ！　俺が助けるのは一学期の分だけだよ！　ちゃんと自分で勉強しろ！」

「えー、してるよー」

　リアが目をそらしながら、しれっと言う。

「噓うそつけ、このっ！　おまえが勉強しているところなんか一度も見たことないぞ！」

「櫂が知らないだけだよー、やってるよー」

「てんめ、これで中間テストがグダグダだったら、椅い子すに縛りつけて勉強させるぞ！」

　そのとき櫂は、周囲が静まり返っていることに気付いた。

「あ……」

　家と同じ感覚で怒ど鳴なってしまった。

　一瞬でざ――――っと血の気が引くのがわかった。

　やっべえええええええ!!　やらかした！　まずいぞ！　ごまかせるか!?

　櫂は慌てて笑顔を浮かべたが、周囲の女子の視線はあまりやわらがなかった。

「その……なんだ、自分でノートをとらないと勉強にならないだろ……」

　櫂はもごもごと言い訳した。

　しまった……。つい気を抜いてしまった。リアといると、家と外での区別がつかなくなってくる。

　どうしよう。

「白石くんってこういう人だっけ？」

「もっと温おん厚こうだと思ってたけど」

　ざわめく女子生徒たちを黙だまらせたのはリアだった。

「櫂は優しいよ！　朝だって、起きられない私をベッドから引きずりだしてくれるし！」

「ひ」

「引きずり!?」

　女の子たちの声も裏返る。

　もちろんリアは、女子たちの反応など意に介かいさない。安定の鈍どん感かんっぷりだ。

「制服だって、きちんと着せてくれるし！」

　リアの声が朗ろう々ろうと、静まり返った教室に響き渡る。

「制服を……」

「着せる……」

　教室内がざわめいた。

　周囲から、「ちょっとやりすぎじゃない？」「シスコンか……」「いつも一緒だし」「やっぱりね……」などと不ふ穏おんな言葉が聞こえてくる。

　おいおい、『シスコン疑ぎ惑わく』からダメ押しで『シスコン確定』に格上げじゃねーか！

　どうすんだよ、俺が丹たん念ねんに作り上げてきた完璧なイメージがぶち壊し!!

「おはよう。ちょっといいかな？」

　涼やかな声――振ふり仰あおいだそこには、黒くろ縁ぶちの眼鏡めがねをかけた理知的な顔があった。

　今日も落ち着いた佇たたずまいの深ふか見み香きよう子こだ。

「あっ、委員長」

「リアさんの授業のこと、私も失しつ念ねんしてたわ。できるだけフォローするけど、よかったら放課後ざっと一学期の復習をしてみる？　図書館で」

「ありがたい！」

　委員長に感謝しながら、櫂は話題が替わったことにもホッとした。

「あの……」

　おずおずと声をかけてきたのは、吉よし岡おか美み雪ゆきだった。

　突然声をかけられ、櫂はびくっとした。なんだ？

　美雪が手にした白い袋を差し出した。

「あの……これ、白石くんに」

「え？」

「昨日、カップケーキ食べられなかったでしょ？　スコーンを焼いたんだけど、どうぞ」

「あ、サンキュ」

　櫂は袋を受け取った。

「スコーン……」

　リアがつぶやくと、袋をちらちら見ている。

「あー、ハイハイ。おまえにも分けてやるから！」

　全部食われそうだけどな。

「おまえら、ＳＨＲが始まるぞ、席につけ～」

　駒こま田だ先生の声に、櫂たちは慌てて着席した。
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　放課後、リアと櫂と香子の三人は図書館の自習室で顔を付き合わせていた。

「えーと、この場合、この公式を使うの」

「なるほどねー！」

　香子の説明に、リアがうんうんと頷く。

「何がなるほどだ。おまえ、全然わかってないだろ！」

　櫂はスパンとリアの頭を叩いた。

「白石くん、女の子の頭を叩いちゃダメよ」

「あ、悪い……」

　またやってしまった。なんでこんなに気が緩ゆるんでいるんだ。

　この調子だと、俺が乱暴者だと思われる。今まで培つちかってきた『優しくて頼りになる人』のレッテルがはがれてしまう。やばい！

　櫂は内心焦あせりつつも、いつも通りの爽やかな笑顔を香子に向けた。

「いや、助かったよ、委員長。思ったより、こいつ勉強ができなくて」

「御ご三さん家けには及およばないけど、ウチの高校はこの辺りではトップクラスだからね。編入してきた人は最初大変だと思うわ。でも編入試験は通ってるんだし、大丈夫」

　香子がにこっと笑う。だが、櫂は笑えなかった。

　こいつ、本当に編入試験通ったのか？　親が寄き付ふ金きんを積んだんじゃないのか。

　櫂は粛しゆく々しゆくと勉強しているリアを見つめた。

「あ、もうあっという間に二時間たったね。今日はこれくらいにしておこうか」

　香子がノートを閉じる。

「今日は本当にありがとう」

　リアがぺこりと頭を下げる。

「いいのよ。しばらく放課後に勉強会をしたほうがいいみたいね。結局、今日は数学しかしてないし」

「助かる！　委員長は頭いいし、教え方もうまいし。今度何かお礼するよ」

　櫂は手を合わせた。毎日たった一人でリアの世せ話わをしているのだ。少しでも誰だれかに手伝ってもらえると本当に有あり難がたい。

「いいのよ。じゃあ、私はもうちょっと図書館にいるわ。読みたい雑誌があって」

「ああ。じゃあ、また明日！」

　香子が書しよ架かの方へと歩いていくのを櫂は笑顔で見送った。

「いい人だね～、深見さんって！」

「頼りになるよ、本当に委員長は」

　委員長を決めるとき、学年トップということでクラス全員で香子に押しつけたわけだが、結果的には正しい人選だったとしみじみ思う。

「じゃあ、俺たちは帰るか」

「今日は何を食べようかなー」

　リアがさっそく晩ご飯に思いを馳はせている。

「今日はどこかで食べて帰ろうぜ。毎日自じ炊すいはきつい」

「オッケー。何食べよう何食べよう何食べよう～～～」

　リアが真剣に悩んでいる。

「それくらい熱心に勉強してくれたらな……」

「食後はスコーンね！」

「ああ、吉岡さんにもらったやつのことか」

　櫂はリアの記憶力に驚いた。食い物に関しては本当に忘れないんだな。

　櫂とリアは荷物をまとめると、立ち上がった。

「あ……」

　櫂は動きを止めた。

「どうしたの？」

「いや……」

「何でもない」

　櫂は慌てて足早に出口に向かった。

　書棚の陰に吉岡美雪がいた気がしたのだ。

　見間違い……？

　まあ、彼女が図書館にいても彼女の自由なのだが。

　どうも、いつも見張られているような気がする。登校中もよく会うし、休み時間や放課後も声をかけてくる。

　それでなくとも、最近人から視線を向けられていることが多い。気付かないうちにストレスになっているのだろう。

「もっと心穏やかにしないと……」

　ああ、このままだと俺の完璧爽やかエリート計画が頓とん挫ざしかねない……。

　図書館を出ると、櫂は大きく伸びをした。気持ちを切り替えなきゃな。

　目の前に広がる中庭は、相変わらず人が多い。

「早く何か食べようよ。お腹空すいた！」

　玄げん関かんで立ち止まった櫂をリアがせかす。

「あー、はいはいわかっ……」

　ガシャン！

「……」

　櫂とリアは呆ぼう然ぜんと、足下で粉々になっている鉢はち植うえを見た。

　櫂は慌てて上を見上げた。

　図書館の窓から、さっと消える顔――さらりと揺れたやわらかそうな茶色の髪。

　あれは――。

「大丈夫？」

　誰かが知らせたのだろう。図書館から香子が出て来る。

　気付くと中庭にいた生徒たちが遠巻きにこちらを心配そうに見ている。

「急に鉢植えが落ちてきて……あと数センチずれてたらやばかった……」

　香子の眉まゆが不ふ審しんげに寄せられた。

「鉢植えって……花か壇だんのところの？　誰かが持って行って落としたってこと？」

「たぶん……」

「悪質ね」

　香子がため息をつき、リアを同情の眼まな差ざしで見た。

「転入早々大変だったわね。このこと、担たん任にんに伝えたほうがいいわね」

「ああ……でも、俺たちちょっと行くところがあるから、明日にする」

「私から先に話しておくよ」

　香子が校舎に戻っていくと、櫂はリアを見つめた。

「犯人がわかったかも……」

「えっ」

　リアが驚いて櫂を見る。

「誰？」

「吉岡美雪」

「あのお菓か子しの人？」

　リアにとっては美雪はお菓子をくれる人と認識されているらしい。

「そう。さっき図書館の窓からちらっと見えたんだ」

「でも、なんで？」

「わからん……」

　やっぱり狙いはリアだったのか？　それとも俺？

　美雪絡がらみなら、中学時代からの知り合いの俺の可能性もあるが、リアが転入してくるまでトラブルはなかったわけだから、やはりリアが狙いか。

「おまえ、吉岡さんと何か揉もめた？」

「ううん。櫂と一緒のときしか話したことないし」

「だよな」

　美雪はオーギビルの名前にも反応していた。まさか――蜂はちも美雪の仕し業わざなのか？

　狙いはリアだとすると、その可能性が高い。

「俺の見間違いかもしれないが、とにかく第一容よう疑ぎ者しやだ。明日、手て鏡かがみを向けてみようと思う」

「彼女が魔術師なら、何らかの反応がでるはずよ」

「一応、俺がついてるけど、気をつけろよ」

　リアは自信満々だが、結構鈍どんくさい所があるからな。

「わかってる。もともとアルス・ワイズだもの。狙われるのは覚悟している」

「そうか……」

　魔術師として生きていくのも大変そうだ。

　命のやりとりをする世界――エナの事件は、リアの人生を根こん底ていから変えてしまった。

「今日も行くでしょ、オーギビルに」

「ああ。まだ彼女が犯人とわかったわけじゃないし、あの周辺に事件が集中しているのは確かだからな」

　しょうがない。あの変な血の盟めい約やくとやらを交わしてしまったのだから、こいつの調査に付き合うしかない。あまり関わりたくないんだがな。
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　オーギビルの九階は今日も賑にぎわっていた。

　女性たちの楽しそうなざわめきに包まれて、疲つかれ気ぎ味みの櫂はぐったりした。

　あー、早く家に帰りたい。なんて騒々しいんだよ。

「あれー？　白石くんとリアちゃん！」

　いきなり声をかけられ、驚いて振り返るとクラスメイトの小松崎梓が立っていた。

　明るい色の巻き髪に、くっきりした顔立ち。

　梓は外で会っても、ハッと目を引く大人びた華やかさがある。

「偶然だね～」

「なんで小松崎さんがここに？」

「友達と待ち合わせ。ここのネイルショップに行ってるの」

「小松崎さん、オーギビルにはよく来るの？」

　櫂の言葉に、梓が目を見開いた。

「私？　小学校の頃から通ってるよ～。地元だもん」

「そうなんだ！」

　家から近いという理由で志望校を選ぶ子も多い。クラスにも香子以外に地元出身の子がいてもおかしくない。

「何か最近、オーギビルでトラブルがあったって話聞いてる？」

「ああ、なんか蜂が出たとか……なんで九階なんだろうね。巣があるのかな？」

　梓が不ふ思し議ぎそうに首を傾かしげている。

「それ以前は特に何もなかった？」

「う――ん、トラブルってなんかあったかな～」

　梓が悩んでいる。

　確かに楽しそうな女性たちを見ると、大きなトラブルが最近あったとは考えにくい。

「ごめん、いいんだ」

「そう？　じゃあ、また明日学校でね！」

　手を振った梓がリアの方を見た。

「美味しそうだね。じゃあね！」

　梓の言葉に櫂が慌ててリアを見ると、リアは美雪からもらったスコーンをもぐもぐ食べていた。

「……おまえ、何立ち食いしてるんだよ」

　櫂はリアのほっぺをぎゅううううっとつねった。

「いひゃいよ！」

　リアが抗こう議ぎし、櫂の手をぺしりと叩いた。

「お腹空いたんだもん……櫂、スコーンを分けてくれるって……」

「おまえ、全部食べてるんじゃねーか！」

　袋はすっかり空からになっている。

「立ち食いなんて恥ずかしい！　俺の躾しつけがなってないと思われる！」

　周囲の視線に、櫂は顔から火が出そうになった。

「まったく！　じゃあ、今日は平和そうだから、そろそろ行くか」

　櫂がそう言ったときだった。

　ブン……ッ。

　不吉な羽は音おとが耳に届く。

「う……わっ……」

　櫂は息を飲んだ。

　突然現れた蜂の一群が、フロアを牛ぎゆう耳じるように禍まが々まがしく羽ばたいていた。

　以前より蜂が一回り以上大きくなっている。今ならリアの、『あの蜂は生せい物ぶつではなく呪じゆ物ぶつ』という言葉がすんなり耳に入る。

　自然界でこんなに大きいスズメバチがいるはずがない。

「ひっ……」

　押し殺した悲ひ鳴めいが上がる。

　足を竦すくませ、立ち尽くしているのは女子高校生四人組だった。

　今、まさにバレエ教室に入ろうとしているところだが、蜂の一群に動けない。

　蜂たちが一斉に動き出した。

　少女たちに向かって。

「キャ――――ッ！」

　凄すさまじい悲鳴が上がる。

「リアっ！」

　リアが鞄かばんから出した黒い魔術師のマントを素早く羽は織おった。

　気け配はいを感じたのか、蜂の一群がリアに向かっていく。

　リアがすかさず三枚の形代に息を吹きかけ、空中に放った。

　手に入れた形代を全部使い切るのか――出し惜しみをしないのがリアらしい。

　真っ白い形代が整然とリアの周りを取り囲む。

　すぐさま、取り囲んだ白い形代たちにじわりと黒い色がにじむ。

　ふうっとリアが大きく息を吐いた。

　その頰ほおには赤みがさしている。

　呪いが移ったのか――？

　すっとリアが右手を高々と上げた。中指にはめた指ゆび輪わが煌きらめく。

「魂たましいの雷いかずちよ、心の雷よ、天の雷よ、時の雷よ――」

　ビリビリとリアの周りに火花が集まってくる。

　だが、彼女は撃とうとせず、じっと手を挙げたままだ。

「無む垢くな褥しとねに眠れし雷よ、我が腕かいなに宿れ――」

　ビリビリと空気が振動するのがわかった。呼こ応おうするかのように、櫂の全身に、痺しびれにも似た衝しよう撃げきが駆け巡る。

「ぐっ……」

　リアの腕を包むように光が渦うず巻まいている。

　パワーをチャージしているのか？

　見つめていた櫂はハッとした。

　リアの周りに浮かんでいる形代の色が、ほとんど真っ黒になってきている。

「リア！　もうもたない！」

「天空の破壊者よ、翼を持って空を駆れ――暗黒を刺さし貫つらぬけ!!」

　雷らい鳴めいが轟とどろき、雷撃が走った。

　同時に、櫂の体にも激しい電流が流れる。

　その衝撃に櫂は思わず目をつむり、耳を塞ふさいだ。

　櫂が目を開けたときには、黒こげになった蜂たちがボトリボトリと床に落ちているところだった。

　蜂たちの残ざん骸がいが、淡あわ雪ゆきのように床に触れた瞬間消えていく。

「すっげ……」

　呪いが解除されたときの別人のようなリアに驚いた。

　これが雷らい神じんトールの名で呼ばれる所以ゆえんの力か。

　リアはさっとマントを脱ぐと、何事もなかったかのように、へたりこんでいる女の子たちに歩み寄った。

「大丈夫？」

　同い年くらいの女の子たちは真っ青だ。

「なんで蜂が……」

　髪をポニーテールにした少女が、唇くちびるをふるわせている。

「あなた、何か心当たりはある？」

　リアが話しかけると、少女はびくっとし、立ち上がると走っていった。

「あ……」

「ちょっと、千ち紗さ！」

「待ってよ！」

　他の女の子たちも慌てて彼女の後を追う。

「……追わないのか？」

「また、ここに来れば会えるわ」

　リアが落ちていたトートバッグを拾った。

「あの子の落とし物ね」

　リアがためらわずにバッグの中を見た。

　そこに入っていたのは、レオタード、バレエシューズ。

「……バレエ教室の子か」

　道理ですらっとしているわけだ。

「あの子たち、一昨日おとといのエレベーターで一緒になった子だな」

　こちらを見て、にやにやこそこそしていた女の子たち。いい印象はない。

　確かに全員、細くてすらっとしていたが、バレエをやっていたのなら納なつ得とくだ。

「……ノートも入ってるな。熊くま谷がい千紗って名前みたいだな」

　聞いたことのない名前だ。そもそも泉せん華か女じよ子し高校に知り合いなどいない。

「蜂たちはまっすぐあの子たちに向かっていったわね」

「じゃあ、あの子たちが標的か？」

「たぶん」

　リアが狙いではなかったのか？　では美雪はオーギビルの事件に関係ないのか？　それとも熊谷千紗と何か繋つながりがあるのか？

　櫂は混乱してきた。ダメだ。まだ事件の狙いがよくわからない。

「それと……」

　リアがじっと考え込んでいる。

「なんだ？」

「呪物の強大化、それにコントロール……初めてのときより格段に能力が進化している」

「？　ああ、確かに蜂はでかくなったな。それがどうかしたのか？」

「ゆっくり脅おどかして、怯おびえさせるのが目的なのかもしれないけれど、もし初心者がこの短期間で実戦を経へて、格段に能力を向上させているとしたら……」

「したら？」

「このままじゃ、あの子たちを助けられないかもしれない」

「おまえがかなわないってこと？」

「呪いの制限がある限りね」

　リアが悔くやしそうな表情になった。

「形代、もうないわね……」

「あの神かん主ぬしのところに行かなきゃな」

　櫂はエリカに電話をするため、携けい帯たい電でん話わを取りだした。
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　翌朝――。

「白石、何か落としたぞ」

　教室に入って席に着くと、クラスメイトの三み谷たにが声をかけてきた。

「え？」

「ほら、これ……えっ！　中なか原はらまゆり？　ナデシコの!?」

　三谷の声に、教室にいたクラスメイトたちが視線を向けてくる。

　三谷が持っているのは、昨日エリカが櫂のリクエストに応こたえてどっさり持って帰ってきてくれたナデシコグッズの一つ、生写真だった。

「えっ……おまえ、アイドル好きだったの？」

　驚いてこちらを見ている三谷の手から、写真をひったくる。

「ち、違う！」

　放課後、形代と引き替えにするために、学校に持ってきたのが仇あだになった。

　家に置いておいて、一いつ旦たん取りに帰ればよかった――そう思ったが、後の祭りだ。

　そして、三谷が櫂のサブバッグに目をやった。

　黒いバッグはパンパンに膨ふくれあがっている。もちろん、中身はナデシコグッズだ。

「もしかして、その鞄の中って……」

　櫂はぎくっとしてしまった。

「ち、違う、これは……」

　まさかアイドルグッズが見つかると思っていなかった櫂は、しどろもどろになった。

「これは？」

「人にあげるものなんだ！」

　本当のことだ。

　だが、クラスメイトたちは誰もが猜さい疑ぎの目で櫂を見ていた。

　だらだらと嫌な汗が流れる。自分で言っていて、言い訳がましい。

　クラスメイトたちがひそひそと話し始める。その内容が櫂には容よう易いに想像できた。

「あ、ああ、そうか……おまえのじゃ……ないんだな」

　三谷が憐あわれみの視線を向けてくる。

「そんなにムキになって隠さなくても……。高校生でアイドルが好きって変じゃないし。ナデシコ、今人気あるし」

「だから、俺のじゃないって！」

　勢いよく立ち上がった瞬間、足に鞄が当たって倒れた。

「あ――」

　無理矢理つめこみ過ぎてパンパンになった鞄のホックが引きちぎれるのを、櫂はスローモーションで見ていた。

　櫂と世界の時間がリンクした瞬間――。

　ザバ――――ッと鞄の中身が床にこぼれた。

　ポーズをつけたミニスカートのナデシコメンバーの写真、ポスター、シールなどが床に広がっていく。

　教室はしん、と静まり返った。

　そして、「アイドル……オタク？」「あの白石くんが？」「シスコンだし……どうなってるの？」というざわめきが耳に飛び込んできた。

　櫂は頭の中が真っ白になってしまい、凍りついた。

　その間もざわめきは広がっていく。

「学校にあんなに持ってくるなんて……」「かなりのオタクだよね」「やだ……」「なんかイメージと違うね」などなど、どれも櫂の心をえぐるような言葉ばかりだ。

　数秒だったが、体感としては何時間にも感じた。

　ようやく櫂はグッズを鞄にかきこむと、一言も発さず廊ろう下かに出た。

　すたすた一番端はしまで歩く。

　壁かべのどん詰まりまで来ると、櫂は額ひたいを壁にぐりぐり押し当てた。

　ああもう、世界の果てにゆきたい。誰もいない所に行きたい。ギルティ・ノートに書き込む気力すらない……。

「は―――――――あ」

　深い深いため息をついた櫂の背に、明るい声がかけられた。

「あ、櫂……」

　トイレに行っていたらしいリアとばったり会う。

　リアの顔色が朝から悪い。昨日の戦いの疲れがとれないようだ。

　リアがふらっと体勢を崩くずしかける。

　櫂は慌てて支えた。また貧ひん血けつか。今日の晩ご飯はレバーにするか。

「どうしたの、鞄を抱えて。ん？　涙なみだ目めじゃない？」

「みんなに誤ご解かいされた……。俺はアイドルなんか好きじゃないのに！」

　櫂が抱えている鞄に目をやり、リアは頷いた。

「ああ、グッズのこと？　じゃあ、私がみんなに誤解です！　って言ってこようか？　これは人にあげるために学校に持ってきたって……」

「逆効果になりそうだから、いい……」

「そう……？」

　リアがぽんと肩を叩いてきた。

「人の評判なんか、どうでもいいじゃない」

「おまえな……俺がどれだけ苦労して今の居場所を手に入れたか……」

　櫂は頭を抱えた。

　嫌な記憶が蘇よみがえってくる。

　蔑さげすみの目と、こちらを傷つけるために放たれるナイフのような言葉。

　――ほんと、おまえって最悪。

　――顔を見ると気分悪いわ。学校に来るなよ。

　櫂は耳を塞ぎたくなった。忘れようとしても、泥どろのようにこびりついて離れない苦い記憶。

　荒すさんでいた中学時代の自分を上書きするため、いつもにこやかに人に親切にして、

『頼りになるマジメで優しい人』という地位を築きずいたのに。

　女の子に怒鳴る乱らん暴ぼう者ものと思われ、あろうことか、義妹に服を着せたがるシスコンで、大量にグッズを持ち歩く重度のアイドルオタクと認定された。

「……」

　櫂はやりきれない思いで、言葉を詰まらせた。

「白石くん」

　香子が声をかけてきた。さっきの騒ぎも見ていただろうが、特にいつもと変わらない態度なのは有り難い。

「今日のクラス委員会なんだけど……」

「あ……」

　すっかり忘れていた。

「ごめん、急用ができちゃって行けないんだ」

「わかった。じゃあ、私から言っておくね」

「悪い」

　櫂は情けない気分で手を合わせた。

　委員会をサボるなんて。そもそも存在を忘れるなんて。

「それから、現国の先生が、まだ読書感想文が提出されてないって言ってたけど……」

「あっ！」

　宿題が出ていたのをすっかり忘れていた。

「明日、絶対提出する！」

「珍しいね、白石くんが宿題を忘れるなんて」

　最近、リアとあの事件のせいで、すっかりペースが乱されている。

「くっそ……」

　香子がいなくなると、櫂はうめいた。

　俺の理想の生活が遠ざかっていく。完璧なはずの学校生活が今や風ふう前ぜんの灯ともし火びだ。
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　高校入学以来、初めての針はりのむしろを味わい、櫂は授業が終わると逃げるように校舎を出た。

　校門を出ようとした櫂はぎくりとした。

　吉岡美雪が待ち構えるかのように立っていたのだ。

　ただ立っているだけではない。上うわ目め遣づかいで見てくる表情は暗く、いつもと明らかに様子が違う。

　櫂はごくりと唾つばを飲んだ。

　なんだ、この禍々しいオーラは……。

　そのとき、櫂はハッとした。

　そうだ、手鏡！　美雪が魔術師かどうか確かめようと思っていたのに、朝の騒ぎですっかり忘れていた。

　美雪がゆっくり口を開いた。

「……中原まゆりが好きなの？」

「えっ」

　櫂は一瞬絶ぜつ句くした。そして、言葉の意味をようやく理解した。

「ち、違うよ。あれは知り合いに頼まれたものなんだ」

「ふーん」

　まるで信じてないような眼差しで美雪はこちらを見ると、さっときびすを返して出て行った。

「な、なんだあれ……」

　いつも大人しかった美雪の豹ひよう変へんぶりに、櫂はじっとり冷や汗をかいていた。

「そうだ、手鏡！」

　櫂は制服のポケットに手をやった。

「あれ……？」

　櫂は慌ててポケットを探った。そこにあるはずの重みがない。

　制服のポケットにいれていた手鏡がなくなっている。

　落としたのか？　それとも盗ぬすまれた？

「リア」

　櫂は仕方なく、リアに手鏡がなくなったことを伝えた。

「ええ――――っ！　あれ、貴き重ちようなものなのに！」

「すまん。いつなくなったのかわからない。落としたのか、それとも体育の授業のときに盗まれたのか……。とりあえず、学校には落とし物がなかったか、届けておくよ」

　だが、おそらく出てこないだろう。

　もし誰かが盗んだとしたら、金目のものだと思ったのか？　それとも、あれが魔法具だと知っているのか？

　今まで、学校で盗とう難なん騒ぎなどなかった。このタイミングで魔法具の鏡を盗まれるって偶然なのか？

「しょうがないね。あれがあれば役に立つと思ったんだけど」

「悪かった……」

　俺の管理ミスだ。

「いいよ」

　リアがあまり気にしていないのが救いか。

　もし校内で盗まれたなら学校関係者の可能性が高いが、今度の事件に関係しているのか、全然別件なのか。

　もやもやする。俺たちの周りでトラブルが多すぎる。

　俺の周りにいつもいて、俺を観察している美雪。彼女は事件に関係あるのか？　それとも単に――。

「あいつ、俺のことが好きなのかな……」

「好きかどうかはわからないけど、執しゆう着ちやくはあるみたいね」

「執着……」

　嫌な響きだ。だから、リアに嫌がらせをするのか？　それにしては手段が過か激げきだが。

　美雪のことは中学時代から知っているが、あんなに怖い一面があるとは思わなかった。

「さて、行くか。あの神主を喜ばせに」

　気持ちを切り替えるように、櫂は殊こと更さら力強く言った。
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「おお――――――、確かに！」

　直じき筆ひつサイン入り色しき紙しを正まさ宗むねは嬉しそうに掲かかげた。

　がっちり体たい型けいの神主は、今にもスキップしそうだ。

「とりあえず、もらえそうなグッズは全部もらってきたから」

　鞄の中身を机の上に積み上げる。

「うんうん、レアなものばっかりだな」

　グッズを見て満足そうに正宗が頷く。

「できればもっとまゆりちゃんのグッズが多いと良かったんだが……」

「まゆり？」

「中原まゆり。十六歳。射手座のＡ型。リーダーだぞ」

「あ、そう……」

　四人いるが、どれが誰だか区別がつかない。ぼんやりと黒髪ストレートの女の子たちの輪りん郭かくが浮かぶだけだ。

「少年、もしかしてナデシコのメンバーのことを知らないのでは？」

「……」

　メンバーどころか女の子四人組アイドルグループということしか知らない。

「メンバーは、中原まゆり、出で島じま椿つばき、柴しば田た須す美み礼れ、小こ塚づか咲さく良らの四人。気付いたと思うが、メンバーの頭かしら文も字じをとって『ナデシコ』！」

　頼んでもいないのに、正宗が勝手に説明を始めた。

「へえ……」

　全然気付かなかった。

「また、全員の名前に花の名前が入っていることからつけられたとも言われている」

「あ、ああ、そう……」

「良かったな、少年！　これできみも大事な知識が増えた！」

　この世で一番どうでもいい情報の一つだな。

　神しん妙みように頷きながら、櫂は思った。一方的に知識を披ひ露ろうした正宗は満足げだ。

「まあ、今からファンクラブに入っても、私のような特別プレミアム会員になるには長い時間がかかると思うが」

　そんなものに入会する気はない。

　いい加か減げんうっとうしくなって、櫂は催さい促そくした。

「じゃあ、約束のものを」

「うん、用意してあるぞ。中を確かめてみなさい」

　渡されたのは一通の茶封筒だ。

　中を開けると、形代がみっしり入っていた。

「言っておくが、すごく大変だったんだからな！」

　正宗がごほんと咳せき払ばらいした。

「一つ一つ、お祓はらいをし、念を入れ――徹てつ夜やだったんだからな！」

「ありがとうございます」

　櫂はさっそく形代を数えた。

「確かに十枚受け取りました！」

「しばらくはこんなしんどいこと、ごめんだからな！」

　正宗がちらっとリアを見た。

「まあ、ナデシコと直接会わせてくれるとかだったら、考えんでもない……」

　こいつ……足下見やがって。

　櫂は顔がひきつるのを感じたが、笑顔を作った。

「そうですねー。また考えておきます。あまり神主に無理させるのも申し訳ないんで！」

　形代を手に入れた櫂は、さっさと出て行った。

　社しや務む所しよを出ると、櫂は舌打ちした。

「ったく。商売っけ丸出しだな。でも、これで安心して戦えるな」

「うん！」

　リアも嬉しそうに頷く。さすがに十枚は心強い。

「バレエ教室に行くか」

「そうね。あの子たちは何か知っているだろうし」

　標的がはっきりしているということは、犯人と何らかの因いん果が関係があるのだろう。
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　リアと櫂はオーギビルの九階にあるバレエ教室に行った。

　もうレッスンは始まっているようで、教室に入る者は誰もいない。

　櫂は昨日拾った忘れ物のバッグを受付に持って行った。

「こんにちは」

　受付の女性は、二十代半ばくらいの綺麗な人だった。

　すらりとしていて、髪を後ろでひとまとめにしている。おそらく、この人もバレエ経験者なのだろう。

「昨日、こちらのバレエ教室の人が落としていったんですけど」

　トートバッグを差し出すと、女性は驚いたように受け取った。

「あら――これ、千紗ちゃんのだわ。ちょっと中を確認させてもらいますね」

　女性が中を改める。

「……確かに、バレエ関係の荷物ですね。今日来ている生徒さんの物だと思います」

「渡しておいていただけますか？」

「ええ」

　受付の女性が困ったように、奥のレッスン室の方に目を向けた。

「今、ちょうどレッスン中なんです。後から彼女に連絡させますので、お名前と連絡先を教えていただけますか？」

「白石櫂です」

　櫂が電話番号を伝えている間も、受付の女性はちらちらと櫂の背後にいるリアに目を向けていた。

　豪ごう奢しやな金髪の少女が気になるのは皆同じだ。

　連絡先を伝え終えた櫂は外に出た。

「どうする？」

「今日レッスンに来ているなら会えるってことね。待ちましょう」

　リアがフロアに置かれたソファに腰掛ける。

「じゃ、私ダブルチョコカスタードクリームストロベリークリーム……」

「何の呪文だ」

「そうじゃなくて、ドーナツを買ってきてって言ってるの。腹が減っては戦ができぬって言うでしょ！」

「はいはい……」

「私が見張ってるから！」

　リアを一人にするのは心配だったが、まだレッスンは終わらないだろうし。

　櫂は一階のドーナツショップに行って、ドーナツとドリンクを買って九階に上がった。

　九階って飲食ＯＫだったっけ……。

　そんなことを考えているうちに、エレベーターは九階についた。

「きゃああああああ!!」

　エレベーターのドアが開いた瞬間、修しゆ羅ら場ばと化しているフロアが目に入った。

　フロアを埋め尽くす蜂の大群にみんな逃にげ惑まどっている。悲鳴につぐ悲鳴。不ぶ気き味みな羽音がそれに重なり、不ふ協きよう和わ音おんを奏かなでる。

「なんだこれ……」

　櫂はいつの間にか荷物を取り落としていた。

　リアは大丈夫なのか？

「リア!!」

　バレエ教室の前へと走った櫂に、蜂が凄まじいスピードで迫せまってくる。

「うわっ！」

　思わず悲鳴を上げたとき、金色の髪を揺らせ、リアが飛び込んでくるのが見えた。背後に広がるのは闇やみのような漆しつ黒こくの魔術師のマント。戦闘態勢だ。

　リアが櫂を抱きかかえるようにして、蜂から遠ざける。

　床に転がった櫂を守るように、リアが蜂の前に立ちふさがった。

「暗黒を刺し貫け!!」

　リアの声とともに、轟ごう音おんが耳をつんざく。凄まじい閃せん光こうに目が開けていられない。

「櫂！　大丈夫？」

　リアの声に櫂はようやく目を開けた。

　リアの雷撃が蜂たちを全部撃ち落としていた。リアのそばで、役目を終えた三枚の形代が黒く炭たん化かしたように崩れ落ちていく。

「ああ、助かった……」

　リアがかばってくれなかったら、蜂に襲おそわれていた。

　目の前に迫った蜂の凶きよう悪あくな顔を思い出し、櫂はぞっとした。

「よ、よかった無事で……」

　リアが肩で息をしている。

　形代に呪いを移したとはいえ、かなり消しよう耗もうしているようだ。

「大丈夫ですか!?」

　誰かが呼んだのだろう、救急隊員が駆けてきた。

　うめいている少女たちが運ばれていく。

「僕らは大丈夫ですから」

　櫂は慌てて言った。

「あの子たち、大丈夫かな？」

「刺された子はいないはずだけど……たぶん、ぶつかったり転んだんじゃないかな」

　リアの言葉に櫂は感心した。

　こいつはちゃんとみんなを守ったのだ。俺のことも。

「一応、勝てたけど、この先が問題だな」

「そうね。根本的な対たい処しよ法ほうじゃないし、相手はどんどん強くなっている……」

「神主に払う対価も限りがあるしな」

「術者を倒さなくちゃ」

「でも、誰だ？」

「……つっ！」

　リアが顔をしかめる。

　ブン、とハチが一匹こちらを見ていた。

「魂の雷よ、心の雷よ、天の雷よ、時の雷よ――暗黒を刺し貫け！」

　リアの一声で小さな稲いな妻ずまがハチを切きり裂さいた。

「大丈夫か!?」

「油断したわ」

　リアが顔をしかめる。

「毒どくか……」

　リアが自分の左腕を見る。

「毒!?」

「呪じゆ毒どくね。標的の体を蝕むしばんでいく……」

　左の手首の内側の傷口から、広がるのは黒い模も様よう。炎のようにうねる模様が、腕を締め付けるように広がっていく。

「リア!!」

「大丈夫。この程度なら何とか」

　リアが何事か唱となえながら腕をなでる。

　すると、黒い模様が消えていく。

「……大丈夫か？」

「うん、やっぱりたいしたことない」

　リアが確認するように言った。

「消えた……はず。でも、やっぱり能力が進化していってるわね」

「どんどん強くなっているな……」

　最初は蜂ぐらい、とどこか侮あなどっていた気がする。だが、この急成長を間近で見て、櫂はだんだん恐ろしくなってきた。

　もっとたくさん、強い蜂を出せるようになったら？　街を覆おおうほど――それはリアだけではどうしようもない。

「誰かが効率よく能力を伸ばす手助けをしている可能性もあるわね」

「指し導どう者しやがいるってことか？」

「おそらく。素人しろうとがこれだけ短期間に能力を高めるのは一人じゃ無理。もしかして背後に熟じゆく練れんの魔術師が……そう、ハンドレッド・フェイスがいるのかも」

　リアの瞳ひとみに炎が宿った気がした。

　静かでいて、激しい感情が伝わってくる。

　櫂は思わず息を飲んだ。

　純じゆん粋すいなまでの怒りと憎しみは、リアをより一層美しく見せていた。

　そのとき、見覚えのあるトートバッグを持った少女が歩いてきた。

　すらりと伸びた足、後ろでひとまとめにした髪。

　以前、エレベーター内で笑っていた面おも影かげはなく、頰がこけ顔色は真っ青だ。

「きみ熊谷千紗さんだよね？　大丈夫？」

　櫂が声をかけるとびくっとする。

「誰……？」

「あ、俺、そのバッグを拾った白石っていうんだけど」

　すると、千紗は更に顔をひきつらせた。

「ああ、そう……」

「蜂の騒ぎ大丈夫だった？」

　声をかけると、千紗が早足で歩き出す。まるで逃げるように。

「あなた……誰かに恨うらまれてる？」

「え？」

　いきなりリアに話しかけられて、千紗がびくっとした。

　金色の髪に薄うす紫むらさき色の瞳。等身大の人形のような少女に圧倒されたのか、千紗は足を止めた。

「知らない……」

　そう言うと、今度こそ千紗は走っていってしまった。

「あれってさ、蜂の呪いじゃないのー」

　そんな言葉が背後から聞こえた。

　櫂は思わず振り向いた。

　バレエ教室の前で女の子たちが何やら話し込んでいる。

「どういうこと？」

「えっ……べ、別に」

　いきなり話しかけたので、警けい戒かいされたらしい。

　少女たちの顔がひきつり、後ずさりを始めた。

「いこ！」

　女の子たちが足早に去っていく。

「ちょっと待って！」

　追いすがろうとしたが、この騒ぎで警けい察さつまで来ている。下へ手たをしたら痴ち漢かん扱いされそうだ。

　櫂は追つい跡せきを断念した。

「……このバレエ教室で何かありそうだな」

「そうね。あの子たち、何か知っているみたい。ようやく手掛かりが摑つかめたかも」

　きなくさいことばかりだ。その渦か中ちゆうになぜか自分がいる。

　ほんの少し前まで、穏やかな、ただ前を見るだけの生活をしていたというのに。

　リア――彼女と出会ってからすべてが変わってしまった。

　なんでこんな魔術戦に関わって、探たん偵ていまがいのことをしているんだ俺。

　目の前に迫ってきた、何の感情も見えない蜂の複ふく眼がんを思い出し、櫂はぞっとした。

「おまえ、人を助けるために行動しているのに、俺に危害を加えるのは平気なんだな」

　思わず恨み言が出てしまう。

「危害？」

「盟約を破って協力しなければ、俺は死ぬんだろ？」

　リアがじっと櫂を見ていたが、突然へらっと笑った。

「あれね、冗じよう談だん」

「冗談？」

「ちょっと……大げさに言っちゃった」

　リアがばつが悪そうに言う。

「どういう……」

「血の盟約は結むすんだけど、別に櫂が協力しなくても、死なないから」

「はあ？」

　櫂は呆然とした。

「じゃあ、俺はおまえに騙だまされて……こんな事件に関わったのか！」

「だって……そうでも言わないと協力してくれなさそうだったし」

　リアがちらっと櫂を見た。

「私たち……兄妹だし……一緒に戦えたらって思って……」

　リアの声がどんどん小さくなっていく。

「私はあまり観察力もないし、櫂の力を借りたかったの。それと――」

「だったら、そう頼めばいいだろ！」

　櫂は怒りのあまり、リアの言葉を遮さえぎった。

　まだ状況が理解できない。

　俺はこんなトラブルに関わる必要がなかったのか？

「だって、断られそうだったし」

　リアがおどおどと櫂を見る。

「当たり前だろ！　なんで俺があんな危ない目に！」

「だから、それは私が守るって言ってるでしょ？」

「どうやって？　敵は強くなっていってる。現におまえは今日刺されてたじゃないか！」

「それは……」

　リアがぐっと詰まる。

「だいたい、おまえは呪いってハンデがあるし……どこからそんな自信が出てくるんだよ。考えなしなんだよ！」

　そうだよ。おかげで学校でも、シスコンのアイドルオタク扱いだ。

　せっかく――必死で積み上げてきたものが台無し。何のために知り合いのいない高校に進学までしたんだよ。これじゃ、暗黒時代に逆戻りだ。

　冷たい視線や、投げかけられる嫌いや味み。そんな環境から逃れようと、必死で素すの自分を押し殺して頑張ってきたのに！

　ぐっと櫂は拳こぶしを握にぎった。こいつにずっと振り回されて、俺の生活はめちゃめちゃになった。

　どうしようもない苛いら立だちがわき上がってくる。

　魔術師とか医者とか神主とか、変な奴やつらに関わって！

　しかも、噓をつかれて利用されていたなんて！

「もう……終わりだ」

　そんな言葉が口からもれた。

　もう、櫂は自分が止められなかった。

「え？」

「金こん輪りん際ざいおまえと関わらない！」

「櫂……」

　リアが驚いたように櫂を見つめた。

「もうおまえの面めん倒どうを見るのもごめんだ！　うんざりなんだよ！」

　櫂は思い切り肺はい腑ふの底から声を出した。

　言った瞬間、すうっと体から力が抜けるのがわかった。

　吐き出してすっきりした思いと後こう悔かいが混じり合い、櫂が呆然としていると、リアがうつむいた。

「……ごめんなさい」

　しおれた花のような悲しげな姿に、なぜか心が痛んだ。

「勝手にしろ！」

　そんな自分の感情を振り捨て、櫂はその場を足早に離れた。







　　　　　■幕間５■




　とうとう、私の能力は最終段階まで高められた。

『左手の道』からは、魔ま法ほう円えんの描き方を教わった。強力な魔術には、簡かん易い版ばんデジタル魔法円ではなく、本物が必要というわけだ。

　残念ながら、働き蜂たちでは敵は倒せない。かなり強い魔術師だ。

　この『女王蜂』の力を使うしかない。

　まずは邪魔な敵を排はい除じよする。確実に。

　その後、ゆっくりゆっくりと苦しませながら、止とどめをさしてやる。

　私の人生と希望を粉々に砕くだいたのだ。

　今度は私が砕く番。

　あいつの悲鳴と絶望だけが、壊れかけた私を癒いやす薬。

　所しよ詮せん、汚けがれた道。

　私は揺るがない。この手が血に塗まみれるのも。この身を悪あく魔まに食わせてでも、それでも叶かなえたい願いがあるのだから。
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　翌日――。

　櫂かいは重い足取りで家を出た。

　今日はリアを起こさず、一人で逃げるように家を出た。顔を合わせたくなかった。

「はあ……」

　櫂はため息をついた。言い過ぎたかもしれない。

　だが、散々振り回されて、家でも学校でもトラブルまみれ。挙あげ句くに利用されたのだ。

　怒りと戸と惑まどいが交こう錯さくして考えがまとまらない。

　一番いいのは、仲直りをすることなのだろう。

　でも、今はとてもそんな殊しゆ勝しような気持ちになれない。

　いっそ、父に相談して一人暮らしとか――だが、父と義母は悲しむだろうし、それに俺おれがやりたいのは一人暮らしじゃない。

　どうしたらいいのかわからず、頭の中はめちゃめちゃだ。

　学校が見えてきた瞬しゆん間かん、心しん臓ぞうが跳はねるのがわかった。

　昨日の醜しゆう態たいが浮かんでくる。シスコンのアイドルオタク疑ぎ惑わく。

　みんなの視線が怖かった。

　中学時代と同じだ。行きたくないけど、行かなくてはならない。

　こんな思いをしないよう、これまで頑がん張ばってきたっていうのに……。

「おはよう、白しら石いしくん」

　校舎に入ると、地理の内ない藤とう先生が声をかけてきた。相変わらず朝の早い人だ。

「おはようございます……」

　思わず彼女の顔色を窺うかがってしまう。そこに侮ぶ蔑べつが含まれていないか観かん察さつしたが、いつも通りの笑顔だ。

「どうしたの？　なんか元気ないけど……顔色が悪いよ」

　内藤先生が心配そうに見てくる。

「大丈夫です。ちょっと寝不足で……」

　適当に誤ご魔ま化かし、櫂は教室に向かった。

　彼女はいつもと変わらなかったが、それは櫂の噂うわさを聞いていないだけかもしれない。

　櫂はドキドキしながら、教室のドアを開けた。

「おはよう……」

　どうしても弱々しい声になってしまう。いつものように、潑はつ剌らつとした声が出ない。

「あ、おはよ！　よかった、白石くん！」

　珍しく早朝に小こ松まつ崎ざき梓あずさがいる。櫂を見ると立ち上がって手を振った。

「ねーねー、グラマーでわからないとこあるんだけど！」

「え、どれどれ？」

　宿題を忘れたショックが大きく、昨日はあれほど落ち込んだにもかかわらず、きちんと予習はしていた。

「ねー、これってどっちが正解？　私、今日当たるんだ」

　グラマーは持ち回りで当てられる。自分がやらなくてはいけない範はん囲いがあらかじめわかるが、その分きちんとできていないと厳きびしく怒られる。

「えーっとね、これはよく間違えるパターンなんだけど……」

　櫂が説明すると、梓が目を輝かがやかせた。

「なるほどー。ありがとう！　一時間目がグラマーだから、心配で早く来たんだよねー」

「これで大丈夫だよ」

　櫂はいつも通り穏やかに微笑ほほえんでいることに気付いた。

　……あれ？

　教室内を見回してもいつもと変わりない。櫂を冷ややかに見つめるクラスメイトはいなかった。

　櫂は自分の席に着きながら、首をひねった。

　おかしい……。昨日の騒ぎを忘れるわけはないだろうし。

「おはよう、白石」

　いきなり声をかけられ、櫂は慌あわてて顔を上げた。

　前の席の三み谷たにがこちらを見ていた。

「お、おはよう」

「俺、『スカイ・ゲート』クリアしたわ」

「そうなんだ！　おめでとう」

　三谷が毎日コツコツプレイしていたＲＰＧだ。

「なかなか楽しかった。色々教えてくれてサンキュ」

「いいんだ」

「ようやく積みゲーにも手を出せるよ」

　三谷が席に着いた。

「でさ、『コンプリケイテッド・フロンティア』を始めようと思うんだけど、おまえウチに見に来ない？」

「え？」

　櫂は驚おどろいて三谷を見た。今まで毎日のようにゲームの話をしていたが、学校外で誘さそわれたことはなかった。

「謎なぞ解とき要素が面めん倒どうそうでさ。おまえがいたら、サクサク進むかなって。協力プレイもできるし」

「う、うん……あれは俺もやってみたくて……」

「そっか、よかった！　日曜日は空あいてる？」

「え？　あっ、ああ、空いてる！」

「じゃあ、俺ん家ちに来いよ。扇おうぎ町まちから五駅だから、家からも近いだろ？」

「うん……」

　櫂は戸惑いながら頷うなずいた。

　……なんだ？　ことごとく俺の予想に反したことが起こる。

　避さけられるどころか、みんな近づいてくるんだが。

　櫂は落ち着かない気分で教室を見回した。

「トイレいってくるわ」

　とりあえず、廊ろう下かで頭を冷やそうと櫂は教室を出た。

　ようやく一人になれたと思った瞬間、クラスメイトの羽は根ね木ぎが笑顔で近づいてきた。

「白石くん！　よかった、昨日はすぐ帰ったから声がかけられなくて」

　櫂は満面の笑みを浮かべている羽根木を、曖あい昧まいな笑顔で見た。

　羽根木はいわゆるアイドルオタクで、櫂は挨あい拶さつくらいしかしたことがない。

「白石くんがまさかナデシコのファンとは思わなくて！　もっと早く話したかったよ！」

　櫂は眉まゆ根ねが寄るのを堪こらえた。

　羽根木はすっかり『同どう志し』気分のようだ。

　違う。俺は本当に違うんだ。オタクでもアイドル好きでもないんだ。

「いや、あれはさ、ちょっとした行き違いというか……」

「すっごいグッズの量だったね！　ちらっと見えたけど、かなりレアな写真とかプレス用のパンフとかあったんじゃない？」

「あ、ああ……」

　羽根木の勢いに押され、櫂は頷いた。

「すごいね、何かコネがあるの？」

「ああ、まあ……」

「実は俺も！　俺の従姉いとこの同級生が中なか原はらまゆりなんだよ！」

「えっ……」

「俺は椿つばきちゃんのファンだから、ちょっと残念だけど、プライベートショットとかたまにもらえるんだ」

　羽根木が自じ慢まんそうに言う。

　本来なら、櫂が鼻にも引っかけない情報だが、中原まゆり絡がらみとなっては別だ。

「その……中原まゆりの写真とか、もらえるの？」

「興きよう味みある？」

　のってきた櫂に、してやったりと羽根木が笑う。

「同じナデシコファンとして、情報交換したりしない？」

　思わず頷きそうになった櫂だが、ハッとした。

　もう俺はリアに関わらないと決めたじゃないか。あの神かん主ぬしと交こう渉しようする必要もない。

「俺、いいや……」

「え？」

　羽根木が不ふ思し議ぎそうに見てきたが、櫂はその場を足早に離れた。

「きゃっ！」

「うわっ！」

　急ぎすぎたせいか、前を見ていなかった。櫂はぶつかった女子生徒に慌てて謝あやまった。

「ご、ごめん！　あ……小松崎さんか」

　艶つややかな巻まき髪がみをかきあげ、梓がこちらを見ていた。

　大きなアーモンド型の目が、いたずらっぽく輝く。

「びっくりしたー」

「ほんと、ごめん。うっかりしてた。大丈夫？」

「平気。なんか最近の白石くん、可か愛わいいね」

「え？」

　思いがけない言葉に櫂は驚いた。

「ほら、リアちゃんのことでおろおろしたり。思ったよりとっつきやすい人なのかなって思って。まあ、リアちゃんを怒ど鳴なったときはびっくりしたけど、なんだかんだで面倒見てるし、仲がいいよね」

「……俺ってそんなに堅苦しそうだった？」

　梓はいつも気楽に話しかけてくれているとばかり思っていた。

「優やさしくて頼りになる人っていうのはわかってたけど、何ていうのかな、いつもクールで穏おだやかじゃない？　だから慌てたり、怒ったり、感情的になる白石くんが新しん鮮せんで」

　梓の笑顔から、マイナスの感情を抱いていないどころか、むしろ最近の櫂に好印象をもっているようで櫂は驚いた。

　俺の理想としたイメージではないけど、こんな風に思ってもらえるのは悪くない……。というか、素直に嬉うれしい。

「そういえば、リアちゃんは？　今日は一緒じゃないの？」

「あ、ああ。今日は一人で来た」

「一人って珍めずらしいね――――。いっつも仲良し夫婦みたいに彼女と一緒にいるのに」

　梓がくすくす笑っている。

　櫂は仕方なく笑ってみせた。やっぱりシスコンって思われてるんだな。

　梓が率直に櫂について話してくれたせいか、櫂は素直な気分になっていた。

　取とり繕つくろうこともなく、櫂は率直に言った。

「昨日、喧けん嘩かしたんだ」

　櫂の言葉に梓が目を丸くした。

「へええええっ。そっかー、白石くんも喧嘩したりするんだ！」

　梓の驚きように、櫂はつい苦笑した。

「なんか、やっぱり最近の白石くん、いいね」

「は？」

「人間らしいっていうか、今日はあまり距きよ離りを感じない」

　そういう櫂も、今日はいつもよりクラスメイトと話しやすかった。リアのせいで『完かん璧ぺきな優等生』という仮面を被かぶらなくて済んでいるからだろうか。

　俺はみんなに好かれるため、偽りの人格を演じ、誰にも心を許さず、常に一線を引いていた。それを周囲は敏びん感かんに感じ取っていたのかもしれない。

「あのさ、この前オーギビルの九階で会ったよね？」

「ああ、友達と待ち合わせた日ね」

「吉よし岡おかさんと九階で会ったりしたことある？」

「吉岡さん？　ううん、ないなあ」

「そっか……」

　櫂はがっかりした。料理教室もあるから、もしかしたらそこに通っていたのかもしれないと思ったのだが。

　他に手掛かりはというと。

「小松崎さんはバレエとかやってないよね？」

　地元の中学出身なら、熊くま谷がい千ち紗さを知っているかと思ったのだが。

「バレエ？　私はやってないよ」

　梓の答えは予想どおりだった。そんなにうまくいくわけないか。

「なんでバレエ？」

「や、オーギビルのバレエ教室の女の子についてちょっと知りたくてさ」

「じゃあ、香きよう子こに聞いてみれば？」

　梓の言葉に、櫂は目をむいた。

「香子って……委員長のこと？」

「そうだよ。子どもの頃からかなり本格的にやってたみたいね。コンクールとかで入賞したとか、留りゆう学がくするかもって聞いた」

　櫂は突然の事態に、ただ梓の言葉を把は握あくするので精一杯だった。

　委員長がオーギビルのバレエ教室に通ってる？

　香子のすらっとした体型や背せ筋すじのピンと伸びた姿し勢せいは、確かに千紗たちと通ずるものがあった。

「中学のときとか毎日レッスンで大変そうだったなー」

　あまり友達がいないようだったのはそういうことか。

　でも今は委員長もやっているし、放課後もリアの面倒を見たりしている。

「もう、バレエはやってないの？」

「中学のときにやめちゃったみたいね」

「そうなのか。全然知らなかった……」

　梓がちょっと気まずそうな顔になった。

「……そういえば、なんかトラブルがあったんだっけ。バレエのこと、聞かないほうがいいかも」

「何かあったの!?」

　櫂が勢いこんで尋たずねると、梓が一瞬逡しゆん巡じゆんした。

「う――ん、私も詳しくは知らないんだけどさあ。別のクラスだったし」

　櫂の熱心な視線に負けてか、梓が話し出した。

「通ってるバレエ教室で友達と揉もめたみたいなんだよね」

「揉めたって？」

「なんかひどい嫌がらせされて、病院行きになったとか……中学三年のとき、しばらく学校を休んだりしてて」

　オーギビルについて尋ねたとき、香子はそんなことは全く言わなかった。

　あれは、もう触れられたくない話題だったから言わなかったのか、それとも――何か隠したいことがあったからか。

　これまでの状況が櫂の頭に浮かんだ。

　そうだ。いつも放課後に蜂はちが出てきた。ちょうど、櫂たちが外にいるタイミングで。

　つまり、香子にとっても学校を終えて自由に動ける時間だということだ。

　バレエ教室の熊谷千紗。

　おそらく、あの子がトラブルの元なのだろう。ひどく怯おびえていた。

　なぜ蜂なのかはわからないが、何かあったのは確かだ。バレエ教室の子たちも、『蜂の呪のろい』だと言っていた。

　犯人は吉岡美み雪ゆきではなく、深ふか見み香子だったのか？

「どうしたの、難しい顔しちゃって！　香子のことが気になるの？」

　梓が腕うでをからめて、顔を覗のぞき込こんできた。

　いきなりのスキンシップに、櫂はどきりとした。

「ち、違うけど……」

「うろたえちゃって怪しーなー」

　からかう梓に言い返そうとしたとき、櫂はぎくりとした。

　いつの間にか、ほんの一メートルくらいのところに吉岡美雪が立っていたのだ。

「吉岡さん？」

　美雪は能面のような――まったく感情が見えない顔をしていた。

「ど、どうしたの……？」

　はしゃいでいた梓も、美雪の異い様ような雰ふん囲い気きに気付いたらしい。

　声が困こん惑わくしている。

「その手を……どけて」

「えっ」

　静かに指摘され、梓が櫂の腕から手を離した。

「吉岡さん？　どうかした？」

　櫂は恐る恐る声をかけた。

　顔は無表情だが、押し殺した声とその雰囲気から、美雪が怒っているように感じた。

「えっと……私、そろそろ教室に戻るね」

　不ふ穏おんな空気を感じたのか、梓が素早く退たい散さんした。

　美雪は櫂しか見ていない。

「吉岡さん、どうしたの？」

「今度は別の女？」
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　押し殺した声に含まれるのは憤ふん怒ど。

「え？」

「あの金きん髪ぱつの女から乗り換えたの？」

「リアのこと？」

　櫂は驚いた。勘かん違ちがいも甚はなはだしい。

　櫂がリアと付き合って、更には梓に手を出したとでも思っているのだろうか。

「吉岡さん……」

　いつもの笑顔はどこかに消えていた。

　やっぱり、最近の美雪はおかしい。

　いったい、どうしたんだ。彼女は犯人じゃなかったはずなのに。でも、事件に関係ないなら、なんでこんな殺さつ気きを漂ただよわせているんだ？

「なんで他の子ばっかり構うの？　私の方がずっと付き合いが長いのに！」

　櫂は美雪の切ない叫びに絶ぜつ句くした。

　本気で言ってるのか？　付き合いが長い――それがイコール親しさにつながるわけではないのに。

　美雪の双そう眸ぼうは闇やみの底のように暗い。

「まさか、この高校に進学したのも……」

　わざわざ通学に二時間かかる高校へ来たのも、俺のそばにいるため？

　俺の中学から、こんな遠い高校に来たのは、新しい環かん境きようを望んだ俺と美雪だけ……。

「私は……いつだって一番になれないんだね」

　美雪がすっとアンティークの手て鏡かがみを出してきた。

「それ――」

　なくなった魔ま法ほう具ぐだ。なぜ美雪が――。

　尋ねようとした瞬間、美雪が無む造ぞう作さに手鏡を放った。

「あ……」

　櫂はなすすべもなく、床に落ちる手鏡を見つめた。

「こんなもの！」

　美雪が落ちた手鏡を思い切り踏み抜いた。

　ガキッという鈍にぶい音が、美雪の足下から響いた。

「あっ！」

「他の女からもらった物を後ご生しよう大事に持って……！」

　美雪の目が爛らん々らんと光る。まるで鬼おにの面おもてをつけたような変へん貌ぼうぶりだ。

「吉岡さ――」

「あの子が来てから冷たくなったよね!?　話もちゃんと聞いてくれないし、お菓か子しも食べてくれなくなった！」

「あ……」

「オーギビルでデートして、私のスコーンをあの子に食べさせたり！」

「えっ……もしかして俺たちを放課後もずっとつけてたのか？」

　美雪に聞き込みをしたとき、『オーギビル』という言葉に過か剰じように反応していた。あれはストーカー行為がバレたと思ったせいか？

　美雪の目がすわっている。吹き付けてくるのは、鈍どん感かんな人間でもわかるほどの怨えん嗟さ。

　こんなに……危ない奴だったのか？

　控ひかえめで大人おとなしい少女の、もう一つの暗い素す顔がお――。

　委員長だってそうだ。

　非の打ち所のない大人びた優等生。

　だが、中学時代の挫ざ折せつをきっかけに、放課後は黒くろ魔ま術じゆつを使って復ふく讐しゆうを試こころみているのかもしれない。

　俺だって……クラスメイトには見せていない一面がある。

　リアも単なる天然の美少女ではない。魔術を使い、危険な戦いも辞じさない。

　今日は闇に沈んでいたもう一つの顔が光の下に浮かび上がり、産うぶ声ごえを上げる日なのかもしれない。

　櫂はごくりと唾つばを飲み込んだ。

　いつも笑顔で声をかけてくれていた美雪。

　好意を持ってくれているのは嬉しいが、ここまでくるとちょっと怖いな……。

　美雪の思い詰めた表情を見て、櫂はあまり刺し激げきしないほうが得策と判断した。

　ここは、何とか穏おん便びんにやり過ごしたい。

「ごめんな……俺、気付かなくて」

　まずは謝しや罪ざい。相手の言い分を認めることで、落ち着かせる。

「ありがとう。そんなに思ってくれて」

　次に感謝。気持ちは受け止めているし、嬉しいよ、と伝えて安心させる。

「でもごめん。今、俺は特別な相手を作るつもりはないんだ」

　きみのせいじゃない、と自分を悪者にして断れば、相手もプライドを保てて余計な恨うらみを買わない。

　理詰めで責め立てるより、下した手てに出たほうがいい。

「だから、これからもクラスメイトとして仲良くしてほしい」

　関係性は変わらないよ、と言えば納なつ得とくするだろう。

「イヤ」

「え」

「単なるクラスメイト扱いなんてイヤ！」

　幼よう児じ顔負けの頑がん迷めいな口調で叫ぶと、すっと美雪が体を寄せてくる。

　まずい――反射的に身を引いたとき、

　バリッ。

「きゃっ！」

　閃せん光こうが走り、火花が飛び散った。

「つぅ……」

　美雪が顔をしかめて自分の手を押さえている。

　カシャンと乾いた音をたて、ケーキナイフが床に落ちた。

「あっ……」

　櫂はケーキナイフより、別のものに目を奪うばわれていた。

　ひらひらと舞い落ちる四枚の白い形かた代しろたち。神主からもらった形代だ。

「なんで、これが……」

　そうか、今、美雪がナイフで俺を刺そうとしたんだ。それをリアの形代が防いだのだ。

　あいつ――俺を助けるためにポケットに仕込んでいたのか？

　自分の雷いかずちの力を形代に移し、お守りのように俺のそばに――。

　――絶対助ける。

　リアの自信に満ちた言葉の根こん拠きよはこれか！

　離れていても自分の分身が俺を守るように、貴き重ちような形代を何枚も使って……。

　足下に落ちた形代は四枚もあった。前回戦ったときに三枚使っていたので、残りはたった三枚しかない。

「ほんとバカだな……」

　俺を守るために、こんなに形代を使わなくていいのに。

　あいつは保ほ身しんなんぞ考えていない。ただ、人を助けようとまっすぐ走っていく。

　自分の身は顧かえりみない。

　あの噴ふん水すいに落ちたときもそうだ。子どもがトラックに轢ひかれそうになると見るや、躊躇ためらうことなく車道に飛び出した。最初にオーギビルで悲ひ鳴めいが聞こえたときも、迷わず助けに駆け出した。

「白石くん」

　美雪の鋭い声に、櫂はハッとした。

　美雪がでかいハート型のケーキを目の前に差し出してきた。

　ピンクのクリームでデコレートされ、でかでかと『Ｉ　ＬＯＶＥ　ＹＯＵ』の文字が描かれている。サイドにはレースのような模も様ようがクリームで描かれている力作だ。

　見た目はプロの職人が作ったかと思うほどの出で来き映ばえだが、食欲がわくわけがない。

「食べて」

「えっ……」

「これ、白石くんのために作ったの。食べて」

　櫂はごくりと唾つばを飲み込んだ。

　ケーキなんか食べてる気分じゃないが、ここで美雪と揉めている時間がもったいない。

　櫂はケーキを摑つかむと乱らん暴ぼうに口に押し込んだ。

　ぱあっと美雪の顔が輝く。

「美お味いしい？」

　櫂は口にケーキを頰ほお張ばったまま頷いた。味などわからないが、美雪がその答えを求めているとわかったから。

「じゃあ、許してあげる」

　美雪が笑顔で言った。

「……」

　めちゃめちゃ押しつけがましいし、状況がわかっていない。

　でも、彼女は俺に食べてもらおうといつも一いつ生しよう懸けん命めいお菓子を作ってきていたのだ。

　それを他の女の子にあげていたら、気分が悪くなるのは理解できる。

　情じよう緒ちよ不安定すぎるが、そうさせた一端は自分にもあるかもしれない。

「うまかったよ……。じゃあ」

　櫂がそう言うと、美雪が嬉しそうに頷いた。

　櫂はリアを探しに教室に戻った。

　委員長はまだ学校に来ていなかった。今のうちにリアに知らせなくては。早く――。

　教室に駆け込むと、櫂は三谷のところへ行った。いつもはぱっと目に飛び込む金色の髪はない。

「なあ、リアは来てないよな？」

「いや、来たよ」

「えっ」

　三谷の言葉に、櫂は教室を見回した。リアの鞄かばんはあるが、姿はない。

「さっき、委員長と一緒に出て行ったよ」

　深見香子と!?

　さっと血の気が引くのがわかる。あいつが犯人かもしれないのに！

「どこへ？」

「なんかバラ園えんがどうとか聞こえたけど」

「図書館の裏の？」

　この学校にはバラ園がある。敷しき地ち内ないの一番奥で人ひと気けがない。

　まずい。委員長と二人きりなんて。

　櫂は慌てて携けい帯たい電でん話わを取りだし、リアに電話をかけた。

「くそっ……」

　リアが電話に出ない。呼び出し音の後に留る守す電でんになる。

　教室を飛びだそうとした櫂は、ふとリアの鞄に目を留めた。

　櫂はリアの鞄をひっつかむと、足早に教室を出た。

　バラ園に向かいながら、櫂は別の番号をコールした。

　間に合ってくれ！

　櫂は携帯電話を耳に当てながら、校舎を出ると駆け出した。
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「リアさん、こっちよ」

　香子に連れられて、リアは図書館の前に来ていた。

「ほら、脇わきに小道があるでしょ。これね、バラ園に続く道なの」

「バラ園？」

「この学校って変わってるの。敷地内がテーマパークみたいになってて、バラ園や動物のいる温室もあるのよ」

「図書館の規き模ぼも高校にしては珍しいよね」

「そうね。普通は狭せまい図書室があるくらいなのに。この前、校内案内が途中になっちゃったなあって思ってたの。誘ってよかった」

　リアと香子は図書館の脇の小道を歩いていく。

　バラ園に続く小道はさんさんと光が降ふり注そそぎ、辺りは生徒もおらず、静まり返っている。

「校内オリエンテーションで初めて歩いたときは、ちょっと呆あきれたわ。充実した設備とカリキュラム、都心でありながら自然の多い環境の良さから、新設校としては破格の倍率を集めたとも言えるけど」

　小道のどん詰まりに鉄てつ柵さくで囲まれたバラ園が広がる。

「わー、すごい！」

　リアは感かん嘆たんの声を上げた。

　バラのアーチで始まる庭園がリアの前に広がっていた。

　つるバラをあしらったアーチを抜け、リアは階段を上がった。

　そこは色とりどりのバラが広がる、こぢんまりとした楽園だった。

　リアはうっとりとバラ園を見回した。

　そんなリアの背後から、香子が近づいた。

「……リアさん、あなたドイツ系アメリカ人なのよね？」

「うん。祖先はゲルマン系ドイツ人で、十七世紀にペンシルヴァニア州に移住したんだって」

「もしかして、魔ま女じよの末まつ裔えい？」

　香子が笑みを浮かべている。

　薄笑い――唇くちびるをつり上げたアルカイックスマイル。

「深見さん……」

　鈍感なリアにすらわかる、明確な敵意。

「わざわざアメリカから正義の味方ごっこをしにきたの？」

　香子から吹きつける悪意に、手鏡などなくともリアにはわかった。

「あなただったの……蜂使いは」

　まさかこんなに近くに魔ま術じゆつ師しがいたなんて――油ゆ断だんしてた。魔術師のマントが入った鞄は教室に置いたままだ。今は指ゆび輪わだけ。

　香子は学校では完全に魔術師の気け配はいを消していた。

　リアの感知の能力が低いということを除いても、凄すさまじい自制心と意志が必要だっただろう。

　リアは気持ちを切り替えた。彼女は優しいクラスメイトではない。私の――敵。

「あなたは私に親切だった……でも、黒魔術師とあらば、容よう赦しやはしない」

「怖いわね……明るくて天然なあなたが魔術師とはね」

　香子が余裕たっぷりに言った。

「あなた、一度毒を受けてるわよね？」

　リアは頷いた。

　不覚にも刺され、呪じゆ毒どくを受けた。腕に浸しん食しよくしていった黒い紋が頭に浮かぶ。

「アナフィラキシーショックって知ってる？」

「……アレルギーの一種ね」

「そう。たとえばハチ毒アレルギーを持っていると、刺されたときに強い全身反応が起こるの。寒さむ気けや嘔おう吐と、呼こ吸きゆう困こん難なんや意い識しき障しよう害がい。時には死に至ることすらある」

　香子が冷ややかにリアを見た。

「私はそれで死にかけた――だからこそ、この能力が使える」

「……」

「私の蜂毒に冒されたあなた。もう一度刺されたらどうなるか――わかってるわよね？」

「刺せたらの話だけど」

　強気なリアに、香子がくっと笑った。

「なんで私がわざわざあなたを人気のないところに誘い込んだかわかる？　しかもバラ園に」

　香子が大きく手を広げた。

「ここは蜂が出ても不思議ではない場所。イメージングしやすい私に有利な場所で、あなたを確実に倒すからよ」

「ずいぶんな自信ね」

　リアは冷静に香子を観察した。

　これほど自信があるということは、前回よりも格段に能力を向上させたのだろう。

　それでなくとも、短期間に一気に上達の階段を上っているのはわかる。

　私も呪いさえなければ――ここまで追い込まれることもなかったけれど。

　あの短い呪い移行時間の間に倒せるだろうか。リアはポケットに隠し持った形代をぎゅっと握にぎった。

　香子がバラ園の真ん中にあるホールに足を踏み入れた。

「――！」

　そこには直径二メートルくらいの魔ま法ほう円えんが描かれていた。

　なるほど、地の利だけでなく、道具まで揃そろえてここに呼び出したってわけ。

　魔法円の真ん中にすくっと立ち、香子が左手を挙げた。

「魂たましいの蜂よ、心の蜂よ、天の蜂よ、時の蜂よ――我が身から出いで、敵を殲せん滅めつせよ！」

　戦闘開始だ。

　香子が呪じゆ文もんを唱となえ終おわると同時に、バラ園に蜂の大群が現れた。禍まが々まがしい羽は音おとがリアに向かってくる。

　タイムラグがほとんどない。初心者レベルから、よくここまで磨みがき上あげたものだ。

　マントは教室に置いてきてしまった。防御は得意ではない。速攻で倒すしかない。

　リアはポケットから形代を三枚取り出した。

　櫂を守るために四枚を使ったので、これは最後の三枚だ。これで一気にけりをつける。

　怯えは禁物！　全力でいく！

　リアは形代にふっと息を吹きかけた。

　宙を舞った白い形代が、リアを整然と取り囲む。

　そして、形代たちがじわじわと黒ずんでいく。

　呪いが移動し、重しがなくなったように、すうっと体が軽くなるのがわかる。

「よし！」

　リアは軽く息を吸った。

「魂の雷よ、心の雷よ、天の雷よ、時の雷よ

　無む垢くな褥しとねに眠れし雷よ

　我が腕かいなに宿れ

　天空の破壊者よ、翼を持って空を駆れ」

　詠えい唱しようを終えると、リアの指にはめた指輪に黄金の光が宿っていく。チャージされた雷のパワーが集まっていく。

「暗黒を刺さし貫つらぬけ!!」

　辺りに轟ごう音おんがとどろいた。

　数え切れない稲いな光びかりが、雨のようにバラ園に降り注ぐ。

　凄まじい雷撃の元に、召しよう還かんされた蜂たちが黒こげになって落ちていく。

　全部、撃ち落とす！

　一つのミスも許されない。これは彼女の切り札の能力。一度でも刺されれば、そこで終わってしまう。

「やった……？」

　辺りから蜂の姿が残らず消えた。

　同時に黒く染まった三枚の形代が、リアの足下に落ちて消えた。

　間に合った……けど。

　一気に体が重くなる。

　戻ってきた呪いたちがリアの体を隅すみ々ずみまで蝕むしばんでいく。

　頭が重い、目が霞かすむ。

「う……っ」

　リアはがくりと膝ひざを折った。

「フフ……やっぱり凄すご腕うでね、あなた。私の第一陣を全部倒すなんて」

　香子は自分の蜂がすべて消えても、かけらも動どう揺ようしていなかった。

　リアは重い瞼まぶたをかろうじて開けた。

　第一陣……か。攻撃はしのいだけれど、相手にダメージを与えてはいない。

　香子の顔に多少の疲れの色が見てとれる。だが、彼女は勝かち誇ほこったように言った。

「トドメをさしてあげる……」

　香子を取り巻く空気が重さを増すのを感じた。

　まずい……。

　彼女は何か……最大攻撃を用意している……。アナフィラキシーの仄ほのめかしは、単なる前ぜん座ざにすぎなかったのか。

　混こん濁だくする意識の中、リアは危機を察したが、体が鉛なまりのように重く動かない。

「リア――――――っ!!」

　櫂の声が聞こえた気がした。

　空耳？　櫂がここに来るはずがない。私は櫂を怒らせてしまった。

　憧あこがれだった兄ができて嬉しかった。色々世せ話わを焼いてくれて、病気のときはそばにいてくれた。おかげで寂しくなかった。毎日が楽しくてしょうがなかった。

　魔術師の秘密も共有したくて、だから盟めい約やくについて噓うそをついた。

　事件に巻き込んでしまった。命に代えても守るつもりだったけれど、そんなこと言い訳にはならない……櫂が怒って当然だ。

　だから、来るはずがない――。

　リアはゆっくり顔を上げた。

　バラ園に駆け込んでくる櫂の姿が見えた。
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「俺の妹に何をする―――――――」

　自分でも思いがけない言葉を叫び、櫂はバラ園に駆け込んだ。

　がっくりと膝をついているリアと、少し離れたところに立っている香子。

　やっぱり香子が魔術師だったのか。

　リアに怪け我がはないようだが、顔は真っ青で額には汗が浮いている。もう見るからに限界だ。

　こちらを鋭い目で窺う香子を牽けん制せいするように、櫂はゆっくりリアに近づいた。

「リア、形代は？」

「全部……使った……」

　やっぱりな。残りはたった三枚しかなかったのだ。

「櫂、逃げて。彼女は何か隠し玉を持っている。今の私じゃ櫂を守れない……」

　リアが苦しげな息をしながら言う。

「わかってる」

　櫂は教室から持ってきた、魔術師のマントをリアの背にそっとかけた。

　敵の能力の向上っぷりを考えると、数枚の形代だけに頼るのは危険だと思っていた。そして、やはりリアがピンチに陥おちいっている。

　だから、ここに来る前に、神主に電話をかけて確認したのだ。

　ある手立てを思いついたから。

　電話越しに神主が興味深げに声を上げたのを思い出す。

　――へえ、きみは面おも白しろいことを思いつくね。

　――確かに理論上、それは可能だよ。

「リア！　俺に呪いを移せ！」

「えっ……」

　リアが驚いて顔を上げた。

「俺とおまえは血の盟約を結んだ！　俺とおまえの魂はつながっている！　俺たちは一心同体、そうだろ？」

　神主がリアに形代の使い方を教えるときに、櫂の息がかかると『形代』が混乱すると言っていた。二人の魂が同一と見まごうほど、近いところにあるから。

　つまり、『呪い』が櫂とリアの区別をつけるのも難しいということだ。ならば、自分にリアの呪いを移すことも可能だと考えた。

　――ちょっと危険だけどね。

　薄笑いを含んだ神主の声が蘇よみがえる。

　――彼女を縛る呪いを一時的にであれば、きみに移すことも可能かと。

「リア！　ほら！」

　――やり方は簡単。形代に呪いを移すのと同じだ。手と手を合わせ、血と血を混じり合わせて『呪い』を惑まどわせる。

　櫂は素早く手のひらを切った。

「つっ……」

　鋭い痛みに顔をしかめながら、リアの手のひらも切る。

　櫂は血まみれの手を握った。傷口がズキズキと痛む。自分の脈みやく動どうを感じる。

　――そうすれば、きみが『器うつわ』になる。きみこそが最大の『形代』だよ。

「リア！　俺に息を吹きかけろ！　形代と同じように！」

　――あとは彼女がきみに息をふきかけるだけ。戸惑っていた『呪い』たちが、一気にきみへと押し寄せる。

　リアがぐっと顔を近づけてくる。

　意志の強そうな眉。紫水晶アメジストの瞳ひとみ。まっすぐ伸びた鼻筋。淡あわいピンク色の唇――。

　櫂は思わずリアに見とれた。

　ああ、そうだ。こいつ、絶ぜつ世せいの美少女だったな。

　ふうっと櫂の顔に息がふきかけられた。

　――おそらくうまくいくだろう。だが、心したほうがいい。彼女と違い、何の修しゆう練れんもしていないきみが果たして強力な呪いに耐えられるかな。

　少し嘲あざけるような正まさ宗むねの声を思い出す。その瞬間だった。

「う……ぐっ……」

　櫂は思わず呻うめいた。

　目の前がぐるんと回る。

　体に何か重くどす黒いものが流れ込んでくる。

「はあ……っ！」

　凄まじい吐はき気きがこみ上げる。

　櫂は反射的に体を折った。

「ぐ……っ」

　体の上に巨大な岩がのし掛かっているようだ。立っていられない。

　櫂は思わず膝をついた。

　息がうまく吸えない。浅い呼吸を苦しげに繰くり返かえすことしかできない。

「は……あっ……」

　視界が霞み、意識が遠くなる。

　呪いの移行は成功したようだ。

　こんな苦しい思いをしていたのか、あいつ……。

　魔術師として鍛たん錬れんしてきたリアだからこそ、日常生活を送ってこられたのだ。曲がりなりにも。

　普通の人間ならば、これは一ヶ月も保たないだろう。

　ハンドレッド・フェイス。

　邪じや悪あくな魔術師の力の片へん鱗りんを櫂は見た。

「櫂！　大丈夫!?」

　リアの心配げな声に、櫂は何とか頷いた。

「俺は大丈夫。だから……勝てよ！」

　最後の力を振り絞り、櫂は檄げきを飛ばした。

　その言葉を受け取った瞬間、リアの表情が変わった。

　心配そうな義理の妹から、一人の魔術師へと。

　霞む目で見えるのは、すっと背筋を伸ばし、大地を踏みしめるリアの姿。

　風にたなびく長い金色の髪。背には漆しつ黒こくのロングマント。

　凜りんとした顔は、つやつやとしていて赤みがさしていた。

　初めて見る、完全に健すこやかなリアの顔。

「待ってて。すぐに倒して戻ってくる」

　惚ほれ惚ぼれとするような自信に満ちた声と優しい笑顔が、櫂の胸に焼きついた。

「……愁しゆう嘆たん場ばは終わり？」

　香子が嘲るように言った。

「最後の別れでも交かわしていたの？」

「最後なのはあなたよ」

　リアの言葉に香子の顔が朱に染まった。

「これでもそんなことが言える!?」

　香子がすっと手を挙げた。

「魂の蜂よ、心の蜂よ、天の蜂よ、時の蜂よ

　我が怒り、我が屈くつ辱じよく、我が殺意、すべてをおまえに捧ささげん

　復讐の刃やいばと化し、敵を殲滅せよ――出でよ、女王蜂！」

　香子が叫ぶと、大型犬ほどもある巨大な蜂が大量の蜂たちを従えて現れた。

　大きな複ふく眼がんに凶きよう暴ぼうな色が宿る。

　力強く羽ばたく大きな羽。他の蜂に比べて腹部が大きい。

　これは――素人しろうとの櫂が見てもわかる。

　まずい。あの蜂たちの攻撃が可愛く思える。

　リアが右手を高々と上げた。

「魂の雷よ、心の雷よ、天の雷よ、時の雷よ

　無垢な褥しとねに眠れし雷よ

　我が腕かいなに宿れ

　天空の破壊者よ、翼を持って空を駆れ」

「あっ！」

　櫂は思わず声を上げた。

　香子の放った蜂たちが、リアめがけて襲おそいかかったのだ。

　バリバリッと激しい音と火花が散り、リアに触れることもなく蜂たちが黒こげになって落ちていく。

　いつの間にかリアの周りに、金こん色じきの光の網あみができていた。

　蜂たちの攻撃にも顔色一つ変えることなく、リアが詠唱を続ける。

「汝なんじは至高、汝は神の声

　古い時代は汝の声で終しゆう焉えんを告げる

　汝は百億の槍やり、汝は千億の刃

　運命、宿命、摂せつ理り、すべてを落とせ

　遥はるかなる天空の門よ

　今ここに扉を開き、道を示せ

　時の境界を越え、時空の狭間はざまから出でよ

　渦うず巻く風も燃えさかる業ごう火かも汝の敵にあらず

　汝の叫声に世界はひざまずく

　汝の一降りに大地は切きり裂さかれる」
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　リアの声が朗ろう々ろうと響く。

　それは初めて聞く、長い呪文の詠唱だった。

　澄んだリアの声が胸に染み渡る。

　呪いから解放されたリアの姿は生き生きとして美しかった。

　教えてもらわなくてもわかる。

　これがリアの本来の力。本来の姿。

　これが――雷姫レデイ・トールのリア。俺の――義妹。

　ふわっと体が浮き上がりそうになった。

　突風が巻き起こっている。砂ぼこりが舞い、櫂は目を細めた。

　一気に空が灰色の雲に覆われていく。

　曇どん天てんのもと、リアがすっと手を下ろした。

「暗黒を刺し貫け!!」

　凄まじい数の雷が、轟音とともに天から降り注ぐ。

　数え切れない光の槍が、次々と蜂たちを貫く。

　それはほんの数秒だった。

　ひときわ大きい稲いな妻ずまに、女王蜂の体が切り裂かれた。

　雷に打たれた香子が同時に倒れる。

「リアっ！」

　櫂は思わず叫んでいた。

　リアが振り返り、微笑んで――どさりと倒れた。

「リアっ!!」

　櫂は自分の体が軽くなっているのに気付いた。

　呪いたちが戻っていったのだ。本来の宿やど主ぬしへと。

　櫂はリアを抱き起こした。

「大丈夫か？」

「ん……」

　リアが苦しげに、でも楽しそうに微笑んだ。

「ははは……」

「どうした？」

「ほんと久しぶり……力の限り戦うのって……」

　リアの顔は疲ひ労ろうが色濃く残っていたが、表情は晴れやかだった。

「櫂のおかげだよ。ありがとう」

「いや……」

　櫂は恥ずかしくなって顔をそらせた。一時はリアを見捨てたのだ。

「そういえば、委員長は？　まさか……死んだのか？」

　櫂がそう言った瞬間、香子がよろよろと立ち上がる。

「委員長……」

　生きていたことに安あん堵どしつつも、櫂は複雑な思いで香子を見つめた。

　頼りになって、いつもクールで、親切だった少女。

　彼女が真犯人だったなんてな。

　信頼していただけに、その事実は櫂を打ちのめした。

「うっ……」

　香子が苦しげにうめく。足は震え、かろうじて立っているのが見てとれた。

「大丈夫よ。彼女は一応、防御魔法を使っていた。死にはしないわ」

　リアがそう言うと、櫂の肩かたに手をかけ、立ち上がった。

「あなたが蜂の魔術師ね。狙ねらいは熊谷千紗？」

「そうよ……あんたたちが邪じや魔まで先に片付けようとしたけど、このザマ……」

　香子がつらそうに、唇を歪ゆがませた。

「しょうがないわよ。私は強いんだから」

　リアが嬉しそうに胸を張る。

　子どもみたいだな……。櫂は身内として恥ずかしくなった。

「あなたも攻撃力はなかなかだし、どんどん上達していたけど、ディフェンスがイマイチね」

「どうせ、私なんて……魔術師としてもダメよ！」

　香子が悔しそうに、振り絞るような声で言った。

「まさか委員長が魔術師だったなんてな。びっくりだよ」

「……それしか復讐の手段が思いつかなかったのよ。私には興味と素質があったし」

　櫂が言うと、香子が顔をそむけた。

「熊谷千紗に復讐しようとしたのか？」

「そうよ、あの子に復讐するために、魔術を学んだの。探して探して、ネットの暗い海の底でやっと見つけたサイト」

「サイト……？」

「そう。私のように資質のある子を選び、魔術を教えてくれるってサイト」

「そんなものがあるのか……」

　ネットのアングラサイトに黒魔術系もあるんだな。

　櫂はハッとした。リアの顔が厳しくなっている。もしやそのサイトを作ったのはハンドレッド・フェイスだと思っているのか？

「千紗は私が蜂のアナフィラキシーショックで死にかけたのを知っていた。子どもの頃からずっと近所で、同じバレエ教室に通っていた。ライバルだけど友達だと思ってた……」

　香子の息が荒い。かなりダメージがあるようだ。

「あの子はコンクールの日、私のバッグに蜂の模も型けいを入れておいたのよ」

　ぎりっと香子が歯を食いしばる。

「偽にせ物ものだけど……アナフィラキシーで死ぬ思いをした私は一瞬本物と見間違い、それで呼吸困難になって病院に運ばれたわ」

「……」

　壮そう絶ぜつな嫌がらせに櫂は絶句した。コンクールってのがどれだけ大事なのかはわからないが、そこまでやるのか。相手を殺しかけるかもしれないとわかってて。

「悪いほうのプラシーボ効果ね。体中が腫はれ上あがって……しばらく外に出られなかった」

　香子の顔に、見たことのない暗い表情が浮かぶ。深い穴底のような双眸。

　それは櫂の知っている香子ではなかった。

「コンクールはもちろん棄き権けん。それどころか、まともに生活できるようになるまで三ヶ月かかって、もうバレエをやる気力が起きなかった」

　櫂は香子の心が折れる音を聞いた気がした。

「心しん機き一いつ転てんして、高校で新しい生活をって思った……でも、あいつを見かけるたび、オーギビルを見かけるたび、苦しさが募つのってどうしようもなかった」

　香子も高校で変わろうとしていたのか。俺と同じように。

　そして、表面上はうまく取り繕えても、心の底ではずっと苦しんでいた。

　同じだ。俺と同じ――。

「あんな奴やつ、苦しんで死ねばいい!!」

　香子が吐き出すように叫んだ。それは悲鳴のように聞こえた。

　感情が昂たかぶったのか、香子が肩で息をしている。

「……そう思うのは間違ってる？」

「……」

　櫂もリアも、何も言えなかった。

「間違ってるわよね。わかってる……でも、私にはそれしか救済の方法がなかった。私の人生を潰つぶした人間を潰すしか、心は救われない……おぞましいわね」

　うなだれる香子に、なぜか怒りはわかなかった。

「バレエを辞やめるのってやっぱりつらかっただろうな」

「……三歳の頃からずっとバレエをやってきたの。積み上げて積み上げて、ようやく夢が叶かなうと思ったのに、あんな姑こ息そくな嫌がらせで台無しになるなんて！」

　香子が叫ぶように言った。いつも冷静な香子しか知らないが、彼女にはこんな一面もあるのだ。触れれば弾け飛ぶような情熱が。

「そんな罠わなにはまった自分が大嫌い！　それしきのことで体調を崩くずして、心も折れた自分が情けなくて……！」

　香子の目から涙なみだがこぼれ落ちた。

「こんなはずじゃなかったのに!!」

　絞り出すような香子の声に、櫂は胸の奥がずきんと痛むのを感じた。

　こんなはずじゃなかった。

　誰もが一度は、いや何度も繰り返すであろうフレーズ。

　なぜあのときあんな愚おろかしい真ま似ねをしたのか。

　自分の選択を、行動を、やるせないほど後悔する瞬間。

　振り返りたくなどないのに、気付けばべったり背中に張り付かれている。

　己のおぞましい過去に。

　更なる飛ひ躍やくを目指すなら、過去に足をすくわれないよう、前を見続けるしかない。

　今度はより良い選択ができると信じて。

　いつか、過去の亡ぼう霊れいなど、朝日の前に消え去ることを願って。

　香子の目から涙がこぼれ落ちた。

「殺しなさいよ。私は負けた。魔術の世界ってそういうことでしょ」

　黙って香子を見つめていたリアが、ようやく口を開いた。

「私はドイツ系自然魔術協会、ルクス所しよ属ぞくの上級魔術師ハイ・アルス・ワイズ。ルクスの決まりにのっとれば、報告さえすれば、処しよ遇ぐうは基本的に私に任される。特にこんな東方の国での小さなトラブルだもの」

　リアがじっと香子を見つめて言った。

「あなたがこれ以上、魔術を復讐に使わないというなら、私は何もしないわ。ただし、そのサイトについて、全部話してもらう」

　リアの寛かん大だいな言葉に、意外だったのか香子が驚きに目を見張った。

「な、なんで……？　甘くない？　私はあなたを殺そうとしたし、それに」

　リアが微笑んだ。それは見たことのない、大人びた笑みだった。

「……私が魔術師を目指した理由はあなたと同じよ」

「え？」

「私は魔術を復讐の手立てに使うつもりなの。つまり、あなたと同じ穴のむじな。ただ、相手が黒魔術師というだけ」

　香子がじっとリアを見つめる。

「だから、私はあなたを責めない。だけど、あなたが魔術を悪用することは許さない」

　リアの静かで、だが力強い言葉に、彼女の信念を今、改めて感じる。

　リアの動どう機きは復讐――だが、同時に彼女の戦いは二度と犠ぎ牲せい者しやを出さないためのものだ。

　単なる憎しみに駆られた復讐者リベンジヤーではなく、大事な人たちを守るという誓ちかいなのだ。

「……あなたってただのバカじゃないんだ……」

　香子がぽつんと言った。

「バカ!?」

　リアがムッとしたように叫んだ。

　リアは心外そうだが、櫂には香子の観察力が鋭いとしか言いようがなかった。

　リアがキッと香子を睨にらむ。途と端たんに子どもっぽい表情になっている。

「あなたこそ、理性的で知的と見せかけて、安あん易いに暴力に走る単たん細さい胞ぼう女なんてね。がっかり！」

「なっ……！」

　香子の顔が赤く染まる。

「まあまあ、まあまあ」

　櫂は両者を宥なだめた。

　香子の憤いきどおりが手にとるようにわかる。リアに単細胞扱いされたら、誰だれだってキレるだろう。

「そういえば、あなた、うまくトラップをかわしたみたいね。計算外だったわ」

　香子の言葉に、櫂は首をひねった。

「トラップ？」

「吉岡美雪よ」

「えっ……」

「あの子、一見大人しい女の子だけど、中身はかなりやばいわよね。別に特殊能力を持っているとかじゃないんだけど、思い込みが激しくて自分に都つ合ごうのいい世界しか見ないところや、目的の為なら手段を選ばない性質とか、利用させてもらったわ」

　香子が苦笑を浮かべた。

「利用？」

「あなたたちが邪魔だから、吉岡美雪をちょっと挑ちよう発はつしたのよ。すぐ食いついて、極きよく端たんな手段に出てくれたわね。さすがに鉢はち植うえを頭に落とそうとするとは思わなかったけど」

「なっ……」

　こ、こいつ……こいつの差さし金がねだったのか。

「じゃあ、吉岡を俺たちにけしかけたのか？」

「まあね。あなたたちを排除したかったし」

　香子がしれっと言った。

　おまえこそ、目的のためには手段を選ばないじゃないか。

　そうツッコミたいのを、櫂はぐっと堪えた。

「吉岡が俺のことを好きだって知ってたのか？」

　香子が心底呆れたような表情になった。

「みんな知ってるわよ！　あの女のストーカーっぷりをね」

「ストーカー？」

「放課後もずっとあなたに付きまとってたじゃない」

　……言われてみれば。

　俺もリアのことを鈍いと言えないな。

　櫂は思わぬところでショックを受けた。

「あなたをもっと足止めしてくれると思ったんだけどね」

「まあね。ちょっと俺の気き遣づかいが足りなかったみたいだ」

「へえ。優等生な答えね。さすが白石櫂くん」

　香子の馬ば鹿かにしたような声に、櫂はムッとした。

「それにしても、危ない女に好かれちゃったわね」

　香子がにやりと笑う。

「あなたって変な女に好かれるタイプなのね」

　櫂はムッとした。

「それは、おまえのことか？」

「なっ、何言ってんのよ！　私は違うわよ！」

　香子がカッと顔を赤らめた。

「べ、別にあんたのことなんか！」

「……」

　香子はムキになったことに気付き、気を取り直すかのように咳せき払ばらいをした。

「まあ、でも、あんたには超ちよう弩ど級きゆうの変な女がついているから大丈夫か」

「？」

　香子の視線の先には、首を傾かしげる金髪の少女がいた。

　リア、美雪――そして、香子。

「……確かに俺は変な女に縁えんがあるかもな」

　――女じよ難なんの相が出てるぞ。

　正宗の言葉が頭に浮かんだ。あのオッサン、どこまでわかって言ってたんだか。

「女運の悪さをようやく自覚した？」

「そうだな……」

「じゃあ、私は行くわ。後はごゆっくり」

　そう言うと、香子はバラ園を出て行った。

　二人きりになった櫂は何となく照れくさくて、リアから目をそらせた。

「櫂、ありがとう……」

　リアの言葉に、気まずくて櫂は素そっ気けなく言った。

「別に……」

「櫂のおかげで勝てたよ」

「そうだな、俺のおかげだな！」

「あ、あの……これからも、一緒にいてくれる？」

　櫂は思わずリアを見た。

　紫水晶アメジストの瞳がまっすぐ櫂を見ていた。

　なんて直球勝負な女だよ。

「……」

　はっきりいって迷めい惑わくだし、面倒くさい。

　これからもこんな危険なトラブルに巻き込まれるなんてごめん被こうむる。

　だけど――今も力を解放したリアの、清すが々すがしい笑顔が浮かぶ。

　凜とした立ち姿は、惚れ惚れしてしまうほど美しかった。

　そして、大事なものを守るために自分の身を投げ出して戦う意志の強さも。

「……しょうがないな」

「いいの？」

　リアが窺うように見てくる。その薄紫色の瞳が期待に輝く。

「まあな」

「やったー！」

　リアががばっと抱きついてくる。

「うわ、ちょっともう！」

　辺りを見回したが、幸いバラ園には自分たちしかいない。

「はあ……」

　柔らかい髪や体の感触に抗あらがいがたい気持ちになりながら、櫂はため息をついた。

　今、俺がすぐ断れなかったのは『いい子』としての反射じゃない。

　俺が――素すの俺がそうしたかったからだ。

　だから、しょうがない、か。

「ほら、授業が始まるぞ」

　櫂は名残なごり惜おしい気持ちで、リアをひきはがした。







　　　　　■幕間６■




　深見香子。

　黒い画面に白い文字で名前が浮かぶ。

　その横に『Failed』の文字が打ち込まれた。

　彼女のＩＤとパスワードが削除される。

　白い指がそっとパソコンを閉じた。
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　翌日――。

「おはよう、白しら石いし！」

　教室に入った櫂かいに、三み谷たにが声をかけてくる。

「おはよう」

「なあ、今週末って何時にウチに来る？　朝からだったら、昼飯を作るって母さんが」

「あ、サンキュ。じゃあ、十時くらいに行くわ」

「おう」

　なんだか、不ふ思し議ぎだ。友達の家にゲームをやりに行くなんて。

　櫂は嬉うれしくて顔がにやけるのを、慌あわてて堪こらえた。

「白石くん、待ってたよ！」

　アイドルオタクの羽は根ね木ぎが笑顔で寄ってくる。

「フフ……来月発売のナデシコの新曲ＣＤはもう予約したかい？」

「しねーよ、そんなもん」

　思わず言こと葉ば遣づかいが悪くなるが、羽根木はまったく気にした様子はない。

「予約限定特典として、直じき筆ひつメッセージペーパー入りのＣＤが当たるらしいよ！　まゆりちゃんのが当たったらあげるから、椿つばきちゃんのが当たったら俺おれにって交換条件はどう？」

「それってレア？」

「メンバー各五名ずつ当選」

「うっ……」

　確率はどのくらいだ？　一万分の五？　それとも十万分の五？

　これは……入手できたら正まさ宗むねに対する大きい取引材料になる。

「わかった……じゃあ、俺も予約する」

「うん。じゃあ、またね」

　満足げな羽根木が去っていく。

　あいつに仲間扱いされて慣なれ慣なれしく話しかけられるのは迷めい惑わくだが、あいつの持っているナデシコ情報は捨てがたい……。

　ここは共存するのが賢けん明めいだ。

「あ……白石くん！」

　小こ松まつ崎ざき梓あずさが周りを見回してから近づいてきた。

「昨日、ごめんね。大丈夫だった？」

「何が？」

「……吉よし岡おかさん」

「ああ、ちょっと行き違いがあっただけ。仲直りしたよ」

　そう言うと、梓がホッとしたように微笑ほほえんだ。

「よかった。本当に昨日はびっくりしたー。なんかヤキモチ焼かれたみたいだから、吉岡さんがいない時を見み計はからって聞いてみようと思って」

「あー、なるほど」

　変へん質しつ者しやは刺し激げきしないように――なかなか梓はわかっている。

「まあ、彼女もちょっと気が立ってただけだから、あまり気にしないで」

「そっか」

　梓がほっとしたように笑う。

　こんなときでも美み雪ゆきをかばう俺。心が広い！

　気分よくしているところに、また一人近づいてきた。

「おはよう、白石くん」

　近づいてきたのは、いつもと変わりない深ふか見み香きよう子こ。

　ピンと伸びた背せ筋すじに、サラサラの黒くろ髪かみ。眼鏡めがねの奥の思し慮りよ深そうな目。

　でも、俺はもう知っている。彼女のもう一つの顔を。暗い闇やみを。

「おはよう、委員長！　今日も美人だね！」

「やだ、何言ってるの」

　香子がくすくす笑う。

　学校では互いに猫かぶり――暗あん黙もくの了解だ。

　表向きは何事もなかったように。あれは俺たちだけの世界なのだから。

「白石くん」

　呼ばれて櫂は振り向いた。顔が強ばるのがわかる。

　吉岡美雪がバスケットを手に立っていた。

「おはよう、シュークリームを作ったの。よかったら食べて」

　櫂は差し出されたお菓か子しをじっと見た。

　もう以前のように、屈くつ託たくなく喜ぶことはできない。

　ためらっていると、さりげなく香子が囁ささやく。

「ちゃんと食べたほうがいいんじゃないの～？」

　イラっとしながら、櫂は笑顔を作った。この猫かぶり蜂はち女おんなめ。

「ありがとう、いただくよ」

　櫂の言葉に美雪の顔が輝かがやく。嬉しそうに頰ほおを染める姿からは、昨日の悪あつ鬼きのような姿は想像できない。

「わ、私もいいかな？」

　近くで見ていたリアが、たまらず近づいてきた。

　一瞬、美雪の顔が能のう面めんのように無表情になる。

　だが、すぐさま笑顔に戻った。

「いいよ！　食べて！」

「わあい」

　リアが嬉しそうにシュークリームをつかむ。

「すごい、シュー皮がふわっふわだね！　上手じようず！　おいしい！」

　リアがもぐもぐ食べるのを、櫂は冷や冷やしながら見つめた。

　嫌がらせしたのが美雪と知ったのに、避さけようともしない！　この食欲魔ま人じんめ！

「ありがとう」

　美雪は多少顔を引きつらせていたが、誉ほめてもらってわりと嬉しそうだ。

　ここは俺も機き嫌げんをとっておくか！

「ほんと、うまいよ！　これ、クリームに入ってるのってバニラビーンズ？」

「うん。香りがいいかなって」

　美雪の顔がどんどんほころんでいる。

　よし、この調子でいけば嫌がらせはやめるだろう。

　ストーカー行為については……まあ、そのうち飽あきるだろう。

「あっ、ほら、こぼれてる！」

　二つ目のシュークリームを食べているリアが、胸むな元もとにクリームをこぼしそうになっていた。

「あー、口の周りもべったりだろ」

　櫂は仕方なくウエットティッシュでリアの口周りを拭ふく。途と端たんに周りからくすくす笑いが起こった。

「甲か斐い甲が斐いしいね～」

「ね、ナイトだね」

「ほんと妹思い！」

「はは……」

　櫂は強ばった笑いを返した。完全にシスコン扱いだな。

「あの、白石くん……」

　おずおず話しかけてきたのは、地理の内ない藤とう先生だ。後ろでひっつめた髪、化け粧しようっけのない顔。相変わらず地味だ。

「今日の地理の授業で大きい地ち図ずを使うの。ちょっと重くて……教室に持っていってくれないかな？」

「いいですよ」

　櫂が笑顔で引き受けると、内藤先生は嬉しそうに笑った。

「ありがとう」

　その様子を見ていたクラスメイトたちがくすくす笑う。

「うわー、優しいね白石くん。妹だけじゃなく、熟じゆく女じよもＯＫとか？」

「幅広いよね～。若い子も大人おとなもどんとこい！」

「そ、そういうわけじゃ！」

　櫂が慌てて言うと、クラスメイトたちがどっと笑った。

「うんうん、わかってる。白石くんっていい人だよね～」

「色々奥が深いっていうかー。まだ隠し玉もってそう～」

「いや！　そんなことないから！」

　櫂は焦あせりながらも、からかわれているのに嫌な気分になっていない自分に気付いた。

　俺は誰もが認めるエリートで、尊そん敬けいされてて――そんな風になりたかった。

　でも、これまでは、クラスメイトたちがここまで気安く話しかけてこなかった。

　今は、時折からかわれたりするけど、以前より仲良くなっている気がする。家にも誘さそってもらえた。

　思っていたのと違うけど――でも、これはこれで心地いい。

　悪くない――。

「ねえ、櫂、ちょっと」

　リアが手招きをしてくる。

「なんだ？」

「深見さんも吉岡さんも、楽しそうでよかったね」

「ああ、まあな……」

　腹はらではどう思っているのかわからないが、香子もすっきりした顔をしていたし、美雪は機嫌が直っている。

「やっぱり櫂と血の盟めい約やくを結んでよかったなーって」

　リアがまっすぐ櫂を見た。

「本当は魔ま術じゆつ師しのことは秘密にするつもりだったの。でも、櫂には知ってほしかった。だから、強引に血の盟約を結んだの」

　家族になる、と知ったときの喜びよう。転入にも乗り気だったリア。

　もしかしたら、ずっと寂しかったのかもしれない。

　孤こ独どくな復讐者リベンジヤーとして一人で戦うことに、疲れたのかもしれない。

「櫂といるとすごく楽しい。これからもずっと一緒にいてくれる？」

　リアのまっすぐな視線と率直な言葉が眩まぶしい。リアは自分の気持ちを表すことを躊躇ためらわない。

　櫂は目をそらせた。

「どうせ家族だし。しょうがないな」

　櫂が言うと、リアが微笑んだ。

「私、これからも絶対勝つからね！　櫂のためにも！」

　リアの言葉に櫂はひっかかった。

「俺のため……？　どういう意味だ？」

「私が死んだら、櫂も死ぬってこと」

　リアが当然のことのように物ぶつ騒そうなことを言い出した。

「えっ……」

　櫂はまじまじとリアの顔を見つめた。

「なんだそれ、聞いてないぞ!?」

「だって血の盟約だから。私たちは深く結ばれましたって言ったでしょ？」

　こ、こいつ……何をしれっと一番大事なことを後出ししてやがるんだ!!

　櫂は声が震ふるえないように喋しやべるのに必死だった。

「じゃあ、たとえばだ、俺がおまえを見捨てて、おまえが委員長に倒されて死んでたら――」

「櫂も死ぬよ」

　リアがさらっと言う。

「おまえはどうしてそんな大事なことを最初に言わない！」

　櫂は思わずリアの胸ぐらを摑つかんだ。

「だって、わかってるって思ってて。運命共同体って言ったじゃない！」

　なーにが『だって』だ。このクソバカ女が―――――――!!

　そう叫びたいのを櫂はぐっと堪えた。

　いかんいかん、またリアのペースだ。ここは学校。どこで誰だれに聞かれるかわかったもんじゃない。

「おい、盟約を破は棄きするのはどうやるんだ？」

「盟めい主しゆが許可しないとダメ」

「盟主っておまえのことか。じゃあ、許可しろ」

「でも……櫂と繋つながっていたいし……せっかく、盟約を結んだし」

　リアがおずおずと櫂を見た。

「今のままじゃダメ……かな？」

「……」

　無言の櫂に、リアの顔が不安げに曇くもった。

「お願い……お、お兄ちゃん……」

　最強の病弱魔術師の少女が、櫂の機嫌を窺うかがうように上うわ目め遣づかいで見てくる。

「お兄ちゃんって呼ぶな！」

　櫂は苦笑した。

　まあ、一緒にいるって約束したしな。

「……わかったよ」

　櫂がそう言った瞬間、リアが飛びついてきた。

「うわっ！」

　視界が金色に染まる。

「櫂、ありがと――――――!!　大好き!!」

「おいっ！　キスするのはやめろって!!」

　リアが顔中にキスの雨を降らせてくる。そういやこいつ、アメリカ育ちだったな。

　櫂はハッとした。

　クラスメイト全員が自分たちを見ている。

　全員、呆ぼう然ぜんとして動かない。

「ち、違う、違うんだこれは―――――――！」

　櫂の絶叫がクラス中に響く。

　こいつは本当にどこまで俺を振り回す気だよ！　台たい風ふう女め！

　今日のギルティ・ノートのトップを飾かざらせてやるよ!!

　名前の上には殿でん堂どう入いりを記念して王おう冠かんマークでも描いてやる！

　櫂は心の中で叫んだ。

　リアという名の嵐あらしが吹き荒れ、櫂がコツコツ作っていた偽いつわりの王国は木こっ端ぱ微み塵じんにされた。

　だが、そこには新しい温かい世界が築きずかれつつあった。

　そのことをまだ、櫂は知らない。








了
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　拙せつ著ちよをお手にとってくださってありがとうございます！

　久しぶりの新作になります。




　この作品は元々、「病弱なヒロインを書いてみよう」と思って作ったものです。

　そもそもは『夢ゆめ見みのサクヤ』の打ち上げのとき、担当さんとお話ししていて、「そういえば、病弱なヒロインって書いたことがないなあ」と思ったのが発ほつ端たんです。




　でも、私が好きなのは強い女の子。

　じゃあ、病弱だけど強い女の子ってどうだろう？　と思ったわけです。




「貧血だー、発作だー、鼻血ブー！　って倒れながら戦うヒロインってどうですかね？」

　と、私がノリノリで言ったところ。

「ああ、なるほど。ばったり道端で倒れて干ひからびてる、みたいな！」と担当のＡさん。

「そうそう！　倒れて道で干からび……えっ……ひ、干からび……？」

　とっても優しくて穏やかなＡさんはニコニコ笑っています。

　あのとき、私たちちょっぴりお酒が入っていましたね。キール・ロワイヤル、美お味いしかったです。




　そんなこんなで、ヒロインから作っていきました。

　キーワードは最強最弱のヒロイン！

　超迷めい惑わくキャラで、担当さんや編集長に「苛いら々いらする櫂かいに、とても共感した！」と言わしめたヒロイン！　……可か愛わいくなっているといいんですが。私は我が子のようなものなので、ダメな子でも可愛い……。




　今回はリアと櫂の掛け合いが書いていてとても楽しかったですが、いかがだったでしょうか？

　櫂ですが、ここまでひねた主人公は初めて書く気がします。色々こじらせている子を書くのは面おも白しろいですね～。




　それでは、謝しや辞じを。

　まずは、長引いた新作の立ち上げに、粘ねばり強づよく付き合ってくださった担当のＡさんに感謝を。これからもよろしくお願いします。




　そして、イラストのぽんじりつさん、本当にありがとうございます！

　キャラクターデザインが上がってきたとき、まず女の子たちが目に飛び込んできて、「うわっ、リアが可愛えええええええ!!　香きよう子こと美み雪ゆきもイメージ通り！　ＳＵＧＥＥＥＥＥＥＥＥ!!」となったわけですが、仮にもビジネスメールにそんなことを書くわけにもいかず、ここに書いてみました。

　次々上がってくる魅力いっぱいのイラストに、パワーをいただきました！




　そして、読んでくださった皆様に感謝を。

　近いうちにまたお目にかかれることを願って。




　　二〇一三年　七月
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東京都在住。第９回ジャンプ小説大賞でデビュー。

カフェとチョコとサメとホラー映画が好き。気分転換は旅行。
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趣味は絵描きとゲーム（半分はモンハン）。ヒヨコグッズが好きで、部屋の中に黄色いものがあちこち鎮座してます。

http://ponjiritsu.blog.fc2.com/
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